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　王とは孤こ独どくなものだ。

　一つの領土に二人の王が並び立つことはない。複数の主に支配された地はやがて崩ほう壊かいし、新たな王を奉ほうじることになる。

　ただ、王を束ねる者――帝みかどをさらに戴いただくなら、その限りではないが。







序章　英雄の最後







　勝利は目前だった。

　平原を埋うめ尽つくさんばかりの味方の大軍が辺境の小さな城を圧し包つつんでいる。しかも敵が籠ろう城じようしてから二週間、もう城の食しよく糧りようも尽きているはずだった。

「――長かったな」

　朝あさ靄もやの向こうに見える城門を見つめ、アストは感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやく。

　四年続いた戦争も、おそらくこの戦いが最後だ。

「何度も矢文も入れたんだがなあ……」

「仕方ないね。あの頑がん迷めいなベルゲン公が、降こう伏ふく勧かん告こくなんて受け入れるわけない」

　アストの隣となりに立つ金きん髪ぱつの青年が、応こたえて小さく肩かたをすくめた。

　薄うす汚よごれた軍装のアストに対し、青年の鎧よろいには皇家の紋もん章しようが彫ほり込まれている。しかし二人はごく親しい友人のように会話をしていた。

「さて。いつも通り頼たのむよ、アスト」

「了りよ解うかい。……ったく、毎度毎度簡単に言いやがって」

　促うながされ、アストは陣じんの先頭に歩み出る。

　とたん、その身体が淡あわく発光した。同時に足元に白光が生じ、アストを中心にさあっと波は紋もんのように円形に広がっていく。

　瞬まばたきするほどの間に数千の兵のほとんど、眼前に立ちはだかる城門までもが光に飲み込まれた。味方の兵がみな唖あ然ぜんとして自分の足元を見つめる。

　そして白く輝かがやく大地に紅あかい線で描えがかれた紋もん様ようが浮うかび上あがった。平原を画布にして、アストを中心とした巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが完成する。

　アストが伸のばした手のひらの中に白光が生まれ、平原に風が渦うず巻まいた。背後に控ひかえる兵たちが慌あわてて身を低くする中、集められ、凝ぎよう縮しゆくされた魔まり力よくは明めい滅めつしながら膨ふくれあがる。

「穿うがて！」

　そして弾はじけて螺らせ旋んじ状ように渦巻く刃はとなり、地面を抉えぐりながら城門に迸ほとばしった。

　刃は木材と鉄を重ねて作られた分厚い扉とびらの中心に突つき刺ささった。城じよう壁へき全体が身み震ぶるいするかのように震ふるえ、またもや巻き起こった突とつ風ぷうに兵たちはいっせいに顔を庇かばう。

「おお……」

　やがてこわごわ顔を上げた彼かれらが見たのは、扉の中央部がごっそり抉られた有様だった。

「さすが私の騎き士しだ、すごいすごい」

　その威いり力よくに味方の兵たちは絶句し、背後の皇子はのんきに手を叩たたいている。城壁の向こう側にいるはずの敵兵の悲鳴までもが聞こえた気がした。

「――っ、突とつ撃げきッ！」

　これでもう味方の侵しん入にゆうを阻はばむものはない。将軍があらん限りの声で命じ、兵がいっせいに駆かけ出だす。

　アストも足あし元もとに描いた魔法陣を書かき換かえた。左手の中にまたも火花が閃ひらめき、光はやがて剣けんの形をとる。幅はば広ひろで長い刀身を持つ、敵を甲かつ冑ちゆうごと叩き斬きるための大剣クレイモアだ。

「奴が来たぞ！」

　崩くずれた城門を踏ふみ越こえると同時、左右の崩れかけた櫓やぐらからいっせいに矢が降り注いだ。だが矢はいずれもアストに当たる前にひとりでに発火し、灰になって散っていく。

　続けて横からいっせいに槍やりが突き出されたが、これも半はん透とう明めいの盾たてがすべて弾はじき返した。

「畜ちく生しようっ、テメェさえ……！」

　悪態をついた敵兵はその数秒後、アストに一刀のもとに切きり伏ふせられた。

　魔まじ術ゆつで敵の攻こう撃げきを防ぼう御ぎよしつつ、アストは城内の広場を駆け抜ぬける。

　横手から現れた敵兵を大剣で剣や槍ごとなぎ倒たおし、甲冑ごと吹ふき飛とばす。行く手を阻む壁かべがあれば強ごう引いんに突き崩す。

　敵からすれば悪夢のような光景でしかなかっただろう。アストは一直線に突き進すすんでいるだけなのに誰だれも止められないのだ。前に立ちはだかろうとする者もいたが、ことごとく一いち撃げきで粉ふん砕さいされた。

　城内のあちこちから剣けん戟げきの音が聞こえてきているが、敵兵のほとんどは飢うえに苦しんだ後であり、城門をたちまち崩されたことで最後の闘とう志しも失っているようだ。もはや勝敗が覆くつがえることはないだろう。

　それでもまだ敵将を討うち取とった、あるいは降こう伏ふくしたという号令は聞こえてこない。それまで敵を屠ほふらなければ……

「……あ？」

　唐とう突とつに腹に鈍にぶい衝しよう撃げきがあった。

　ぐらりと視界が傾かしぎ、アストは石いし畳だたみに膝ひざをつく。次の瞬しゆん間かん、横腹に灼やけるような痛みと熱さが襲おそってきた。

　大剣はアストの手から転げ落ちたとたん、白い粒りゆう子しとなって霧む散さんする。

　倒れたアストの目の前には勝かち誇ほこった顔のまま事切れた敵兵がいた。肩から腹にかけて大きく切り裂さかれており、アストに遭そう遇ぐうする前に致ち命めい傷しようを負っていたようだ。

「……まずいな」

　地面に転がった敵兵をもう死んだものと思い、その動きに気づくのが遅おくれた。

　――あるいは、死しに際ぎわの執しゆう念ねんがわずかにアストを上回ったか。

　アストが倒れたのにすぐに周囲も気づいたらしく、悲鳴と歓かん声せいが同時に上がった。

「アスト・パラダンがやられた！」

「すぐに後ろに運べ、奴を死なせてはならんっ」

「やった！　あのバルテノムの〝英雄〟をとうとう殺ったぞ！」

　最後の台詞せりふにアストは思わず血を吐はきながらぼやいた。

「俺おれは……まだ、死んでない」

　仇きゆう敵てきを袋ふくろ叩だたきにするべく、何人もの敵がいっせいに向かってくる。

　這はいつくばったままアストは周囲に白光を広げた。さきほどより規模は小さいものの、光はアストと今にも彼を襲わんとしている敵兵たちをまとめて飲み込む。

「食くらい、やがれ」

　次の瞬間、石畳から生えた何本もの光の槍が敵兵を貫つらぬき、あるいは柵さくとなって敵とアストを隔へだてた。かろうじて槍の直ちよく撃げきを免まぬがれた敵兵たちはいっせいに引きつった悲鳴を上げ、アストから飛び退のく。

　直後、とうとうアストの身体に残っていた白光が消える。しかしもはやアストに襲いかかろうとする敵はいなかった。

「今回は……少し、まずいか」

　負傷したことは一度や二度ではないが、今回は特に酷ひどいようだ。もう腹の痛みも感じられず視界が暗い。喉のどからごぼりと血が溢あふれ、身体から体温が流れ出していくのがわかる。

　そこで遠くから自軍の勝利を告げる鬨ときの声こえが聞こえてきた。

「もう少し、早くしてくれよ……」

　そうであれば、自分はこんな死に方をせずにすんだのに。

　戦争は終わり、これからこの国はあの皇子を戴いて栄えるだろう。けれど、自分は。

「……まあ、それでもいいか」

　この四年、自分は戦うことしか考えていなかった。いまさら特にやりたいことも平和な世界でできそうなこともない。ここで終わっても構わないだろう。

　気がかりといえば故郷に残してきた妹のことくらいか。自分に最後まで取りすがって泣いていた幼い少女。もしかしたら彼かの女じよだけは悲しませてしまうかもしれない。

「……悪い」

　ぼんやりと呟く。ようやく到とう着ちやくした味方に馬上に引っ張り上げられながら、アストは意識を手放した。







　はたしてアストは死ぬことはなかった。

　一時は生死の境を彷徨さまよったらしいが、回復は早く後こう遺い症しようも残らなかった。医者に「さすが、英雄とまで呼ばれる方は違ちがいますな」とおかしな風に感心されたくらいだ。

　しかし彼の身体には決定的な変化が起きていた。

　ようやく起き上がれるようになった頃ころ、アストはベッドの上でなんとなく魔術を使おうとした。それはアストにとっては手足を動かすのと同じくらい身体に馴な染じんだ作業だ。

　だがいくら念じてもアストの身体から光は発せず、円形に広がることもない。

「……魔術が、使えなくなった？」

　柔やわらかな日光が射し込む病室で、しかしアストは呆ぼう然ぜんと呟いたのだった。







第一章　その後の英雄







　その人の背中をよく覚えている。

　自分を後ろに庇い、身ひとつで敵の前に立ちはだかってくれた人の姿だ。

　あの日、自分はいつも通り平へい穏おんに過ごしていたはずだ。だがいきなり現れた刺し客かくによって護衛の騎士や侍じ女じよはたちまち殺され、自分にも彼らの血に濡ぬれた刃が向けられた。

　もう駄だ目めだ――とぎゅっと目をつぶって、けれどしばらく経たっても痛みはやって来ない。

　こわごわ目を開けたときに見たのが、その後ろ姿だった。

「だれ……？」

「そこから動くな」

　その人が振ふり返りもせず命じてきたので、自分はわけもわからぬまま反射的に頷うなずく。

　それから先はもう一いつ瞬しゆんの出来事だった。その人の帯びた白光が床ゆかに広がり、刃に変じていっせいに刺客に襲いかかる。その人は一歩も動いていないのに、何人もいた刺客だけがたちまち床に倒れた。

　場が静かになってから、その人はようやく自分を振り返った。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　血みどろの戦いを目まの当あたりにして自分は怯おびえきっていたが、その人が自分とあまり歳としの変わらない少年なのに気付き、少しだけ恐きよう怖ふが和やわらぐ。

　その人は老練の騎士のような落ち着いた物もの腰ごしで、優やさしげな黒こく瞳どうが自分を見つめていた。

「あなたは……？」

　問うとその人は困ったような顔で口を開こうとする。

　けれど名が告げられるより先に、廊ろう下かの向こうから城の大人たちが駆け寄よってきた。

「姫ひめ様さま、ご無事でしたか！」

　自分はたちまち目を潤うるませた侍女たちにもみくちゃにされてしまう。その人はそんな自分を見て肩をすくめ、他ほかの大人たちと何か相談していたようだが、結局自分とはもう話すことのないまま立ち去ってしまった。

「……あの方は、だれですか」

「あの方がセドリック様……兄上様の一の騎士、アスト・パラダン卿きようですわ」

　事態が落ち着いてから侍女に尋たずねたところ、どこか誇らしげな顔で教えてくれた。

「……アスト・パラダン様」

　少年がたちまち刺客を倒したのにも驚いたが、なによりも印象に残ったのはその背だった。誰かを守るために敵の眼前に立つ、その後ろ姿の何と頼もしく崇すう高こうだったことか。

「また会えるといいな……」

　そしてそのときには、少しでもあの背中に近づけている自分であるように。

　これが自分の――リトフィア・ラム・バルテノメアの、始まりとなった記き憶おくだ。




＊＊＊＊




「あんた、こいつを貯蔵庫に運んでおいてくれ！」

　大声で呼びかけられ、アストは顔を上げた。

「あと少しで終わるとこだったんだけどな……」

　このときアストは包丁を手に、籠かごに山盛りにされた芋いもの皮を剥むいているところだった。

　ぼやいてから素す早ばやく手にしていた一個を剥き終え、水の張られたタライに放ほうり込んで立ち上がる。まあ、戻もどってきてから続きをやるしかないだろう。

　作業をしていた厨ちゆう房ぼうの土間から出て建物の裏に回ると、料理人コツクのメアリおばさんが一ひと抱かかえほどもある木の箱を指さしていた。

　箱の中にはチーズがぎっしり詰つまっていて、大の男でも一人で動かすのは難しいだろう。身長も体格もごく平へい凡ぼんなアストはなおさらだ。

「よっと」

　しかしアストはひょいと木箱を持ち上げ、肩に乗せた。

　あの戦争が終わって一年ほどが経つ。

　ここは戦場ではなく、とある学院に学生のため設けられた食堂で先日働き始めたアストは若く腕わん力りよくがあるため重宝されていた。

「こき使われるのは軍で慣れてるしな……」

　木箱を担かついで歩いていると、目の前を何人かの少年少女が横切っていった。

　彼らはいずれも柔らかな緑色の制服を着て、胸を張って歩いている。何を話しているのか、いっせいに立てた笑い声がアストの耳にも届いた。

　年ねん齢れいはみな十代後半、アストと同年代だろう。

「学校、ねえ……」

　生まれついた身分によって一生が決まってしまうこのご時世、学校に通えるのは金のある貴族か商人の子供だけだ。貧民層の出身で子供の頃から戦場にいたアストは学校に通った経験がなく、学生を見かけることはあっても何をやっているのかあまり知らない。

「貯蔵庫はあっちか」

　興味がないわけではないが、今は仕事をしなければならない。アストはふたたび歩き出したが、またすぐに足を止めた。

　――この近くで何かよくないことが起きている。

　諍いさかいの気配には慣れている。耳を澄すますと少し離はなれた木立から罵ば声せいが聞こえてきた。

「さ……先に無礼をはたらいたのはそちらではないですか」

「何だって？　テメェがよそ見して歩いてるのが悪いんだろうが！」

　弱々しい少女の声と、それを掻かき消けす男の野太い怒ど声せい。

「いけませんね、姫ひめ。貴女あなたがよもや自分の過あやまちを認められない愚おろかな人間だとは」

　粘ねばっこい嫌いや味みな口調がそれに続く。

　アストが声を辿たどって近づいてみると、建物と木々の陰かげに三人の学生がいた。

　まず目に入ったのは少女だった。後ろ向きなので顔はわからないが、背は子供のように低く手足も細い。それと彼女を見下ろしている少年が二人。一人は軍人ばりのがっちりした体格、もう一人はひょろりとして蛇へびのように細い目をしていた。

「わたしは何も恥はずべきことはしていません。あなたがたが……」

「だからそれが勘かん違ちがいだって言ってんだろうが！」

「あなたの言い分が何であれ、彼の留め金が壊こわれたのは事実です。これは母君から譲ゆずり受けた大事な品でしてね……」

　ひょろりとした方が何やら装そう飾しよく品ひんを取り出したが、アストが遠目に見ても粗そ悪あく品ひんだった。だが少女にそれを指し摘てきする余よ裕ゆうはなさそうだ。

　状じよう況きようがわかってみればありきたりな出来事だった。弱い者をいたぶって憂うさ晴ばらしをしようとする者は、雑ぞう兵ひようだろうと貴族の子し弟ていだろうといる。

「……わ、わたしは」

「我々は何も弁べん償しようしろと言っているわけではなく、ただ誠意を見せろとですね……」

「そうそう。誠意だ。アンタなら――」

　少年二人の表情が歪ゆがんだ。

　少女がびくりと肩を震わせて逃にげだそうとしたが遅おそい。その細い手首をたちまち掴つかまれ、背後の大木に縫ぬい付つけられた。ほっそりした身体を睨ねめ回まわし、少年たちが下げ卑びた笑えみを浮かべる。

　少女の制服の胸むな元もとが引き千切られる寸前、どん、と鈍い音が響ひびいた。

　少年二人が血相を変えて少女の背後を睨にらみ付ける。

「すみませんね、ちょっと躓つまずいて荷物を落としちまって」

　担いでいた木箱をわざと音を立てて置いたアストは、彼らにへらりと笑ってみせた。

「誰だ、テメェっ」

　二人は口々に叫さけんだが、アストが制服ではなく薄汚れた服を着ているのに気づいたのだろう、すぐに表情を侮ぶ蔑べつに変えた。

「ここは貴様のような下げ賤せんの者が立ち入って良い場所ではない、今すぐ立ち去れ！」

「……いやあ、お楽しみのところすみませんね」

　アストはなおもにやにやと笑い、ひょこひょことした足取りで三人のもとに出て行く。

　できる限り下手に出て、媚こびへつらっているように演技しながら、

「お偉えらい貴族様でもそんなことをするもんですね。そこのお嬢じようさんもいいところのお姫ひいさんでしょ？　いやいやまったく、羨うらやましい」

　言いつつアストは少女をちらりと見た。

　歳は十代半ばに見える。緩ゆるく波打つ金髪がふっくらとした頬ほおを縁ふち取どり、貴族趣しゆ味みの人形のような繊せん細さいさで大きく輝く碧へき眼がんと小さな唇くちびるが配されている。頬から喉、鎖さ骨こつにかけて肌はだは白く、手足はまだ細い。

　庭園で丹たん精せい込めて育てられた花の蕾つぼみ――そんな印象の少女だった。愛らしく、手入れを怠おこたればたちまち枯かれてしまいそうな儚はかなげな雰ふん囲い気きもまた漂ただよわせている。

　浮うき世よ離ばなれした容よう貌ぼうだが、今ばかりは乱れた服が妙みような生々しさと背徳感を添そえていた。

「黙だまれっつってんだよ！」

「まあまあ、そう言わないでくださいよ。このことがばれたらあんたらだってまずいんでしょ？　だから俺にだって……」

　アストの台詞に少年二人の顔が真っ赤に染まった。

　これでおそらく少年たちの怒いかりはアストに向いた。あとは適当に殴なぐっておけばいいだろう。虚きよ栄えい心しんだけは強そうだし、身分の低い使用人に負けたなどと周囲には言えまい。

　へらへらしつつアストは少女にちらりと目配せした。今のうちに逃げろという意味だ。

　アストと少年たちのやり取りを少女は呆然と見ていたが、それに気づいてくれたらしく表情が変わった。

「貴様ッ！」

　細い少年が拳こぶしを振りかぶった。アストはそれを造作もなく避さけようとして、少し驚く。

　逃げるかと思われた少女が少年の腕うでを掴んでいた。

　少女は震えながら、しかし毅き然ぜんと相手を見み据すえて、

「恥ずかしげもなく人を脅きよう迫はくして、あまつさえ無関係の方にまで暴力を振るおうとするなんて、あなたがたは何ら……その、良心が咎とがめることはないのですかっ……」

　凛りんとした声が木立に響き渡わたった。とはいえ男三人に睨まれたせいで声はだんだん尻すぼみになり、最後は消え入りそうになっていたが。

　アストは少女への印象を訂てい正せいした。箱はこ入いり娘むすめなのは間ま違ちがいないが、意志は強いようだ。

「テメっ……」

　少年二人の返答はぶん、と拳が空を切る音だった。頭に血を上らせた少年が少女を殴り飛ばす寸前、アストは少女の腕を引いて自分の後ろに庇う。

　面めん倒どうなことになったと内心舌打ちしながら、アストは少年たちと対たい峙じした。

　アストをぎりっと睨み付け、体格のいい少年の身体が淡く発光する。

「止めなさい！」

　隣の少年の制止も聞かずに少年は光を強めた。薄うす青あおい円形の光がさあっと広がり、少年を中心として半径三十メルトルほどの地面が淡く輝く。

　もう一人が慌ててその場所から離れた。

　この〝領域ドメイン〟こそが魔術を生み出す基き盤ばんとなるからだ。

　領域ドメインの中に紅く輝く線が生まれ、ゆるゆると複雑な紋様が描かれていった。魔ま術じゆつ師しは自ら展開した領域ドメインから魔力を吸い上げ、ここに魔法陣を描くことで魔術を発動させる。

「学内でみだりに魔術を使うのは禁止……」

　少女が叫んだが少年が聞き入れるわけがない。少年は本気で見境をなくしているらしく、大規模な攻こう撃げき魔ま術じゆつを使おうとしているようだ。これではアストはおろか周囲の建物にまで被ひ害がいが出てしまう。

「三十メルトル……なかなかのものだ。さすが学院生」

　アストは周囲に聞こえぬよう呟いた。

　魔術の威力は魔力量、ひいては展開できる領域ドメインの広さに比例する。普ふ通つうの人間は広げられてもせいぜい数十センテだから、数十メルトルもあれば立派と言えるだろう。

　少年の魔術が発動する寸前を狙って、アストは懐ふところから爪つま先さきほどの飛礫つぶてを取り出して投げつけた。殺傷力はまるでないが尖とがった鉄てつ片へんは当たるとそれなりに痛い。

　少なくとも魔術師の集中を乱すことくらいはできる。

「っ!?」

　ばちっ！　とすさまじい音を立てて青い火花が領域ドメイン内に散った。

　魔術の制せい御ぎよに失敗した反動だ。魔法陣がぐにゃりと乱れて拡散し、中心にいた少年は何度か身体を痙けい攣れんさせた。

「……どうにかなったか」

　アストは息をつく。

　やがて領域ドメインの光が消え、少年は放心状態で地面にへたり込んだ。隣の少年は「何があったのか」と呆然とし、少女は目を丸くしている。

　そこでがやがやと背後から人の声が聞こえてきた。少年の領域ドメインや火花の青い光が離れた場所からも見えたのだろう。

　学内の自警団がすぐに駆けつけてきて、少女の乱れた制服を見て事情を察したのだろう、少年二人を捕ほ縛ばくして連れて行った。

「貴様は学生ではないな。ならば……」

「待ってください、この方はわたしを助けてくれたんです」

　自警団はアストにもあからさまに不ふ審しんな目を向けてきたが、少女が必死でさきほどの出来事を説明して庇ってくれた。その甲か斐いあってかどうやらお咎めなしで済みそうだ。

　ひととおり話が終わった後、アストは今度こそ木箱を貯蔵庫に運ぼうと踵きびすを返した。だいたい芋の皮かわ剥むきもまだ終わっていないのだ。

「ま、待ってください」

　だが少女がアストを呼び止めてきた。

「助けていただき、ありがとうございました」

　貴族や富ふ裕ゆう層そうの者は下々の者になど目もくれないのが普通だ。アストにもぺこりと頭を下げた少女の態度はたいへん礼れい儀ぎ正ただしく、かつ珍めずらしいものだった。

「……いいえ、ご無事で何より」

「それにしても、魔術を石ひとつで止めるなんて。魔術をご存じ……」

　言いかけて少女はふと怪け訝げんな顔をした。

　背せ伸のびしてますますアストに顔を近づけ、大きな碧あおい瞳でアストを見上げてくる。乱れたままの胸元からちらりと白い肌が覗のぞいてアストは思わずのけぞった。

「もしかして……あなたは、アスト・パラダン様？」

　少女が呟いた瞬間、アストは思わず顔を引きつらせてしまった。

　慌てて否定しようにももう遅い。少女は顔を輝かせてアストの腕に抱だきついてくる。

「やはりそうなのですね！　覚えていらっしゃいませんでしょうか、わたしはセドリックの妹のリトフィアです。昔あなたに助けていただいて、それから……」

「……いや、あの」

　この学院には王族や貴族が多いが、入学前に戦場に出た経験のある者は少ない。まさかアストの顔に気づく者がいるとは思わなかった。

　近くに集まっていた自警団や野や次じ馬うまの学生たちにも動どう揺ようが走った。アスト・パラダンの名は貴族や軍人であればよく知っている。数々の武ぶ勲くんを立てた騎士にして魔術師。

「彼が例のセドリック陛下の……」

「バルテノムの〝英雄〟か！」

「まさか。だってあいつ、確か食堂の使用人だろ？」

　身分の低い下働き、しかもアストはぼさぼさの黒くろ髪かみで体格も顔立ちもごく平凡だ。この冴さえない男があの魔術師だと言われてもにわかに信じがたいのかもしれない。

「ずっとあなたにお会いしたかったんです。わたしは……」

　為なす術すべもなくリトフィアに抱きつかれているアストに、いくつもの視線が投げかけられる。彼らの言いたいことはアストにもよくわかった。

　――あの英雄が、どうしてこんなところで雑用などしているのか？

　アストは嘆たん息そくした。自分はもう魔術が使えないからだと言ってやれればいいのだが。
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　五年前、大陸のおよそ半分を占しめるバルテノム皇国で戦乱が起こった。

　きっかけは国皇が逝せい去きよしたことだ。すぐに皇太子が次の君主として即そく位いするはずだったが、辺境に追放されていた国皇の長男が「自分こそが正当な後こう継けい者しやである」と叛はん乱らんを起こしたのである。周辺諸国がそれぞれ皇太子と長男――セドリック皇子の後うしろ盾だてになって軍を派は遣けんしたことから、政治問題は内乱にまで発展した。

　当初は皇太子側が優勢と誰もが思ったのだが、セドリックは破竹の勢いで敵軍を蹴け散ちらし、皇太子や彼に与くみする貴族を粛しゆく清せい、とうとう自らの力で玉座を手に入れた。

　この皇位継けい承しよう戦争でセドリックに勝利をもたらしたのが、配下の騎士アスト・パラダンと言われている。剣けん技ぎに優すぐれ、その広大な領域ドメインから発せられる魔術は強力無比、単たん騎きで敵兵千人以上と相対したこともあるという。

　しかしセドリックが即位すると同時にアスト・パラダンは姿を消してしまった。

　その理由について憶おく測そくはいくつも語られたが真相は知られていない。ただセドリックがこの喪そう失しつを誰よりも嘆なげいたことは周知の事実だった。







　学院で騒そう動どうを起こす、その一ヶか月げつ前。

　バルテノム皇国の皇こう宮きゆうにアストは呼びつけられていた。

　何枚もの旗の翻ひるがえる壮そう麗れいな城門をアストはつぎはぎだらけの古着のままくぐった。近衛このえ兵へいや通りかかった貴族たちが唖然とする中、磨みがき抜かれた回かい廊ろうをぱたぱたと足音を立てて進んでいく。

「陛下はこちらの謁えつ見けんの間でお待ちです」

　そして重々しい軋きしみとともに扉が開いたとたん、

「アストおおおおおっ！」

　部屋の奥おくから飛び出してきた男がアストに抱きついてきた。

　輝く金髪と豪ごう奢しやな衣装の美び丈じよう夫ふだ。しかし自分より背の高い男に体当たりされたせいで、アストは二人まとめて転ばないようぶるぶると耐たえる羽目になった。

「おい、離れろ！」

「ああアスト、君がいなくなってしまって何の音おと沙さ汰たもないからっ……」

「貴様、陛下に向かってなんという口の利きようか！」

　側に控える近衛兵が怒ど鳴なってきたが、哀あわれにも男――セドリック国皇の一睨みでたちまち顔を真っ青にして逃げるように去っていく。

　近衛兵を見送り、アストは呆あきれたように肘ひじでセドリックを小こ突づいた。

「いい加減止めろ、気持ち悪い」

「私と君の仲じゃないか。半年ぶりの再会を喜んで何が悪いんだ」

　皇位に即ついたにも拘かかわらず、セドリックの態度は昔と変わらない……というよりむしろ悪化している。苛いらついたアストが本気で投げ飛ばしにかかる寸前、セドリックはひょいと姿勢を元に戻した。

「久しいな、アスト・パラダン。壮そう健けんそうで何よりだ」

「……あの近衛兵の前でその偉そうな態度を取ってやってくれ」

「再会の感動を全身で表現したまでだよ」

　謁見の間は天てん井じようも高く広々とした空間だったが、今はセドリックとアストしかおらずがらんとしている。セドリックがつかつかと奥に歩いて行くのにアストも続いた。

　紅い絨じゆう毯たんが部屋の奥に向かって伸びている。最さい奥おうは数段高くなっており、壁には斧おのが描かれたバルテノメア家の紋章旗が掲かかげられていた。

　そして旗を背にするようにして、金と緋ひに彩いろどられた玉座がある。

　セドリックはごく自然にそれに腰こしを下ろし、戸と惑まどうアストを玉座のすぐ隣に立たせた。

「……この数すうヶか月げつ、君が何をやっていたのか聞いたよ」

　セドリックは傍かたわらの机から数枚の書類を取り出して顔をしかめる。

　皇位継承戦争が終わり、戦場での傷が完治してすぐにアストはセドリックの騎き士し団だんを退たい役えきした。それからは街で土木作業や日ひ雇やといの仕事などをして暮らしていたのだが、たまたますれ違った役人がアストの顔を覚えていてセドリックに報告したらしく、ある日使者がやってきたのである。

「どうして君がそんな下々の仕事なんかしているんだ！　俸ほう給きゆうは渡していただろう！」

「療りよう養ようしたり寄付してたら、ほとんど残ってなかった」

「領地をやろうとも言ったじゃないか！　なんだったら爵しやく位いだって……」

「土地を寄よ越こされても、どうやって運営したらいいのかわからん」

「式典用に服や装飾品も誂あつらえたじゃないか、どうしてそんなボロを着てるんだっ」

「とりあえず、家を借りるのに質に入れた」

　その返答にセドリックは頭を抱かかえ、アストは肩をすくめた。

「とにかく、俺を呼んだってことは何か用があるんだろ」

「私は君が見つかったなら天てん帝てい猊げい下かを待たせてでも会いに行くよ。でもまあ、その通りだ。君でなくては頼めないことがあってね」

　セドリックは紙束を脇わきに置いてから、改めてアストに向き直った。

「君に行ってほしいところがあるんだ。イシュトヴァーンの〝学院〟に……」

「ちょっと待て」

　アストは慌ててセドリックの言葉を遮さえぎる。

「その学院ってのは、あの学院だろ……各国から魔術師が集まる」

「そうだよ」

「俺にそこに行けって言うのか。――お前にだけは話してあっただろう！」

　戦場で重傷を負ってからというもの、アストはまったく領域ドメインを展開できなくなった。魔術が領域ドメインを基盤とする力である以上、領域ドメインを失うのは魔術が使えなくなるのと同義だ。

　以前のアストほど領域ドメインの広い人間は滅めつ多たにいないが、領域ドメインそのものは誰でも持っている。まれに生まれつき領域ドメインを持たない者、アストのように途と中ちゆうで失う者もいるが、彼らはどこの国でも敬遠される存在だ。

　領域ドメインとは意志……魂たましいの輪郭が可視化したものと言われ、それを持たない者は、魂のない生ける死者リビングデツドであるという説すらある。あるいは他人の領域ドメインを奪うばって自らの空白を埋めずにはいられない盗ぬす人つとであると。

　後者の俗ぞく説せつから、彼らは侵しん奪だつ者という蔑べつ称しようで呼ばれることが多い。

　力を失ってセドリックのもとを離はなれ、魔術に関わらないよう暮らすのにもようやく慣れてきたところなのに、セドリックはいったい何を言い出すのか。

「お前は相変わらず人の都合を聞かないで無む茶ちや苦く茶ちや……」

「あの学院から最近、ちょっと嫌いやな気配がしていてね」

　曖あい昧まいな言葉は逆にアストにとっては馴染み深ぶかい。戦時は情報がないまま重要な決断を迫せまられることも多かったし、――アストはセドリックの直感の信しん頼らい性せいを誰よりも知っている。
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「そんなもん、お前の権力でどうとでも調べられるだろ」

「あの学院はどの国にも属ぞくさないのが前提の、魔術師の教育機関だ。国皇私が口出しすると逆に面倒なことになる」

「いったい、魔術師の学校を狙ねらって何をしようっていうんだ……」

「各地の高位の魔術師の大半はあの学院の出身者だ。何かやらかすなら、まあ狙いは悪くないかもね。――それになにより、あの学院は天てん帝ていの養成校だ」

　天帝とは大陸における最強の魔術師であり、その権けん威いは各国の王と比べても大きい。

　そして魔術師の活かつ躍やくする場所は戦場だけではなく、魔術なしに成り立たない事業も多い。魔術師の最高学府たる学院に異変があれば、確かに各国への影えい響きようは少なくないだろう。

「ただ学院はひどく閉へい鎖さ的てきな体質の場所で、外部からつついてもどうにも尻尾しつぽが掴めない。君に直接入り込んで調べてもらったほうが早そうでね」

　セドリックはもはやアストが引き受けると信じて疑っていないようだ。

「しかし俺はもう何もできないぞ？」

「君の強さは魔術だけじゃない。それに君自身が魔術を使わなくとも、魔術に対応することはできるだろう？　あの魔術師だらけの学院では、むしろ君の対魔ま術じゆつ師し戦の強さが役に立つと思ってるんだけどね」

「それは、……間違ってはいないだろうが」

　苦い顔で呻うめくアストに、

「それに妹がこの学院にいるんだ。私の妹のリトフィアは覚えているだろう？　私と母上に似てたいそう可愛かわいらしく育った娘こなんだが」

　アストは頷いた。セドリックには同母の妹が一人おり、幼い皇女が戦場に出てくることはなかったものの、顔を見たことはある。

「前に一度、皇女への刺客に出くわしたことがあるな」

「あの頃は妹を狙う奴らも多かったからね。まったく、やっと残党どもの片付けが終わったのに、学院で何か起きたらまた妹に危険が及およびかねない」

「つまり、俺にリトフィア皇女の護衛をしろって話なのか？」

　正確には危険に晒さらされているのは学院生であり、皇女に限った話ではないのだろうが、セドリックとしては似たようなものだろう。

「それなら余計に他の誰かにやらせるべきだろ……」

「妹は学院に入る前、よくこう言っていたそうでね。――君のような、民を助けられる強い魔術師になりたいと」

「……そいつはまた」

　褒ほめられること自体は悪いことではないが、今になって聞かされても複雑な気分だ。

「そういうわけだから、頼たのむよ、〝英えい雄ゆう〟殿どの」

「ちょっと待て、それは俺のせいじゃないからな」

「わかっているさ。可愛い妹が他の男の話をするなんて、君でなければ誰が許すものか」

　恨うらめしそうな笑え顔がおで自分を見つめる兄セドリツクの顔にアストは思わず後ずさった。

「ともかく秘ひ密みつ裏りに動くことができて、実力があって、なおかつ信しん頼らいして妹を預けられる……そんな人間は私には君しかいないんだ」

「しかしだな……」

「苦しむ人々を助けたい――というのが君の誇りだったじゃないか。領域ドメインを失ったからといって、学院の学生たちや私の妹を見捨てる君じゃないだろう？」

　それはかつてのアストの理念だった。

　だが自分にはもう何の力も残っていない。それでも事件が起こりそうだと、誰かが傷つくかもしれないと言われれば放り置くのは気分が悪い。

「……はあ」

　アストは嘆息した。今までさんざん反論はしてみたものの、結局のところ、アストがセドリックの言葉に逆らえたためしなどないのだ。今までも、たぶんこれからも。

「……了りよう解かい、した」

「さすが君だけが私の親友だ！」

　また抱きついてきたセドリックをアストはうんざりとした顔で押おしのける。

　ややあってセドリックはアストに二つの道具を渡してきた。ひとつは東方大陸由来の方位磁針のようなもの、もうひとつは手鏡だ。

　共通点はどちらも琥こ珀はくのような茶ちや褐かつ色しよくの石が埋うめ込まれていることか。

「魔ま道具？」

　領域ドメインなしに魔ま術じゆつは使えないが、古来の技術には魔術を道具に封ふうじ込めるものがある。虫や小動物を特とく殊しゆな石に封じ込め、それが宿した魔ま力りよくを引き出して動力源とするのだ。琥珀状の石がそれで、封ふう命めい晶しようと呼ばれている。

　封命晶の製造方法は現代では失われており、現存する魔道具は貴族たちが骨こつ董とう品ひんのように利用している。セドリックならいくつも保有していてもおかしくない。

「妹には方位磁針の片割れを渡してあるから、いつでも妹の方角を指し示すはずだ」

　手鏡はこちらも二つ組で、片方はセドリックが持っている。遠方との通信に使う道具で、離れた場所にいる片割れの持ち主の姿が鏡に映し出されるという優れ物ものだ。ただ双そう方ほうが同時に鏡を覗き込まなくてはいけないので定時連れん絡らくにしか使えない。

「学院は外部との連絡もかなり制限されていてね、こんな道具でもなければ、悲しいことに妹においそれと手紙も出せないんだ」

「……こりゃどうも」

　アストはごそごそと鏡と方位磁針を懐にしまい込みつつ、ふと尋ねる。

「そういえば、お前は妹を天帝にしたいのか？」

「誰だれが天帝であろうと我わが国くにに口出ししてこなければ構わないよ。妹が行きたいというから入学させたまでさ。妹や君が天帝になれればそれに越こしたことはないけどね」

「俺がなれるわけないだろ……」

　そしてセドリックは学院の地図や手続きの書類を出して具体的な説明を始めた。

「学院のことには私でもなかなか介かい入にゆうはできなくてね。君には下働きという形で入り込んでもらうことになるかな。ああ、もちろん素すじ性ようは隠かくした上で」

「皇女はどうする？」

「妹にもしばらくは黙っておく。君の存在はできるだけ伏ふせておきたいからね」

「まあそうなるか。……だが、もしバレたらどうしたらいいんだ？」

「そうだな、せっかくだから〝英雄〟の極ごく意いを伝授してやるとかどうだろう」

「そんなもん俺が知るか！　……じゃあ、学院側に気づかれたら」

　問われてセドリックは無責任に笑った。

「まあ頑がん張ばってくれ。危機を乗り切ってこその私の騎き士しだろう？」
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　そしてアストはセドリックの手配で学院内の食堂に入り込んだものの、わずか一週間後、当のリトフィアに見つかって現在に至る。

「顔を覚えられてるとは思わなかった……」

　アストがリトフィアを刺客から助けたのは三年前のことで、会ったのはその一度きりである。乱暴されかかったところを見つけたのは偶ぐう然ぜんに近かった。

「……さて、これから何を言われるやら」

　今アストは騒さわぎを聞きつけた教職員に連れられ、学院の学長室にいる。

　学長室の奥の壁かべには皇宮の謁見の間と同じように、学院が天てん帝てい直ちよつ轄かつであることを表す、天てん帝てい紋もん章しようの太陽と竜ドラゴンの描かれた旗が掲げられていた。

「お待たせいたしました」

　そこで扉とびらが開き、小こ柄がらな老人が汗あせを拭ふき拭き入ってきた。

　学長はアストを前にどのような礼を取ったものか迷ったようだった。アストは前歴こそ華はな々ばなしいが今はただの庶しよ民みんである。

　結局アストが「どうも」と投げやりに挨あい拶さつしたことで、両者はともに腰を下ろした。

「その、あなたほどの方がどうしてこのようなところに……」

「セドリック陛下の騎士でなくなった以上、働かないと食くい詰めるもので」

　アストが答えると校長はセドリックとまったく同じ渋しぶい顔をした。

「……その、ご存じでしょう。この学院は天帝猊下のご威い光こうのもと、どの国からも独立した場所です。優ゆう秀しゆうな魔術師を育成し、将来の天帝に相応ふさわしい者を見み出いだすための」

「よく知っています」

「あなたはバルテノムにおいて誰よりも優れた魔術師だったが、今は国から離れられていると仰おつしやる。歳もまだ若い。……ならば下働きなどではなく、学生としてこの学院にいていただきたいと思うのですが、いかがか」

「……え？」

　想定外の提案にアストは凍こおり付いた。

　それを不快と受け取ったのか学長は慌あわてて言い訳を続ける。

「ああいや、あなたにいまさら学ぶべきことがあるとは思いませんが、他の学生たちにもいい刺し激げきになるでしょうからな」

「ですが俺おれは平民の生まれですので」

「確かにこの学院には王族や貴族の縁えん者じやが多いですが、あなたはセドリック陛下の最大の功臣だった方。他の学生に何ら劣おとるものではありませんぞ」

　それに、と学長は意気込んで続けた。

「天帝とは最強の魔術師、この大陸の支配者です。神々より至高の冠かんむりを授さずかる条件は優れた魔術師であること――それ以外にはありません」







　領域ドメインとは魔力の源であり、己おのれの意のままになる領土のことである。

　この世界の人間は誰でも自分の周りに領域ドメインを広げることができる。そしてさながら王が領地や領民を支配するように、領域ドメインと成した土地から魔力を得、そこに魔ま法ほう陣じんを描えがくことで望み通りの事象を引き起こせるのだ。

　これが魔術である。

　魔術の威い力りよくは魔力量と魔法陣の大きさに比例する。また同じ土地を二人の魔術師が領域ドメインとすることはできない。ひとつの地に王魔術師は常に一人なのだ。

　つまり広大な領域ドメインを持つ者ほど魔術師としての才能があるということになる。

　領域ドメインの広さは生まれつき決まっている。大半の人間は領域ドメインと言っても身体がぼんやり輝かがやく程度。訓練を受ければ数十センテ、素質があれば数メルトルまで広げられる。

　魔術師であれば数十から数百メルトル。……そしてさらにその上がいる。

　伝承によれば千年前、大陸すべてを自分の領域ドメインにおさめた魔術師がいたという。

　当時大陸は戦乱のただ中にあったが、やがてすべての国王がこの最強の魔術師の前に跪ひざまずき、魔術師は天帝と呼ばれて事実上の大陸の支配者となった。

　だが天帝は自ら政治を行うのではなく、各国の王を束ね、あくまで人々の平和と平等を司つかさどる存在となることを望んだ。

　また天帝は神々の思おぼし召めしによって広大な領域ドメインを得たと語り、自分の死後もっとも優れた魔術師に受うけ継つがれるように計らった。

　こうして天帝は神話の神々を祀まつる聖堂と結びついて信しん仰こうの中心となり、また天帝に各地の国王が従う制度が確立、代々続いて現在まで至っている。
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　かつかつと苛いら立だたしげな足音が響く。

　今までは遠目に眺ながめるだけだった校舎の中を、アストは制服を着て大おお股またで歩いていた。

「なんでこうなったかな……」

　学長から話があった直後、アストはさっそく手鏡を用いてセドリックに相談したのだが、まず大笑いされた。しかも学院に外部からの干かん渉しようが難しいのは先に説明されたとおりで、しばらくは学生をやりつつ侵奪者であることを隠し通とおさなくてはならないという。

　あのアスト・パラダンが転入したという話はたちまち学内に広まってしまい、教室でも廊ろう下かでもじろじろ見られるのでたまったものではなかった。

「……あの、アスト様」

　そんなアストの後ろを、リトフィアがとことこと付いて歩いてくる。

　リトフィアはアストと同じ一年、所属教室も同じだった。学院では成績順に教室クラスが決まるので、転入生のアストが最下位の教室にまず編入されたのは当然としても、リトフィアもあまり成績は良くないらしい。

「なんでしょうか、殿でん下か」

　振ふり返かえって尋たずねるとリトフィアの目はなぜか潤うるんでいた。

　リトフィアの明るい金きん髪ぱつも碧眼もセドリックと同じだ。だが傲ごう岸がん不ふ遜そんな国皇に対してこちらは震ふるえる子犬といった風ふ情ぜいで、血の繋つながりというのは謎なぞだとしか言いようがない。

「何かわたしが不ふ愉ゆ快かいなことでも……」

「ああいえ、あなたのせいではありません」

　リトフィアがほっとした顔をするのに、よほど自分は不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたらしいとアストは自じ嘲ちようする。

「あの、よろしければお荷物をお持ちいたしましょうか？」

「問題な……」

　言いかけてアストは言葉を飲み込む。リトフィアの表情が一いつ瞬しゆんにしてしゅんとしぼんだのがわかったからだ。このまま黙っているとまた彼かの女じよが泣き出しそうだったので、

「では、お願いします」

「はい！」

　リトフィアは今度はぱっと顔を輝かせ、アストから荷物……さきほど支給されたばかりの分厚い教科書十数冊を受け取った。

「重いですよ？　無理せず……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですっ」

　案の定、アストが手を離したとたんにリトフィアの小さな身体は大きくよろけた。どうにか持ちこたえたようなので、リトフィアに荷物を任せてアストはふたたび歩き出す。

　彼女が付いてこられるよう歩調はかなり落としてある。後ろからは忙せわしない息づかいとともに、やけに嬉うれしそうな視線が感じられた。

「殿下、別に……」

「きゃうっ!?」

　アストが振り返ると同時にびたーん！　と派手な音がした。

　リトフィアが小さな段差に蹴けつ躓まずいて転んだのだ。アストが手を貸す前に彼女はばっと身体を起こしたが、その白いおでこは見事に赤くなっていた。

「平気ですか？」

「すみませんっ、ええと大丈夫ですっ……」

　アストが廊下に散らばった教科書を拾い集めている間、リトフィアは金色の頭をひたすら振って謝あやまっていた。そしてはっと我に返ってまた顔を青くする。

「あああ、わたし拾いもしなくてすみませんすみません」

　アストは苦にが笑わらいしてから立ち上がり、彼女が持てるよう教科書を半分だけ預けた。

「殿下。別に四六時中、俺の面倒を見てくださらなくても問題ありませんよ」

「ですが、あなたは私の恩人ですから。少しでもお役に立ち……」

　リトフィアは言いかけて顔を真っ赤にして俯うつむいた。

　学院に転入してからというもの、リトフィアはずっとこの調子だった。アストの側を離はなれようとせず、いつも後ろを付いて歩いてくる。

　彼女の自分を見つめる目は恩人相手というよりまるで恋こいする少女のようで、きらきらした目で見つめられると、なぜか自分まで動どう悸きがしてくるのだ。

「ではご好意に甘えて、時間もありますし、校舎を案内していただけませんか」

　しばし考え、アストは窓の外を指さした。とたんリトフィアはぱっと顔を明るくして、大きく何度も頷うなずく。

「それから俺のことはただのアストと。いちいち敬けい称しようでは落ち着かないので」

「わ、わかりました。アスト、アスト……と」

　リトフィアは何度か口の中でその名を繰くり返してから、はにかむように微ほほ笑えんだ。

「では、わたしとも兄様と同じようにお話ししてくださると、……その、嬉しいです」

　そしてリトフィアは今度はアストを先導して歩き始めた。

　学院は三方を森に囲まれており、校舎や研究棟とう、学がく生せい寮りよう、図書館や食堂といった施し設せつが立ち並んでいる。そのいずれも宮きゆう殿でんや大聖堂にも引けを取らない壮麗さで、今アストたちが歩いている校舎の廊下も磨き抜ぬかれた大理石だ。さきほど額をぶつけたリトフィアはさぞ痛かったことだろうが。
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　建物の外も石いし畳だたみで綺き麗れいに舗ほ装そうされており、そこかしこに季節ごとの花が咲さき乱みだれている。樹木を多く植えてちょっとした森を演出した庭もあるくらいだ。

「さすが天帝直轄の学校だな」

「そうですね……わたしも最初に来たときには驚おどろきました」

「あの塔とうは？」

「あそこは生徒会の方たちが使っている場所です。わたしのような普通の学生は出入りできません」

「じゃあ、あっちは」

「あちらは、……魔術の実技訓練に使う演習場です」

　学内に建物は数多いが、実のところ学院の広大な敷しき地ちのほとんどを占めているのは荒こう野やよろしく土が剥むき出だしの演習場だった。外周を監かん視し塔とうと石壁がぐるりと囲み、いくつかの区画ブロツクに分けられているのだが、どれも一辺が数百メルトルはありそうだ。

　学院の見取り図はあらかじめ渡されていたものの、使用人の身分では立ち入れない場所も多かったので、リトフィアに改めて案内してもらう価値はあったようだ。

　自分が送り込まれてきた理由は簡単にリトフィアにも説明してある。しかし道々彼女に話を聞いてみたところ、今のところ学内で不審な出来事は起こっていないらしい。〝嫌な気配〟はセドリックの先走りか、それとも学外で進行しているものなのか。

「……あの、アスト？」

　気づけばリトフィアがまた不安げな顔で覗き込んでいた。考え込むうちにまた険しい顔をしてしまっていたらしく、アストは慌ててごまかす。

「ありがとう。お陰かげで助かった」

　そう言うとリトフィアはまたはにかむように笑った。

　ちょうどそこで中央の塔から鐘かねの音が流れてくる。

「そろそろ教室に戻もどりましょうか。次は講義がありますし」

「ああ、リトフィア」

　さきほど言われたとおりにぞんざいに名を呼んでみたものの、妹を溺でき愛あいする兄の顔が浮うかんであまりぞっとしなかったアストである。

　だがリトフィアは数秒ほど動きを凍り付つかせて、顔を真っ赤にし……それから表情がふにゃっと緩ゆるんだ。まあ、どうやら不評ではなかったらしい。

　アストは踵を返して教室に向かい、リトフィアがどこか飛とび跳はねるような足取りでその後ろに続いた。







　大陸の魔術師はみな次代の天帝候補である。

　初代天帝の意向により、天帝は後継者を自ら指名することは許されていない。天帝が逝去した際は各国から集まった魔術師が技わざを競きそい合い、次代の天帝を選出することになる。

　より優れた候補者――魔術師を育成するためにこの学院はある。

　各国に魔術師の育成機関はあるが、天帝直轄の学院はその最さい高こう峰ほうだ。事実、歴代の天帝はほとんどこの学院の関係者である。

　また大陸で魔術師の社会的な地位は高い。天帝の代だい替がわりはそうあることではないので、天帝を目指すというより王族や貴族の子し弟ていが箔はくを付けるために入学してくることが多い。

　ただしあくまで入学条件は「魔術師としての才能があること」である。天帝の候補者を数多く集めるという方針から学生数は多く、家名だけで大きな顔ができるような生易しい場所でもない。

「では、これから演習を行う」

　演習場に集まった学生たちに中年の担当講師が告げた。

　アストはともかくリトフィアたちはまだ一年生なので、実技演習は基き礎そ的てきな内容だ。

「今日は魔ま弾だんの構築を中心にやってもらう。まずは大たい砲ほうの弾たまを構築せよ」

　講師による魔法陣の説明を学生たちは真しん剣けんに聞いている。講師は一瞬だけアストを見たが、きまり悪そうに視線を逸そらしてしまった。

　講師が演習場の隅すみで魔術を発動すると、横よこ幅はば三メルトルほどの鉄の壁が現れた。

　壁の中心にはダーツの的のように同心円が描かれている。

「魔弾を放ち、正確にこの的の中心に当ててみろ。……まずはクリスから」

　呼ばれた男子学生が壁の正面に出て自分の周囲に領域ドメインを展開した。学院生だけあってその手順にはよどみがない。四十メルトルほどの領域ドメインに紅あかい魔法陣が浮かび上あがり、

「――行けッ！」

　小さな火花とともに正面に拳こぶし大だいの鉄の弾が生まれ、壁に向けて疾った。

　男子学生から壁までの距きよ離りはおよそ百五十メルトル。魔力でできた弾は領域ドメインを突とつ破ぱし、壁に向けて一直線に進む。だが命中する寸前、粒つぶとなって宙に溶とけて消えた。

「届かなかったか……」

「初速ではなく、魔弾の強度の問題だな。構築がまだ甘あまい」

「……はい」

　淡たん々たんと講師に言われ、彼かれはしょんぼりと肩かたを落として学生たちの中に戻った。

　魔ま術じゆつ師しは魔法陣さえ描けば炎ほのおから大砲まで自由自在に操あやつれる。ただし領域ドメイン内では絶対君主でいられるが、領域ドメイン外に飛び出した魔術はたちまち劣れつ化かしていき、保ってせいぜい数秒といったところだ。そのため領域ドメイン外に使える魔術は射しや撃げきくらいしかない。

　その後にも何名かの学生が続く。壁に当てられる者と当てられない者は半々で、的の中心に命中させられたのはわずか数名だった。

「……懐なつかしいな」

　訓練を眺めるアストの心境は複雑だった。この練習はアスト自身も子供の頃ころにさんざんやらされたものだが、領域ドメインを失った今の自分はそれすら不可能なのだ。

　演習場の隅に寄った学生たちに混じってリトフィアも順番を待っている。

　その愛らしい顔は緊きん張ちように強こわばり、握にぎった拳こぶしが小さく震えていた。

「では次に、リトフィア」

「は、はいっ」

　彼女の名が呼ばれた瞬しゆん間かん、学生の数名が顔を見合わせた。不安げに、あるいはにやにやと何かを期待した顔でリトフィアの様子をうかがっている。

　リトフィアはぎくしゃくとした動きで壁の前に立ち、その身体が淡あわく光った。

　領域ドメインの色は魔術師によって異なる。かつてのアストは白だったがリトフィアが発しているのは温かみのある赤だ。

　リトフィアはそのまま領域ドメインを一気に周囲に展開する。

　とたん、演習場の全域が赤く輝いた。

「なっ!?」

　これにはアストも驚いた。居並ぶ学生たちまで彼女の領域ドメインは取り込んでしまっている。

「広いのはいいけどよ、これじゃ魔弾の訓練にならないだろ！」

　同級生の声は耳に入っていないらしく、そのままリトフィアは領域ドメインに魔法陣を描いた。いくつもの円や多角形を重ね、絵とも文字ともつかない紋もん様ようでそれを縁ふち取どる。

　だが魔術を発動する寸前、完成したはずの魔法陣がぐにゃりと歪ゆがんだ。

「待――」

「行きますっ！」

　狂くるった設計図をもとに発動した魔術は予想だにしない効果をもたらしてしまった。

　演習場に突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、さきほどリトフィアを嘲あざ笑わらっていた学生が吹き飛ばされて悲鳴を上げた。続けて小さな弾が頭上に無数に生成され、雨のようにばらばらと降り注ぐ。

「え？　……あ、わたし」

　リトフィア自身も魔術の失敗に気づいたようだ。だが集中を乱した隙すきに魔法陣がおかしな風に上書きされ、今度は地面からじわじわと水が染しみだし始めた。

　まだ炎のような危険な魔術は発生していないが、それも時間の問題だろう。

「落ち着いて魔術を消せ！」

　講師が叫さけんだがリトフィアは泣きそうな顔で首を振った。アストは舌打ちし、

「息を止めろ！」

　複雑な魔術の還かん元げんは無理でも単純きわまりない指示なら実行できる。大声にリトフィアは目を白黒させながらも反射的に吐と息いきを飲み込んだ。

　瞬間、赤い領域ドメインは五メルトルにまで収縮する。

「……な、なんで」

　学生たちが驚いたようにざわめく。

　領域ドメインとともに魔力量も減少し、演習場から突風や水が消きえ失うせた。それとともにリトフィアも冷静さを取とり戻し、改めて領域ドメインと魔術を消去する。

　ようやく元通りになった地面にリトフィアは呆ぼう然ぜんと座すわり込んだ。

「わたし……」

「怪け我がはないか？」

　駆かけ寄よったアストがぽんぽんとその肩を軽く叩たたく。

「息苦しくなると勝手に領域ドメインが縮まる。魔術が暴走してもそれで抑おさえられるから、覚えておくといい」

　リトフィアは大きな瞳ひとみを潤ませてアストを見上げてきた。

「ちょっ……？　待て、落ち着い」

「すみません、……すみません」

　俯いてしゃくり上げ始めたリトフィアをアストは慌ててなだめにかかった。敵ならともかく女の子をどうしたらいいのかもわからず、おっかなびっくり頭を撫なでたり背をさすってやったりしてみる。

　その甲か斐いあってか、しばらく経たってようやくリトフィアは落ち着き、二人はふたたび演習場の隅に腰を下ろした。

「わたし、いつもこうなんです。演習では失敗ばかりで……先生方には呆れられるし、教室の人たちにも、その、馬ば鹿かにされてばかりで」

「領域ドメインは展開できてたよな。それに魔法陣も描けてはいたし……」

「でもいざ発動しようとすると、あんな風に歪んだり暴走してばかりで」

　リトフィアの声がまた小さくしぼんでいく。

　さきほどの様子を見る限り、リトフィアに魔術の才能がないわけではなさそうだ。そもそもこの演習場に匹ひつ敵てきする領域ドメインを持つ魔術師などアストは数えるほどしか知らない。

「アストはどうやって魔術を覚えたんですか？」

「失敗するたびにぶん殴なぐられたからなあ、俺の場合」

　お姫ひめ様さまにはあまり真ま似ねできそうにない訓練法である。

　リトフィアはじっとアストの目を見つめ、

「アスト、わたしに魔術を教えていただけませんか」

　その台詞せりふはセドリックが冗じよう談だん交じりに言っていたことで、リトフィアに再会したら頼まれるのも予想してしかるべきだったかもしれない。だがアストは思わず言葉を失った。

「……俺じゃなくても、ここの学院にはいくらでも講師がいるだろう」

「それはそうですが、でもそれだけでは足りないんです。わたしは落ちこぼれですし、もうすぐ最初の試験があって……」

「……それは」

　その真しん摯しなまなざしを見ていられず、アストは視線を逸らす。

　無理だ。自分はもう君の憧あこがれる〝英雄〟の抜け殻でしかない――そう言ってやれれば話は終わるのだが、学生の立場となってしまった今では他人に話すのは危険すぎる。なにより心情的に言いづらい。特に彼女が相手では。

「……考えておくよ」

「ありがとうございます！」

　アストの内心の苦さには気づかず、リトフィアはぱっと顔を輝かせた。
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　学生生活は金がかかることを、アストは転入してから思い知らされた。

　学生寮は無料、制服や教科書も支給と学院生は何かと優ゆう遇ぐうされてはいるのだが、生活するためにはその他にも細々とした物品が必要になる。

　出入りの商人から買おうにも、学生の大半が上流階級の出身なせいか目の飛び出るような高値が付けられているのだ。

　しかし他の学生と違ちがってアストには金持ちの実家などない。セドリックに頼めば送金してもらえただろうが、無理難題を追加されるのが目に見えていたし、他の学生に混じってお上品な食事を摂とる気にもなれなかった。

「いやあ良かったよ、あんたがいなくならないでさ！」

　厨ちゆう房ぼうで風ふ呂ろ釜がま並みの鍋なべの中身を掻かき回まわしながら、メアリが身体を揺ゆすって笑った。

「あんた力あるし仕事早いし！　あんたがいなくなったら荷物運びが面めん倒どうったら」

　豪ごう快かいに笑いながらメアリはその手を休めることなく、鍋のシチューを盛りつけていく。

　食事どきの厨房は戦争だ。学生たちが優ゆう雅がに食事するその裏側で、厨房の料理人や下働きの人間たちは殺気だって駆けずり回ることになる。

　アストもそれを横目にひたすら皿を洗っていた。先刻まで講義だったので上着だけ脱ぬいで腕うでまくりした格好である。

「あんた、何だっけ、バルテノムでは偉えらい人だったんだって？　そういやバルテノムの王様はまだ若いって話だけど、いい男なのかい？」

「……まあ、見てくれは悪くありません」

　アストが苦笑いしたところで、どしゃっとまた皿が山ほどタライに投げ込まれた。

「ほら、手がお留守になってるよ！　このままだとあんたは昼飯抜きだからね！」

　転入が決まった後にアストは学長に交こう渉しようし、食堂の下働きも続ける許可を得たのだった。むろん講義中は無理だが、厨房に顔を出して手伝いをすれば賄まかない料理を分けてもらえて給金もいくらか出るという寸法である。

「あんた、ちょっとあれを運ぶの手伝ってやってくれるかい？」

　言われてアストは皿洗いを中断し、食堂の入り口で右往左往している、お仕着せ姿の給きゆう仕じ係の少女のもとに駆け寄った。

　どうやら食器が載のった手押し車ワゴンが重すぎて動かないらしい。

「あの、ありがとうございます……」

「別に問題はない」

　俯きがちに礼を言う少女に肩をすくめ、アストは厨房から食堂への扉を押し開あけた。

　瀟しよう洒しやな校舎とは違い、食堂はごく家庭的な装いの空間だった。調度品は少なく天てん井じようは高めで、余よ裕ゆうをもって並べられたテーブルに清潔な白いクロスが掛かけられている。

　千人以上の学生が利用する食堂であるから、見み渡わたすほどの広さがありテーブル数もかなり多い。昼食時の今はそのほとんどが埋まっている。

「よっと」

　食堂じゅうから自分に突つき刺ささる視線には気づかなかったことにして、アストは手早く手押し車を固定した。そして厨房に戻ろうとしてふと背後を振り返る。

　リトフィアも食堂にいた。学生はたいてい仲の良い相手と連れだって来るものだが、彼女は一人きりのようだ。

　リトフィアはちまちまとフォークでキノコと一部の野菜を取り除き、残りを口に運んでいた。ただし彼女はたいへん不器用なので作業は遅ち々ちとして進んでいない。このままでは食べ終わる前に次の講義が始まってしまうのではないだろうか。

「……何をやってるんだ、あれは」

　呆あきれて呟つぶやいたところで、アストは後ろから背を叩かれた。

「よう、〝英雄〟」

　振り返るとすぐ側に知った顔があった。同じ教室の男子生徒なので顔と名前は把は握あくしているが、言葉を交かわしたことはほとんどない。

「今日も勉強よりも皿洗いに精が出てるみたいだな？」

　先日リトフィアを脅きよう迫はくした連中もそうだが、いかに身分が高かろうとこれだけの学生がいれば中にはこんな柄がらの悪い輩やからもいるようだ。

　にやにやとした笑えみにアストはあからさまにため息をつき、今度こそ踵きびすを返した。

「っておい、てんで無視かよ！」

　こういう手合いは転入してから何度も出くわしたが、関かかわらないに限る。軍にいた頃と違って殴り合あいにでもなると後が面倒だ。

　だがぐいっと強ごう引いんに肩を掴つかまれ、アストは渋しぶ々しぶ足を止めた。

「……何か用か？」

「あんた、本当にあのセドリック陛下の魔術師なのか？」

　その一言で食堂がいっせいにざわめいたのがわかった。

「転入してきてから一度も魔術を使ってないよな。確かに魔術には詳くわしいみたいだが、演習はいつものらくら言い訳して逃にげてるし。一度やって見せてくれよ、〝英雄〟様なら簡単なことだろ」

　アストは内心歯は噛がみした。

　人目がない場所であれば適当に逃げられたが、大勢がいる食堂では身動きが取れない。相手もそれを狙ねらってここで絡からんできたのだろうが。

「学内でみだりに魔術を使うな、という規則があるはずだが」

「被ひ害がいが出なけりゃいいんだよ。たとえば芋いもの皮を剥く魔術とかな！」

　あからさまな嫌いや味みに何人かの学生がくすくす笑ったのが聞こえた。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「だったら証明してみろよ、お前が確かにあのバルテノムの騎士だって！」

　アストは考えを巡めぐらせる。セドリックから借りている魔道具にはバルテノメア家の紋もん章しようが入っていたから、それを見せればいいか。ただあまり手の内を晒したくはない。

「この方は確かに我が国の騎士だと、わたしと兄が証明します。それでは足りませんか」

　そこに横から割り込んだ声があった。

　いつの間にかリトフィアが二人の側にいて、以前と同じように怯おびえを隠しきれないまま男子学生を睨にらんでいた。

　たぶん、それが今の彼女の精せい一いつ杯ぱいの勇気なのだろう。小さな少女が柄の悪い男を睨んで引き下がらないだけでも褒めてやっていいくらいだ。

　バルテノム国皇の妹にそう言われては男子生徒は反論できない。だが先に吹っ掛けた手前、おめおめと退散するわけにはいかなかったか、さらに身を乗り出して怒ど鳴なってきた。

「気に食わないんだよ、入ってきたとたん英雄だか何だか知らないがさんざん持もて囃はやされて、そのくせ何もやらないじゃないか！」

　それはアストの本意ではないが心情としては理解できる。

　だがアストが次の言葉を探している間に横のリトフィアが言い返した。

「そもそも、どうしてアストにそこまでして魔術を使わせたがるのです」

「そりゃ一いつ騎き当とう千せんの魔術師が目の前にいたら気になるだろうよ」

「そしてあわよくばアストに勝って、自分の名を上げようとでも？」

　図星だったのだろう、男子学生の顔がたちまち真っ赤に染まった。

　リトフィアと男子学生の狭はざ間までアストは頭を抱かかえた。リトフィアが助け船を出してくれたのはありがたかったが、ここでこれ以上言い争っても意味はない。

「……助けてくれて感謝する、でも言い過ぎだ」

　リトフィアの肩を軽く叩いたが二人とも睨み合ったまま動こうとしない。

「たかが騎き士し崩くずれの威いを借りやがって偉そうに！　自分じゃろくに魔術も使えない落ちこぼれのくせに、皇妹がそれじゃバルテノムの民たみも泣くだろうよ！」

　罵ば倒とうに今度はリトフィアが表情を凍り付かせる番だった。

　口論に耳をそばだてていた他の学生たちも顔を見合わせて黙だまり込み、あるいはひそひそと囁ささやき、賑にぎやかな食事の席にたちまち嫌いやな沈ちん黙もくが降りてくる。

　――ぱん！　と手を叩く音がした。

　その音で学生たちはいっせいに我に返り、ほっと息をついた。アストたちが音のした食堂の入り口を振り向むくと、新たに二人連れの学生が入ってくる。

「……誰だ？」

　二人とも見覚えのない顔だった。うち一人は鮮あざやかな金髪に鍛きたえられた体たい躯く、しかし顔立ちは甘い。見る者の目を引きつけずにはいられない圧あつ倒とう的てきな存在感の持ち主だった。

　それとよく似た気配をまとう人間をアストは一人知っている。セドリックだ。

　後ろの赤茶色の髪かみの学生は護衛兵のように大おお柄がらで、しかし彼も控ひかえめな物もの腰ごしながら切れ者らしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　二人の印象は王と参さん謀ぼう――もしくは光と影かげといったところか。

　他の学生にごく自然に道を譲ゆずらせて、二人はアストたちのもとに歩み寄ってきた。

「あ、アルヴィン……さん」

　男子学生が二人の顔を見て呻うめく。

「これ以上は見苦しいだけですよ。そこの転入生が気になるのはわかりますが、学内での私し闘とうは禁止です。しかるべき機会に挑ちよう戦せんを申し込むことですね」

　金髪の学生、アルヴィンの朗々たる物言いに男子学生は項うな垂だれて頷くしかなかった。よほど彼は学内で力があるようだとアストはひそかに感心する。

　だがリトフィアはアルヴィンを見て思い切り顔を強ばらせていた。

「やあ、久しぶりですね、我が姫ひめ」

　もう用済みだとばかりに男子学生を押おしのけ、アルヴィンは片手だけ挙げて爽さわやかに挨拶してきた。だがリトフィアは返事すらせず、無言でアストの制服の裾すそを掴む。

　アルヴィンはそんなリトフィアの態度に気を悪くしたそぶりも見せず、肩をすくめてから今度はアストに向き直った。

「君と顔を合わせるのは初めてですね、アスト・パラダン君。僕ぼくは四年生のアルヴィン・アーチボルト。この学院の生徒会の代表を務めています」

　生徒会長と言うからには人望も魔ま術じゆつの力量も相当なものなのだろう。学生たちがいっせいに遠えん慮りよした理由がよくわかった。

「こっちはジェレミア、僕の生徒会での右みぎ腕うでです」

　赤毛の学生、ジェレミアは無言で小さくアストに会え釈しやくしただけだった。

「アーチボルト……というと」

　アストはその名に聞き覚えがあった。大陸の強国のひとつ、イングラム王国の王家の家名だったはずだ。皇位継けい承しよう戦争の際、イングラムは初期からセドリックに味方していた数少ない国のひとつだった。

「我わが家やとバルテノメア家は親しん戚せき筋すじでもありますから。……でも君には、僕はそこのリトフィアの婚こん約やく者しやだと覚えておいてほしいですね」

「その話はもう無効なはずです！」

　リトフィアがふたたび大声を上げたのでアストは驚く。とはいえ彼女はアストの制服を握ったままで、その姿は子こ猫ねこが全身の毛を逆立てているようにしか見えない。

「正式に破は棄きされたとも聞いていませんよ。それに改めてセドリック陛下にお願い申し上げることは僕にだってできるでしょう？」

「それは、そうですがっ」

「……君はよほど彼女に頼たよりにされているようですね」

　アストの後ろに隠かくれてしまったリトフィアを眺め、アルヴィンが苦笑した。

「僕は君たちの諍いさかいを収めたんですし、少しくらい優やさしい言葉をかけてくれてもいいと思うんですがね、お姫様」

　アルヴィンはさきほどの言い争いを聞いていたらしい。それに思うところはあったが、アストは嘆たん息そくして背後のリトフィアの肩を小さく叩いた。

「挨拶くらいしておいたほうがいいんじゃないか？　世話になったんだし」

　そう諭さとされてようやくリトフィアはアルヴィンの前に立った。

　皇こう宮きゆう仕込みの礼れい儀ぎ作法、しかし発条ぜんまい仕じ掛かけの人形のようにぎくしゃくとした動きでリトフィアはスカートの裾を摘つまんで頭を下げようとした。

　しかしアストはなんとなく嫌な予感がした。前に似たようなことがあった気がする。

「助けていただき、ありが……きゃうっ!?」

　予想通り、リトフィアは勢い余ってすっ転んだ。彼女がべちゃっと額から床ゆかにぶつかる寸前、アストが襟えり首くびを掴んでぶら下げる。アルヴィンもとっさに反応はしたがこればかりは経験の差だ。
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「大丈夫か？」

「……ううう」

「まあ、礼は言ってもらったと思っておきますよ」

　アルヴィンも苦笑いだった。リトフィアの鈍どんくささは知っているものの、どれだけアルヴィンに頭を下げたくなかったのかと思わず邪じや推すいしてしまうアストである。

「ところでアスト君、君はこの食堂で働いてもいるんですよね？」

「……ああ」

「私はここに昼食に来たので、そろそろ運んできてもらえないでしょうか」

　そしてアルヴィンはどかっと近くの椅い子すに腰こしを下ろしてしまった。

　その人を食った態度にさすがにアストも唖あ然ぜんとした。リトフィアなどはもう顔を真っ赤にして拳をぷるぷると震わせている。

　結局、この場を収めたのは無言で後ろに控えていたジェレミアだった。ずっとアストたちの会話に注目していた他の学生を取りなし、アストとリトフィアに退くように言い、ついでに壁かべ際ぎわで様子を窺うかがっていた給仕係の少女にも食事を持ってくるよう声をかけている。

　アルヴィンとはまた違うそつのない仕事ぶりだったが、参さん謀ぼう役やくもなかなか気苦労が多いらしいとアストは思わず同情した。

「……疲つかれた」

　アストはため息をつく。最後はよくわからない展開になってしまったが、アルヴィンは昼食に舌した鼓つづみを打ち始めたし、どうやら事態は一段落したらしい。

　大きく息を吐はいてから、リトフィアに教室に行くよう促うながしアストも厨房に戻る。これでは皿洗いと同時進行でメアリの説教を聞く羽目になりそうだ。
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　演習場はあらかじめ申しん請せいすれば、時間外に学生が自由に使うことができる。

　夜よる遅おそくまでかかって食堂の雑用を終え、敷しき地ち内ないの石畳を歩いていたアストは、演習場の方角に光がちらついているのを見つけて足を止めた。

　熱心な学生は放課後も訓練しているものだが、こんな遅おそくまでやっているのは珍めずらしい。

　それに赤い領域ドメインの光には見覚えがあった。

「リトフィア？」

　アストは演習場に行き声をかけてみたが、彼女の耳には入っていないようだ。

　リトフィアは他に誰だれもいない演習場で、数メルトルほど領域ドメインを広げて目を閉じていた。アストが眺めるその前で領域ドメインに魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、魔術が発動する。

　あまり実用性はない、光球を生み出すだけの基礎的な魔術だ。リトフィアの手の中に現れた白い輝かがやく球は、ふよふよと頼りなさげな動きで頭上まで舞まい上がった。

「……できた」

　それを見上げてリトフィアは小さく破顔する。

　その後も彼女はいくつか小さな魔術を実行していった。先日の講義で習ったばかりの魔弾もあったが、今は当てるべき的がないので森に吸い込まれて消えていく。

　特定の魔術の訓練というより、いわば剣けん術じゆつにおける素す振ぶりのようなものだろう。まず魔術を〝使う〟感覚を身体に覚えさせているという印象だ。

「……今は調子が良いみたいだな」

　今のところリトフィアは魔術を失敗していない。遠くに見える彼女の仕草も講義中より楽しそうだ。

「今日ならこれもできるかしら」

　独り言とともに領域ドメインが一気に広がった。演習場のほぼ全域を赤い光が覆おおい尽つくし、その全面に魔法陣が浮かび上がる。

「あれはちょっと無理じゃないか……」

　さきほどまでの初級魔術とは難易度の違う、〝雷かみなり〟の中級魔術だ。

　案の定、雷の矢を放とうとした瞬間、魔法陣が歪んで領域ドメインじゅうに火花が散った。

「きゃうっ……」

「馬鹿っ、今すぐ領域ドメインを……」

　アストは慌あわてて飛び出しリトフィアのもとに駆け寄る。

　だがアストが介かい入にゆうする寸前、リトフィアは以前彼が教えたとおりに息を止めた。魔まり力よくを絶たれた雷は名な残ごり惜おしげにしばらく光っていたが、やがて夜や闇あんに溶けて消える。

「大丈夫か？」

「……アスト!?」

　そこでようやくリトフィアはアストの存在に気づいたらしく、大きな目を丸くした。

「み、見てたんですか!?」

「いちおう声はかけたぞ。集中してるみたいだったから、邪じや魔ましちゃ悪いと思ってしばらく向こうで眺ながめてたが」

　リトフィアは月明かりでもわかるほど顔を赤くして、もじもじと数歩後ずさる。

「そんな、恥はずかしいから他の人に見られないように遅くに練習していたのに……」

「恥ずかしいのか？」

「だって、わたしいつもいつも失敗して、今だって最後は暴走させるところで」

「まあ、最後のあれはちょっと無む茶ちやだったな」

　きっぱりはっきり言われて涙なみだ目になるリトフィアの頭を、アストはぽんと叩いた。

「だが、別に練習するのは恥ずかしがることじゃないだろ。――俺おれだって昔はさんざん失敗して殴られて、よくこんな風に夜に特訓してたよ」

　その言葉に、リトフィアはようやくふにゃっと安心したように笑った。

「しかしまあ、毎日こんな時間にやってるのか？」

「ええ。――その、もっと強くなりたいですから」

　アストはどこか泣き笑いのような顔をしたのに、リトフィアは気づいていないようだ。

　強くなりたいと素す直なおに言える彼かの女じよの姿はアストにとっては懐かしく、それ以上に羨うらやましかった。自分にはもうそんな未来がない。

「講義の予習が優先なので、毎日ではないですけど……」

　リトフィアが言いかけたところで、くるるるる、と小さな音がした。

　アストは一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめてから、目の前のリトフィアを見下ろす。

　彼女は華きや奢しやな身体をますます縮こまらせ、頬ほおから耳じ朶だまで真っ赤に染めていた。

「――俺はこれから夕飯作るつもりなんだが、一いつ緒しよに食べるか？」

　苦にが笑わらいしながらアストが言うと、リトフィアは上うわ目め遣づかいにアストを見つめて頷いた。







「厨房の中はこのようになっているのですね……」

　アストに厨房に招き入れられ、リトフィアは感心したようにしきりに周囲を見回した。

「皇宮の調理場に入ったことはなかったか？」

「はい……」

「まあ、セドリックが階下への出入りを許すわけがないか」

　アストは厨房に出入りできる特権を利用し、たいてい夕食時の雑用が終わってから余った食材を分けてもらって自分で作って食べている。今日はメアリたちは早々に引き上げたので、こっそりリトフィアを連れ込んでも見み咎とがめられることはない。

　食堂の利用時間は決まっているのだが、リトフィアはその時間にひとり特訓しているものだから、今までも夕飯を食べ損そこねることが多かったそうだ。

「……さて」

　二人だけの食事なので大型の窯オーブンは使わず、小型のストーブに火種を放ほうり込む。

「今日の残りは……と、お、チーズがある」

「料理を作れるのですか？」

　アストが食材を手に取っているのを見てリトフィアはなおも目を丸くした。

「それは何ですか？」

「ニンジン。今日のシチューにも入ってただろ」

「えっ」

　リトフィアはとたんに引きつった顔をした。どうやらお姫様育ちの彼女は今まで細かく刻まれた野菜しか見たことがなかったらしい。

「……わたし、ニンジン苦手です……」

「そうかそうか。ならたっぷり食べてくれ」

「そんな、ひどいです！　……そちらはキノコですか」

「こっちは知ってたんだな。キノコも無理なのか」

「子供の頃、ねばねばしたものが寄り集まってできたのがキノコだと教えられてから駄だ目めになって……ねばねば……う」

　何を思いだしたのか、リトフィアはくらくらしたように小さな頭を左右に振ふった。

「好すき嫌きらいしてたら身体が小さいままだぞ」

「そ、そこまで小さくは…っ」

　なぜかリトフィアは顔を真っ赤にして両手で身体を抱だく。

　アストはなおも容よう赦しやなく材料を籠かごに放り込み、リトフィアはがくりと肩を落とした。

　アストがとんとんと手て際ぎわよく食材を切っていくのを、リトフィアは新しい魔術でも見るかのような顔で見つめている。

「面おも白しろいか？」

「え、ええ。アストは何でもできるのですね」

「下したっ端ぱの頃にさんざんやらされたからな。それに昔、妹によく作ってやったから」

「……妹さんがいるのですか」

「ああ。腹が減ったって泣くたび俺の皿から少し分けてやったり」

　話をしながらもアストは作業する手を止めない。

　材料をひととおり切り終わったところでちょうどストーブの中も火が回ってきたので、その上に鉄てつ鍋なべをどんと乗せる。脂あぶらを入れて肉と野菜をまとめて炒いため、塩と水と潰つぶしたトマトを加えて煮に込んで、火が通ったところで卵とチーズを足してもう少し。

　続いてアストが手にしたのは時間が経ってかちかちになってしまったパンだ。食べられなくはないがあまり美う味まいものではない。

「あの、それ……」

「このままだと食べづらいからな。そこで庶しよ民みんの知ち恵えだ」

　そしてアストは二枚の皿にパンを千切って敷しき、上からできあがったスープを注いだ。

「これで完成、と」

「料理というのは、もっと時間のかかるものだと思っていました」

「そりゃまあ、晩ばん餐さん会かいで食べるようなやつはな」

　渡わたされた皿をリトフィアは戸と惑まどったように見つめる。

　赤いスープの中央に卵とチーズの黄色が散らばった、手の掛からないわりに色いろ鮮あざやかな一皿だ。ほかほかと湯気が立ち上り、トマトの匂においが食欲を刺し激げきする。

　付け合わせには蒸ふかした芋にやはりチーズを載せたもの、そして水。

　二人で並んでそこらの木箱の上に腰こし掛かける。アストがさっさと食べ始めたのを見てか、リトフィアも小さく食前の祈いのりを唱えてからおそるおそるスプーンを口に運んだ。

「……軟やわらかい」

「だろ？」

　一口食べてリトフィアは不思議そうな顔をした。

　堅かったはずのパンは水分を吸ってふわふわの舌した触ざわりになっており、噛かむとじゅわっとスープが染みだしてくる。爽やかな酸味を卵とチーズが和やわらげ、肉と野菜の旨うま味みが口の中に広がった。

　最初はおっかなびっくりだったリトフィアだが、すぐに夢中で食べ始める。

「……美お味いしいです」

「そりゃ良かった。二人分作った甲斐があったな」

「なんだか優しい味です……」

　芋をフォークの先で割りながらリトフィアは呟き、ふと傍かたわらのアストを見上げて、

「アストは食べているときは楽しそうですね」

「そりゃまあ、食べないと死ぬからな」

　食べられないのは不幸だ――という意識がアストはわりと強い。元々口減らしに捨てられた子供だったし、戦場で兵ひよう糧ろうが尽きたときの悲ひ惨さんさも身に染みて知っている。生活費が云うん々ぬんという以前に、食堂に居い座すわっているのもそのせいだと言えなくもない。

「……わたしはあまり、食事が好きではないです」

「でもちゃんと食べてるじゃないか、その中のニンジンとキノコ」

「あ」

　リトフィアは言われてようやく気づいたとばかりに目を丸くした。

「嫌きらいなことを忘れてました。……アストは料理人としても一流なんですね」

　話しながらもぐもぐとパンを頬ほお張ばるリトフィアは、姫ひめ君ぎみというよりもはや栗り鼠すのようだ。

「いや、貧びん乏ぼう人にんの料理だぞこれ。……少なくとも、皇宮でセドリックと食べていたやつとは比べ物にならないだろ」

　そこでリトフィアはぴたりと手を止め、皿に目を落として俯うつむいてしまった。

「……兄様はお忙いそがしくて、わたしとはあまり」

　アストはセドリックの妹への溺でき愛あいぶりを知っているが、戦争中は食しよく卓たくをともにするのは無理だったし、即そく位い後もおそらく自由な時間などほとんどなかったのだろう。

「あのアルヴィンは？　君のことが気に入ってるみたいだが」

「アルヴィンはどうせ、わたしが兄様……国皇の妹だから確保しておきたいだけです」

　ぽつぽつとリトフィアが呟くうち、その愛らしい容よう貌ぼうにふと暗いものが混じった。

「兄様にとっては、わたしなんて役立たずでしかないでしょうから……戦時中はお荷物になってばかりで、魔術師としてお役に立とうにもこんな落ちこぼれで」

　どうも兄妹きようだいの間の溝は深いようだ。

「……もしかして、いつも特訓してるのはそのせいか？」

「もちろん兄様のお役にも立ちたいですが……でも、それだけではないです」

　リトフィアはアストの顔を見上げた。

「あの戦争で、天てん帝てい猊げい下かがバルテノムを助けてくれたら良かったのにと思ったんです。戦争が始まる前に兄様も反対派も止めてくれていたら、もっと穏おん便びんな、たくさんの人が傷つかないやり方があったのではないかと」

「……かもな」

　天てん帝ていはこの大陸の最高支配者だ。ただ皇位継承戦争の際は魔術、勅ちよく令れいともに天帝の介入はまったくなく、そのために諸国を巻き込んだ内乱が長引いたとも言える。

「それに、わたしは昔、あなたに助けられたときの……そのときに見た背中をよく覚えています。ですから、今度はわたしが誰かを助けられる人間になりたいんです。誰かを守って敵に立ち向かえるくらいに強く」

　そしてこの大陸でもっとも強い人間とは、最強の魔ま術じゆつ師し、天帝である。

　その玉座に少しでも近づくべく、彼女はこの学院にやってきて努力していたのだろう。

「――やめてくれ」

　だがリトフィアの言葉を強引に遮さえぎり、アストはがりがりと頭を掻いた。これ以上聞きたくない。こんなことならセドリックに呼ばれたときに引き受けるのではなかった。

「少なくとも、セドリックと違うことをやるのに俺の真似をするのはやめておいたほうがいい。セドリックの命令で戦ってたのが俺なんだから」

　言われてリトフィアは「あ」と呟いて目を丸くした。

「それに俺は崇すう高こうな理念があったわけじゃなくて、ただ壊こわし潰しが得意だっただけだ。君を助けたときだって君のことは気にもしていなかったんだ。天帝になって平和のために働きたいなら、別の誰かを目標にすべきだ」

　リトフィアが泣きそうな顔をしたがアストは構わず続けた。それが彼女のためだと思ったし、なによりこれ以上リトフィアの期待に満ちた顔を見ていられない。

　彼女と同じようなことを昔の自分も思っていた。自分の魔術があれば何でもできる、セドリックと一緒に国に平和をもたらすことができると。だが。

「……それから、力とか強さだけにこだわらないほうがいい。それがなくなったときに何もできなくなる」

　その呟きをリトフィアはどう受け取っただろうか。

　しかし間ま違ちがってはいないと思う。かつては大陸じゅうにその名を轟とどろかせた魔術師が、今や少女一人の前で必死に言いい逃のがれをしているのだから。

　不意に、リトフィアは白い手をアストの頬に伸のばしてきた。

「……？」

「アストはただ強いだけの人ではありません。強くたって誰かに手を差さし伸べるのではなく、傷つけることしかできない人間はたくさんいます」

「かもな」

　アストからすれば自分はまさしくその部類だと思うのだが、

「だって、アストはこんなに美味しい料理を作れるではないですか」

「へ？」

　唐突な言葉にアストは思わず目を瞬まばたかせた。

「まあ、確かに皮かわ剥むきの速度はちょっと自じ慢まんだが」

「でしょう？　ですからアストは壊し潰し以外にも色々できます」

　そしてリトフィアはなぜか自慢げに胸を張って笑った。

　アストも思わず吹ふき出だす。別にたいした料理でもないのだが、ここまで気に入ってもらえるとは思わなかった。

「……は、ははっ」

　いきなり笑い出したアストにリトフィアは驚おどろいて目を丸くする。

　――まあ、いいか。なぜか不意にそう思えた。

「君には魔術を教えてくれって頼たのまれてたよな。……俺にできる範はん囲いなら、そうするよ」

「本当ですか！　ありがとうございます、アスト」

　魔術を……自分が失った力を見せつけられるのも、それを黙っているのも辛い。だが彼女なら――まっすぐに努力する、魔術以外の自分をも認めてくれるこの少女なら、構わないという気がした。

「ところでこの前言ってた〝最初の試験〟ってのは何のことだ？　時間がないとか」

　演習でリトフィアが話していたことだが、彼女はなぜか口ごもりつつ説明してくれた。

「もうすぐこの学院で、闘とう技ぎ大会があるんです」

　天帝が死去すると新たな天帝が選ばれるが、その審しん査さ項こう目もくは各国の推挙、そして魔術の技わざ――純然たる強さである。その予行演習としてか、学院では毎年学生たちによる魔術試合が行われるのだそうだ。

　学年も年ねん齢れいも関係なく勝ち上がり形式トーナメントで〝学院最強〟を決めるこの大会は学院最大の祭りであり、たいそう盛り上がるという。

「ただ学生数が多いので全員は参加できません。まず実技と筆記試験で第一次選せん抜ばつがあって、試合に出られるのは四分の一くらいです」

「それはなかなか狭せまき門だな」

　学院の学生はみな優ゆう秀しゆうな魔術師である。優勝はできなくとも、闘技大会に出たという経歴だけで卒業後の就職には困らないのではないだろうか。

「で、君もそれに出たいのか」

　尋たずねるとリトフィアは顔を真っ赤にして頷うなずいた。彼女には領域ドメインの広さという天てん賦ぷの才こそあるが、普ふ段だんの成績の悪さを考えれば無茶だとしか言いようがない。

「じゃあ、明日からもっと特訓だな。覚かく悟ごしておくといい」

「はい！」

　リトフィアは満面の笑みを浮うかべて立ち上がろうとしたが、彼女は膝ひざの上に皿を乗せたままなのをすっかり忘れていた。

　がちゃん！　と派手な音を立てて皿が吹っ飛とんだ。彼女に手出しさせると余計に被害が広がりそうだったので、アストはひたすら謝あやまる彼女をなだめながら手早く始末する。

「ううう、すみません、すみません」

「教える前に、片付け用の魔術をちょっと研究するべきかな……」

　アストは思わずぼやいた。もっともその魔術はリトフィアが発動するしかないので、結局やることは変わらないだろうが。







第二章　復讐の騎士姫







　忘れられない名前があった。

　自分と母国に屈くつ辱じよくを与あたえ、輝かしい未来を奪うばった男の名だ。

　母国はバルテノムと国境を接しており、昔からこの大国の動乱に巻き込まれてきた。五年前の皇位継承戦争にも参加せざるを得ず、大公である我が父は皇太子殿でん下かの要よう請せいに従って出兵した。

　その頃ころ自分はまだ幼かったので、軍装で旅立つ父や親族を黙って見送るしかなかった。父たちが負けるわけないと信じながら。

　実際、屈くつ強きようで知られた我が軍は健けん闘とうしたそうで、当初は勝ち続きだったらしい。だが戦争はずるずると長引き、一年経たった頃から明らかに敵方に圧され始めた。

　驚くべきことにそれをやってのけたのはまだ少年の魔術師だったという。

　皇太子殿下は次し第だいに劣れつ勢せいに追い込まれ、配下の貴族も次々と戦死あるいは降こう伏ふくしていき、最後まで残ったのは父の軍だった。

　そして最後のあの戦いだ。

　辺境の城に逃げ込んだ皇太子殿下を守り、父と兵たちは大軍に取り囲まれながら籠ろう城じようしたという。父は最後まで皇太子殿下を見捨てることなく、結局件くだんの魔術師がたちまち城門を破壊し敵軍が侵しん入にゆう、皇太子殿下を捕とらえて皇位継承戦争は終結した。

　一連の戦いで母国が被こうむった被害は大きかった。せめてもの幸いは父が戦死せず処しよ刑けいもされず帰ってきたことか。

「その魔術師とはどのような人物だったのですか？」

　あるとき自分は父に尋ねた。

「領域ドメインが馬ば鹿かみたいに広い。それなのに剣けんも強いときた。でかい魔ま剣けんを振り回まわして暴れられては手に負えんかったわ」

「――では、その魔術師の名は」

「アスト・パラダンといったかな。どうも平民の出身らしくての」

　自分はその名を深く記き憶おくに刻み込んだ。

　だがこの男は戦後すぐにバルテノムの宮きゆう廷ていからも姿を消してしまった。そのせいで名だけが精強の代名詞として人々の口に上るようになり、腹立たしいことこの上ない。

　そういえば父のこの言葉も印象に残っている。

「強かったなあ、あれは……」

　しみじみとした口調に自分は呆れた。敵に感心してどうするのだ。

　もっとも自分――エルゼ・フォン・ストルディンとて、父にそう言わしめた男に興味がないわけではないけれど。




＊＊＊＊




　学院には校舎から少し離はなれたところに変わった形の建物がある。

　外観は古代の闘技場コロツセオに近い円柱形だ。ただし外がい壁へきは陽光すら弾はじき返かえす明るい灰色、窓はひどく少なく、入り口はともすれば見み逃のがしてしまいそうに小さい。

　一見して牢ろう獄ごくのような建物だが、その正体は図書館である。窓が少ないのはただ単に紙を日焼けさせないためだ。

　学院には学生や講師のほかに研究者も多く、魔ま術じゆつ絡がらみの文ぶん献けんが大陸じゅうからこの図書館に集まってくる。魔術について学ぶならこれ以上の施し設せつはなく、ついでに切せつ羽ぱ詰つまった学生が遊びの誘ゆう惑わくから逃れられるありがたい場所でもある。

　とはいえ今は早朝なので館内にいるのは二人だけだ。

　円形の部屋の片かた隅すみに並べられた閲えつ覧らん席のひとつに陣じん取どり、アストは隣となりに座すわったリトフィアのノートを指先で叩たたいた。

「ここの計算が間違ってる。炎ほのおの属性の魔法陣は……」

「え？　え？　どうやって計算するのでしたっけ」

「……代入したときに数値の桁けたがズレてる。それじゃ熱が足らなくて湯も沸わかせない」

　指し摘てきされてリトフィアは慌てて教本をひっくり返して確かく認にんする。

　アストは小さくため息をついて、リトフィアに問題を解説してやった。

　間近に迫せまった筆記試験に備え、講義や厨ちゆう房ぼうでの雑用もあるので朝早くから二人で図書館に籠こもっているのである。

「少し席外すから、続きやっててくれ」

　リトフィアは次の問題に時間がかかりそうだったので、アストは欠伸あくびをして席を立った。

　際限なく増えていく蔵書は図書館をひどく圧あつ迫ぱくしているらしく、びっしり書しよ架かが林立する館内はもはや森のようで、気をつけないと方向感覚すらなくなりそうだ。

　案内板を頼りにその中を分け入って歩いていると、見覚えのある顔を見つけた。

「……あんたは確か、食堂でアルヴィンと一緒にいた」

「四年のジェレミア・ラ・ベルモンドだ」

　ジェレミアはわずかに肩かたを震ふるわせてから振り返り、にこりともせず会釈してきた。

「あんたも朝が早いんだな。アルヴィンは一緒じゃないのか？」

「別にいつも一緒に行動しているわけではない」

　見ればジェレミアは古びた本を数冊手にしていた。『擬ぎ似じ的てき魔ま道具の構築』だとか『自動制せい御ぎよの応用と限界』だとか、アストでも手こずりそうな難解な研究書ばかりだ。

「泥人形ゴーレムの研究でもしてるのか？　さすが上級生ともなると専門的だな」

　軽い口調で言うも、ジェレミアはなぜかあからさまに苛いら立だった顔をした。

「貴様が学内でたびたび騒さわぎを起こすので、生徒会ではその処理に追われてばかりだ。だからこうして早朝に自分の勉強をする羽目になっている」

「それは俺のせいじゃないだろ……」

　アストの苦情を受け付ける気はないらしく、言うだけ言ってジェレミアは本を抱えたまま足早に図書館から立ち去ってしまった。

　アストも本来の用事に戻もどった。なおもしばらく書架の中をうろついてようやく目的の棚たなを見つけ、一冊を引っ張り出す。革と鉄で装そう丁ていされたいかにも貴重そうな研究書だ。

　本の内容は魔術師の領域ドメインについての考察、そしてアストのように領域ドメインを失った者――侵しん奪だつ者についてだった。

　――突とつ如じよとして領域ドメインを展開できなくなる者はごくまれにいるが、その原因も法則も解明されていない。そして侵奪者がふたたび領域ドメインを取とり戻した例は確認されていない。

　ごく短いその記述に目を通し、アストは唇くちびるを噛んだ。

「……わかってはいたさ」

　戦後アストはしばらく必死で領域ドメインを取り戻す術を調べたし、セドリックも部下に同様の調査を命じていたらしい。だが結論はいずれもこの本に書かれているとおりだった。……もう諦あきらめるべきだとわかっていても、やりきれないものは残る。

　そこでアストはふと違い和わ感かんを覚えた。

　いや、懐なつかしい感覚とでも言うべきか。――自分に向けられる敵意。

「っ！」

　アストはとっさに身を翻ひるがえし、書架の影に飛び込みながら床に身を伏ふせた。

　次の瞬しゆん間かん、アストの頭上を過ぎ越こして近くの壁かべに何かが突つき刺ささった。がつんと硬かたい音が響ひびき、『静せい粛しゆくに』と書かれた張り紙がその衝しよう撃げきではらりと床に落ちる。

「魔ま弾だんか」

　アストは呻きながら今度は床を転がる。緑色の光でできた矢がその直後に飛来し、石いし床ゆかをわずかに砕くだいて消えた。

　射手は領域ドメインの面積を絞しぼっているらしく、立ち並ぶ書架のせいでその光は見えない。

「何かあったのですか？」

　物音が聞こえたのだろう、どこか慌てた様子でリトフィアが奥おくから呼びかけてきた。

「机の下に隠れろ、こっちに来るな！」

　そう叫さけぶ間にも二度ほど光の矢が飛んできて、アストはこれも書架に隠れてやり過ごす。早朝でリトフィア以外に庇かばわなくてはならない学生がいないのは幸いだった。

　矢の飛んできた方角はどれも別、射手は物もの陰かげを移動しているようだ。おそらく相手は一人。リトフィアではなくアストを狙ねらってきている。

　だがアストを狙うなら図書館すべてを領域ドメインとしてから攻こう撃げきしてくればいいはずである。そうしないのは被ひ害がいを少なくしたいのか、何か別の目的があるのか。

「……さて」

　攻撃の途と切ぎれた隙すきを見計らい、アストはとんと床を蹴けった。

　射手の魔術師としての腕うでは悪くないようだった。ただし魔術はともかく自分自身の気配の殺し方がまるでできていない。

　アストからすれば射手の姿が見えなくともさほど問題はなかった。

　書架の中をすり抜ぬけて数歩で射手との距きよ離りを詰つめ、書架の裏に飛び込む。居場所に気づかれるとは思わなかったか狼狽うろたえた射手を、有う無むを言わさず床に引きずり倒たおした。

　その身体は淡あわい緑の光を発していたが、アストに床に組くみ伏せられると同時に消える。

「くっ……」

　アストの膝に押おさえつけられているのは制服姿の少女だった。

　学生のふりをして忍しのび込んできた侵しん入にゆう者しやか、本物の学生かは定かではないが、いつ人が来るとも知れない図書館で尋じん問もんするわけにもいかないだろう。

「貴様の素す性じようは後で訊きく」

　とりあえず少女を気絶させようしたところ、おずおずとリトフィアが近づいてきた。

「あ、あの、アスト」

　リトフィアは少女を見下ろして困り切った顔で首を傾かしげる。

「この方は隣の教室の方です。名は確か……」

　アストが隠し持もっていた薄うす刃ばのナイフを少女の首に突きつけると、少女は小さく悲鳴を上げた。その仕草はいかにも素人しろうとといった風で確かに暗殺者には見えない。

　改めて少女を観察してみる。

　珍しい銀色の髪かみを高く結ゆい上あげ、肌はだの色も白い。けれど女性としては背が高く、野生の獣けもののようなしなやかな身体つきをしているせいか、儚はかなさは微み塵じんも感じさせなかった。

　戦いを生業とする者のようにも見えたが、その気配……気品とでも呼ぶべき空気は確かに生きつ粋すいの貴族のものだ。女騎き士しという形容がいちばん近いだろうか。

　意志の強そうな切れ長の紫むらさきの瞳ひとみが憎にく々にくしげにアストを見上げている。顔立ちは整っていて、世の大半の男がその美しさを褒ほめ称たたえるだろうが、さすがに魔弾を浴びせられたアストはそんな気にはなれなかった。

　油断なく刃はを突きつけたままアストは少女の身体から離れる。少女は刃が当たらないようこわごわと身体を起こした。

「……名前は？」

「一年生のエルゼ・フォン・ストルディン」

　アストを見み据すえたまま、女らしからぬきつい口調で少女……エルゼは答える。

「ストルディン家……というと」

「我わが父はベルゲン公国の大公だ」

　リトフィアをちらりと見ると彼女も頷いた。そもそも王おう侯こう貴族だらけの学院で王族の名を騙かたるのは難しいし、このエルゼの身元は確からしい。

「そのベルゲン公女がどうしていきなり俺を襲おそったんだ？」

「アスト・パラダン、貴様が私と我が国の仇だからだ！」
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　エルゼの叫びは書架の隙すき間まをぬって伝わり、図書館じゅうに鈍にぶく反はん響きようした。

　ベルゲン公国の名はアストも覚えている。ベルゲン軍とは何度も戦ったし、最後の戦の敵も彼かれらだった。

「我が国はあの戦争で何人もの王族や将官、それに大勢の兵を失って……」

「あそこの国の軍は強かったな、確かに」

「そうだろう。我が国では武芸が盛んなのだからな」

「だが俺があんたの仇というのは間違いじゃないだろうが、俺は将官でも何でもなかったんだぞ。それにセドリックの軍が何万いたと思ってるんだ」

「だがあの内乱の趨すう勢せいを決めたのは〝英えい雄ゆう〟、貴様だ」

　一人で戦争をすることはできないが一人が勝敗を決定づけることはできる。だからこそ英雄と呼ばれるのだ。

　それは勝利と希望の象しよう徴ちようであると同時に、敗者の憎ぞう悪おを一身に受ける存在でもある。

　アストは苦い顔で黙だまり込み、傍らのリトフィアも俯いた。エルゼの憎悪はリトフィアの崇すう敬けいと表ひよう裏り一いつ体たいだ。二人ともかつてのアストを見て正反対の感情を抱いている。

　さらにエルゼはどこか疲れた風に、

「ベルゲン軍の中にシェルカという貴族の息子むすこがいた。貴様はいちいち屠ほふった敵の名など覚えてはいまい。……だが私にとっては婚こん約やく者しやだった」

　とたん、重苦しい沈ちん黙もくが場に満ちる。

「……その、婚約者の方は」

「ああ、生きてはいる」

　震える声でリトフィアが尋ねると、エルゼはさらりと返した。

「もっとも、もう使い物にならんがな。貴様に戦せん陣じんごと一いつ蹴しゆうされてからは責務を放り出して引きこもり、挙げ句にあかちゃんぷれいとやらで毎日熟女と戯たわむれておるわ！」

　沈黙は重いというよりいたたまれない感じになった。

「ご、ご愁しゆう傷しようさま……です？」

「……それは、気の毒な」

「気の毒？　ああ気の毒だとも！　初めての顔合わせで顔を見るなり泣かれた私の気持ちが貴様にわかるか!?　しかも襁褓おしめを穿はいた大の男にだッ！」

　聞くからに涙ぐましい話であった。

「それでは、結けつ婚こんは……」

　リトフィアがおそるおそる尋ねたが、答えは聞かずともわかった。結婚が決まった女性は学院になど来ない。

「ベルゲン公女。あんたの言いたいことはわかるが俺は死んでやる気も謝る気もないぞ。こっちにはこっちの事情があるし、それにいまさら俺一人を倒したところで戦争の結果が変わるわけじゃない」

「わかっているさ、そんなことは！」

　エルゼはふたたび叫び……不意に身を翻した。

「アスト・パラダン。私と我が国の……敗者の恨うらみをわずかなりとも知るがいい！」

　一瞬の隙を突いてナイフから逃れ、アストに一いち撃げきを食くらわす――つもりだったのだろう。だがいかにも正統派の武術を学んだ者らしい動きは、アストには見慣れたものだ。

　アストはひょいと片足を出してエルゼに引っかける。彼女は「きゃあっ」という可愛かわいらしい悲鳴とともにふたたび床ゆかに転がった。

　そこにふたたびナイフを向けようとしたが、やめた。アストは大きく嘆たん息そくしてからナイフを懐ふところに戻す。

　解放されたエルゼはしばし戸惑った様子でアストを見つめた。

「……私を、殺さないのか」

「ここは学院だ。学内で殺傷沙ざ汰たなんぞ起こしたらこっちの身が危ない」

　アストは肩をすくめた。結果的に無傷ですんだし、ただでさえ後ろ暗い秘密を抱かかえているのにこれ以上周囲に詮せん索さくされたくない。

「貴様が私に情けをかけるのは勝手だが、ならば私は貴様をまた狙うぞ」

「勝手にしろ。一度でも勝てるものならな」

　ぎりっと歯を食いしばるエルゼにアストは冷たく言い放つ。アストとエルゼの力の差はさきほど十分に思い知ったはずだ。これで諦めてくれればいちばん面めん倒どうがない。

　だがエルゼは引き下がらなかった。

「ならば覚えていろ。私は何度でも貴様に挑いどみ、一いつ矢し報むくいてやるからな！」

　そしてエルゼは身を翻して図書館から走り去ってしまった。もっとも書架の隙間をすり抜けるのに難なん儀ぎしていたが。

　後には立たち尽つくすアストとリトフィアだけが残される。

　リトフィアはエルゼが消えた方角を見つめ、気き遣づかわしげな顔をしていた。

「力が欲ほしいならこういう恨みを買う覚悟も必要ってことだ。天帝だって民たみすべてに好かれてるわけじゃないだろうさ」

「そう……ですね」

　そのまま二人ともしばらく黙った後、乱らん闘とう時にぶつかって書架から落ちた本を片付けた。エルゼの襲しゆう撃げきについて訴うつたえ出でないのなら逆に痕こん跡せきを消しておかなくてはならない。しかし壁に穿たれた穴はどうしたものやら。

「俺に片付けさせる嫌いやがらせだったんじゃないか、これ……」

「ところで、赤ちゃんの真ま似ねというのは楽しいものなのでしょうか？」

「俺に訊くな！」







　それからアストは四六時中周囲に気を配って歩かなくてはならなくなった。

　たとえばある日の昼下がり、リトフィアとともに校舎脇わきの通路を歩いていたとき、

「きゃっ！」

　アストにいきなり腕を引かれ、隣にいたリトフィアが小さく悲鳴を上げる。二人が飛び退のいた直後、頭上の窓からバケツが降ふってきて水をぶちまけた。

　傍はた目めには間ま抜ぬけな攻撃だが、水を被るのはともかく重い琺瑯ホーロー製のバケツを脳天に食らったら運が良くても昏こん倒とうする。

「きゃああああ、すみません！」

　そのバケツの持ち主らしい女学生が駆かけ下おりてきた。話を聞くと実験の準備中だったそうだが、なぜいきなりバケツが窓から落ちたのかはわからないらしい。

　アストは恐きよう縮しゆくしきった彼かの女じよをどうにかなだめて帰らせ、うんざりとした顔をする。

「今日はまた古典的な……」

　あの「覚えていろ」という言葉は捨すて台詞ぜりふではなかったらしく、翌日からエルゼはありとあらゆる手段でアストを襲ってくるようになった。

　ただし法則はいくつかあった。まず人気の多い場所で危険な真似はしてこない。学生同士の乱闘は問題になるし、エルゼとしても他人を巻き込みたくないようだ。魔弾を射てきたのは他の学生がいなかった図書館での一回きりだった。

「アストはよく、上から落ちてくるものに気づきますね」

「目じゃなくて物音を聞いてるんだよ」

　発信源とその距離を立体的に把は握あくできれば異変も察知しやすい。常に音に耳を澄すますのはアストの習慣のようなものだが、気を張り続けるのはそれなりに疲つかれる。

「……こんな風に」

　アストはため息をついて、後ろから投げつけられた、運動用の革かわ製せいの鞠ボールを受け止めた。

　校舎の中にいれば人目があるのでエルゼもそうおかしな真似はできない。そろそろ次の講義も始まるので、二人は所属教室に戻って席に着いた。

　すると男子生徒がひとり近づいてきた。転入当初からアストに好意的な人物で、勝手のわからないアストにあれこれ教えてくれたこともある。

「……あの、アスト君」

「何かあったのか？」

「その、さっき喫茶室カフエであまりよくない噂うわさが耳に入ってきたものだから。君の耳に入れておいたほうがいいと思って」

　彼はアストに耳打ちしてきた。

「君が武ぶ勲くんを笠かさに着て、女の子を次々に強ごう引いんに手込めにしてるとか何とか……。ああいや私はもちろん信じていないよ、君はリトフィアさんといつも一いつ緒しよだし。でも君のことをあまり知らない上級生はそれを信じてて、自警団に取り調べさせろとか」

　あまりにもあまりな内容にアストは思わず突っ伏ぷした。

「教えてくれて助かった、後はこっちで対処する」

　そう言うと男子学生はほっとした顔で立ち去っていく。

　この噂とやらもエルゼがばらまいたものだろう。アストを女の敵にしたいのは婚約者の恨みからなのだろうが、当のアストは女性経験などほとんどないというのに。

　リトフィアがふと何かに気づいたように廊ろう下かに顔を向けた。

　女学生が数名、連れだって通り過ぎていくところだった。話しているのは故郷の菓か子しのことや学内の噂など他た愛あいのないもので、女の話題はどこも代かわり映ばえしないらしい。

　その中に際きわだって背の高い、銀ぎん髪ぱつを高く結った少女がいる。

　エルゼは女学生の中心で楽しそうに笑っていた。彼女がアストを監かん視しするためにこの教室の近くにいるのだと、少女たちは気づきもしないだろう。

「あのベルゲン公女、どれだけやらかすつもりなんだ……？」

　ぼやくように呻うめく。







「千里の道も一歩から、と言うではないか」

　アストに襟えり首くびを掴つかまれ引きずり出されたエルゼは、こともなげにそう言った。

「日々こつこつと悪意を積み上げることで、いずれ大きな呪じゆ詛そとなるのだ。現に貴様は常に襲撃を警けい戒かいし、疲ひ弊へいしているではないか。我らの苦しみをほんの数日で理解できるなどと思わんことだな！」

「……まあ、うんざりはしてるが」

　上から降ってくるバケツや雑ぞう巾きんはまあいい。女たらしの噂はアストがまったく動じず、リトフィアが今まで以上にべたべたとくっついてきているうちに消えていた。ただ隣のリトフィアが巻き込まれないようにするのはなかなか骨が折れる。

　エルゼが言うだけ言って走り去った後、リトフィアが戸惑ったように首を傾げた。

「……あの方は成績優秀で、お優やさしいと聞いていたんですけど……」

「優しいのか、あのベルゲン公女」

「わたしはほとんどお話ししたことがなかったので、噂に聞いただけですけど」

「確かにこの間見かけたときはそんな感じだったな。……一矢報いたい、か」

　そんな才さい色しよく兼けん備びな少女に恨まれるほど、英雄の罪は根深いということだろうか。

　とはいえアストが彼女にしてやれることはない。強しいて言うなら挑ちよう戦せんを受け続けてやることくらいだろう。
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　エルゼの奇き襲しゆうを警戒しつつもアストはリトフィアに魔術と勉強を教え続け、そしてある日、闘技大会への選抜試験が行われた。

「雷かみなりの魔ま法ほう陣じんの場合、基き礎その書式がこうなって……」

　筆記試験の直前までリトフィアは教科書を前にぶつぶつ暗唱している。

「君は俺おれの予想以上に頑がん張ばった。だから、大だい丈じよう夫ぶだ」

　ぽんとリトフィアの肩を叩くと、彼女はほっとしたように笑った。

　実際リトフィアの努力はすさまじかった。とにかく筆記試験を突とつ破ぱしなければ始まらないということで、最後にはもう丸暗記に近かったのだが、記き憶おく力りよくは悪くなかったのか瀬せ戸と際ぎわのど根こん性じようか、重要部分を頭に詰め込むことには成功したのである。

　実技試験はあらかじめ指定された魔術を実演する形式だ。講こう師し陣じんが暴走を警戒しながら見守る前で、こちらも連日の特訓の甲か斐いあってどうにか魔術を成功させたのだった。

　そして数日後には点数と選抜者の名が発表された。

「えーと、一年はどこだ」

　名めい簿ぼは校舎前の広場の掲けい示じ板ばんに張り出されている。学生でごった返す中、アストはすぐに人ひと混ごみに潰つぶされそうになるリトフィアを庇いながら目当ての名を探した。

「一位は……アルヴィンか」

　さすが生徒会長と言うべきだろうか。ジェレミアの名も上位にある。順を追って見ていくとエルゼの名もあった。そして、

「ありました！」

　アストの腕にしがみつきながらリトフィアが叫んだ。

　最後も最後、ほとんど最下位だったが、確かにリトフィアの名が書かれている。

「……ぎりぎりだったな」

「よかったです、本当によかったです！」

　リトフィアは浮かれてアストの腰こしに腕を回して抱だきついてきた。周囲の学生に押し潰されて互たがいの身体が密着するものだから、……その、たいへん焦あせる。

　アストはリトフィアを引きずって人混みから抜け出し、肩で息をしながら引ひき剥はがした。

「ありがとうございます！　これもみんな、アストが教えてくれたお陰かげです」

「……いや、君が頑張ったんだよ」

　アストも少し浮かれたい気分だった。自分自身が勝利したわけではないが、リトフィアが嬉うれしそうにしているのを見るのも悪くはない。

　リトフィアはなおも名簿を何度も何度も見返して、やがて首を傾げた。

「……あの、アストの名があそこにないようですけど」

「ああ、俺は落ちたみたいだな」

　アストはしれっと言う。

　実際にはアストは答案にあちこち空白を作り、実技試験は「腹痛で棄き権けんします」と言い張っておいた。講師は呆あきれ果はてていたがこればかりは仕方ない。

「そんな……」

　リトフィアはしゅんと肩を落としたが、アストはその頭にぽんと軽く手を乗せる。

「とにかく、よく頑張った。でもこれからが本番だろ？」

　その言葉に彼女は緊きん張ちようで顔を引き締しめた。
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　午後の講義を終え、アストは雑用のため厨房に向かっていた。

　今は隣にリトフィアはいない。彼女は図書館で勉強中だ。筆記試験は終えたものの、魔術の基礎理論が頭に入っているに越したことはない。

　まだ夕食時ではないので、食堂のあたりは人気もなく静かなものだ。アストはすたすたと歩いていき、……唐とう突とつに足を止めた。

　以前リトフィアが男子学生に絡からまれた、樹木を多く植えて森のようにした庭である。

　木々を抜けてアストの前に姿を現したのはエルゼだった。

「どういうつもりだ」

　アストの顔を見るなり、エルゼはぎりっとアストを睨にらんで問とい詰めてきた。

「何のことだか、心当たりが多すぎてわからん」

「闘技大会だ！　貴様が出場しないというのはどういうことだ」

「どうもこうも、点数が悪くて落ちたんだろ。俺は辺境の農村の生まれなもんで、きちんとした教育は受けてないんだ。それに実技当日は腹が痛くて」

「馬鹿を言え！　貴様がリトフィア皇妹殿下に基礎から教えていたのは知っている。あの成績の悪……その、才能に溢あふれながらも少々勉学が苦手であらせられた殿下を合格させたのに、貴様自身が通らないわけがあるか」

　リトフィアのことを語るとき、ちょっとエルゼは言いづらそうだった。

「そう言われても特に不正はしてないぞ。何なら講師にでも確認してくれ」

「当然だ、落第のためにわざわざ不正を働く馬鹿がいるか！」

　ごもっともである。アストは肩をすくめるしかなかった。

「どうしてあんたがこれに怒おこるんだ。このほうが都合が良いだろ？　俺がまかり間違って優勝するほうが、よっぽど許し難がたいんじゃないのか」

「むろんその通りだ。貴様がこの栄はえある学院で最強などと、考えるだけで反へ吐どが出る」

「……そうか」

「だがそれは我が国の手で阻そ止しされなければならん。公衆の面前で貴様の覇は道どうを打うち砕いてこそ、我がベルゲン公国の復讐は達成されるのだ」

「覇道……ねえ」

　アストは苦にが笑わらいするしかない。今まで幾いく度どとなく戦場で戦ったが、アスト自身に勝利が必要だったわけではなく、ただセドリックがそう命じたからだ。

「だから、大会で勝ち進めばいずれ貴様とも対戦できると思っていたのだ。大会に参加しないだと？　そんなことが許せるものか」

　そしてエルゼの全身がぼうっと淡い光を帯びた。

「演習以外で魔術を使うのは禁止じゃなかったのか……」

「黙れ！　貴様はいくら不意打ちしても、魔術を使いもしないではないか。バルテノムの英雄というなら、その領域ドメインと魔術を見せてみろ！」

「結局こうなるのか、くそっ」

　アストが飛び退くよりエルゼが領域ドメインを展開する方が早い。うっそうとした庭の一帯、そしてアストの足元が領域ドメインに取り込まれ、地面が緑色に輝かがやいた。

「どうした、貴様の領域ドメインを展開してみろ……」

　エルゼは怒ど鳴なりながらも手て際ぎわよく魔法陣を描えがき、すぐに魔術が発現する。

　唸うなり声ごえを上げ、領域ドメインの中を暴風が竜たつ巻まきのように渦うずを巻いた。木や枝が煽あおられ、葉が次々に千切られ吹ふき飛ばされる。

「……とっ」

　アストはとっさに近くの枝を掴んで身を低くして耐たえた。

　エルゼが最初にこの魔術を使った理由はわかる。アストの足止めだ。まだ暴風の余波が残っているうちに足元の魔法陣が書かき換かわった。

　真しん珠じゆの首くび飾かざりのように、領域ドメインの弧こを縁ふち取どって円形の小さな魔法陣が無数に出現した。そこからたちまち地面を突き破やぶって蔓つるが生え、周囲の木に巻き付いてさらに成長する。蔓同士が絡み合あい、さながら蔓でできた壁のようになった。

　直径数十メルトルほどの檻おりに閉じ込められた格好だ。

「なるほど、これがやりたかったのか」

　この森でエルゼが話しかけてきた以上、当然地形を利用する術も考えていたのだろう。木を登れば檻からは出られるだろうがおそらくその前に矢が飛んでくる。

　蔓の壁を維い持じしたままエルゼはさらに魔法陣を増やす。

　かまいたち――不可視の風の刃をアストは音と気配だけで避よけきった。硬い音がして、アストの背後の木の幹に亀き裂れつが走る。

「どうしてっ……」

「経験と勘かんで」

　アストはけろっと言ってエルゼを愕がく然ぜんとさせた。

「こいつは、風かな」

　魔ま術じゆつ師しごとに得意分野は異なる。エルゼの緑色の領域ドメインは〝風〟の傾けい向こうが強いらしく、彼女の攻撃はほとんど大気を操あやつるものだった。魔弾を好むのも空気を操って狙いを付けやすいからだろう。

　以前のアストにあまりそうした偏かたよりはなかった……というより、苦手な分野の魔術も領域ドメインの広さにものを言わせて強引に使っていたが。

「防戦一方とはバルテノムの英雄の名が泣くぞ、反はん撃げきしてみろ！」

「そういうことは一発でも当ててから言うもんだ」

　エルゼの額にたちまち大おお粒つぶの汗あせが浮かび、白い肌を伝って落ちる。

　とはいえアストも手を出しあぐねていた。この閉へい鎖さ空間で強風を巻き起こされては不用意にエルゼに近づけない。

　魔術を使うにはかなりの集中力、精神力が要求される。アストの動きを見ながら魔術を切きり替かえているエルゼはさすが学院の優等生と言えただろう。

「どうしたもんかな……」

「これなら――どうだ！」

　エルゼが絞り出だすように叫び、領域ドメインじゅうにまたも新たな魔法陣が描かれた。蔓を維持していた魔法陣も消え、モザイクのように領域ドメインの全面がびっしりと小さな魔法陣に埋うめ尽くされる。

　現れたのは以前と同じ、輝く光の矢だった。

　森の中に数え切れないほどの矢が浮うかび、上下左右ばらばらの方角を向いていた。言うなれば射線による三次元の網あみで、アストがどこに避けようと必ずいずれかが当たるだろう。しかも木々のせいで視界も足元も悪い。

「無む茶ちや苦く茶ちややるな、あの公女……」

「これなら逃にげ切れまい！」

　そして無数の光がいっせいに残像を残して疾った。

　地面に、木の幹に、光の矢が突き刺さる音が立て続けに響く。仰ぎよう角かくが大きく領域ドメインの外に飛び出した矢はすぐに消えた。

「やった……か？」

　そして次の瞬間、彼女の背後に迫ったアストが首筋を叩き、エルゼはなすすべもなくくずおれた。







「貴様……何をどうやった」

　エルゼはぐったりと幹にもたれかかったまま呻いた。

　立て続けに魔術を使って気力を使い果たしたか、スカートの裾すそがめくれて白い太ふと腿ももがあらわになっても直そうとしない。アストは目のやり場に困って視線を逸そらした。

「ちょっとした技わざだよ。魔法陣を見てりゃあんたが何の魔術を使おうとしているのかは見当が付く。……魔弾の向きや軌き道どうも全部書いてあるからな」

「貴様、あの数の魔法陣をすべて読んだのか!?」

　さすがにエルゼは唖あ然ぜんとした。

　アストは発射までの数秒で光の矢の軌道を推測し、最小限の動きで避けつつエルゼに近づいたのだ。後は手刀の一撃で事足りた。

　魔術を使えなくとも、魔法陣の知識があれば相手の手の内を知ることはできる。ただ複雑な書式の魔法陣を読み解くのは研究者でも時間のかかる仕事だ。

　敵の動きに集中するべき戦せん闘とう時に、わざわざやろうとする魔術師はまずいない。

「……だからこその英雄か」

「攻こう撃げき魔ま術じゆつの定型パターンなんて決まってるから、別に一から十まで読んでるわけじゃないぞ。敵が使ってた魔術が便利そうだったら、覚えておいて自分でも使ったりしたからな」

「嫌いや味みかそれは、簡単にそんな真似ができたら誰だれも苦労せんわ！」

　怒鳴られたアストは軽く肩をすくめて視線を逸らす。

「……私は結局、貴様に魔術を使わせる力すらなかったということか」

　ややあって、エルゼの身体からぐったりと力が抜けた。

「貴様に一矢報いたかった。……せめて貴様の強さをこの目で見たかったよ。我が国くにの軍を圧倒し、父上にそう言わしめた力を」

「悪いな」

　アストとてそれでエルゼの気がすむならそうしたかったのだが。だが無理なのだ。

「だが、それだけの力を持ちながら、貴様は大会には出ないのか」

「ああ」

「……ならば私は貴様を上回ったわけだ。〝英雄〟に、試験ペーパーテストで」

「そうだな」

「貴様、私をどこまで馬ば鹿かにすれば気が済むのだッ。私は……」

　そこでエルゼは跳はねるようにして立ち上がり、今にも掴みかからん勢いで怒鳴ってきたが、途とち中ゆうで言葉を飲み込んだ。

　たぶん今の自分はひどい顔をしているだろうと、アスト自身も思ったほどだ。エルゼは口をぱくぱくとさせ、問い詰めようかしばし迷ったようだが、やがて再度アストを睨む。

「貴様が、そこまでの腑ふ抜ぬけだったとは思わなかった。……私が大会で勝ち進むのを、敗者は指をくわえて見ているがいい！」

　苛立った顔で吐はき捨てるように叫び、エルゼは駆け去っていった。

　まさか侵奪者だと悟さとられたわけではないだろうが、かなり不ふ審しんがられてしまったようだ。それに演習を言い訳してサボるのと違ちがって、本気の少女を前にのらくら嘘うそをつき続けるのは良心が咎とがめてならない。

「…………」

　アストは深くため息をついた。
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　それから一週間ほどはごく平へい穏おんに過ぎた。

　選せん抜ばつ試験に落ちたとして見知らぬ学生に絡まれ、厨ちゆう房ぼうでこき使われ、リトフィアの魔術の暴走をいつものこととして除外すればだが。

　あれ以降エルゼの奇襲はなかった。良いのか悪いのか、直接攻撃するのではなくアストの周辺を探さぐる方針に切り替えたようだ。

　闘とう技ぎ大会を一週間後に控ひかえ、学生たちは皆みなそわそわしている。腕に覚えのある参加者が大たい言げん壮そう語ごして周囲の顰ひん蹙しゆくを買ったり、質の悪い学生は誰が優勝するかで賭かけを始めて自警団にしょっ引かれる有様だ。

　もっとも中には自信がなく落ち込んでばかりの参加者もいたが。

「どうしてうまくいかないのでしょうか……」

　リトフィアに厨房で夕食を作ってやり、ともに寮りようへと向かう帰り道である。

　夜の特訓を闘技大会に向けて実戦用に切り替えたのだが、やはりリトフィアは失敗続きである。先日の試験は魔術ひとつを成功させればよかったが、試合では複数の魔術を臨機応変に使いこなさなくてはいけないのだ。

「〝自分はできる〟と何度も念じてみるとか」

「それがいちばん難しい気がします……」

　そうこうしているうちに寮が近づいてきた。

　男女別の学がく生せい寮りようは貴族の邸てい宅たくに似た瀟しよう洒しやな建物だった。門や外がい壁へきには装そう飾しよくタイルや彫ちよう刻こくが嵌はめ込まれ、窓の鉄枠わくは優美な曲線を描いている。内部もおおむね似たようなもので、大広間は舞ぶ踏とう会かいに使えるだけの広さと格式があるらしい。

　目の前にあるのは女じよ子し寮りようだが、アストも今は男だん子し寮りようの一室を与あたえられている。

「考えてみれば、よく森の中にこれだけ広い学校を建てたもんだな」

「昔この近くで戦いがあって、それが発はつ祥しようだとかなんとか」

「……攻撃魔術で土地を均ならした跡あとだってか？」

　女子寮の窓を見上げるといくつもの部屋に灯あかりが見えた。食事後だいぶ経たっているのでもう外を出歩いている人ひと影かげはない。

「ではアスト、また明日。おやすみな……」

　リトフィアは途中まで言いかけたところであんぐりとした顔をした。

「……アスト、あれを」

　彼女が指さした先で、寮の煉れん瓦が造づくりの壁におかしな影かげがへばりついている。

「何をやってるんだ、あのベルゲン公女」

　その人影、壁かべの四階ほどの高さにいるのはエルゼだ。

　近くの出っ張りに手足を掛かけてどうにか壁をよじ登ろうとしているが、体勢が悪いのかうまくいかない。それにいくら鍛きたえているといってもそう長くは保たないだろう。

　これではいつ墜つい落らくしてもおかしくはない。

「……代金は後で取り立ててやる」

　アストはぼやきながら壁に取り付けられたレリーフのひとつに足をかけた。

　窓まど枠わくや彫刻に掴まってひょいひょいと壁をよじ登る。装飾の多い建物なのが幸いして、アストはさほど苦労せずエルゼのもとに到とう達たつした。

「散歩するにはいい夜だな、ベルゲン公女」

「アスト・パラダン!?」

　いきなり現れたアストによほど驚おどろいたのか、エルゼは一いつ瞬しゆん足を踏ふみ外はずしかけた。

　見ればエルゼは薄うす手での寝ね間ま着きだった。しかも着崩くずれて右みぎ肩かたのあたりがはだけている上、窓枠にかけた右みぎ脚あしは太腿まで丸見えというあられもない姿だ。

「貴様、私の身体をじろじろとっ……」

「文句があるならこのまま帰るぞ、俺は」

　言いながらもアストはエルゼの腕をぐいっと掴んで引っ張り上げた。

　ようやくエルゼも体勢を立て直し、近くの出っ張りに手を掛ける。眼下ではリトフィアがはらはらとした顔で二人を見上げていた。

「た、助かっ……こんなことで我らの恨みが晴れるなどとは思わないことだな！」
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「金きん一いつ封ぷう以外は期待してないから安心してくれ。……で、ベルゲンでは夜な夜な壁に張り付く風習でもあるのか？」

「そんなものがあるかッ！」

「今なら身体も安定してるだろ。魔術でロープを作るか支えるかしろ」

「……あ！」

　エルゼはようやく思い至ったとばかりに目を見開いた。

　エルゼの身体がぼんやりと光を帯びる。アストに背を支えられつつエルゼは足あし元もとの壁から領域ドメインを広げた。煉瓦造りの壁と近くの地面が幻げん想そう的てきな新緑の色に染まる。

「さすが大会参加者、なかなかの広さだ」

「嫌味か、それはっ」

　すぐに地面に紅あかい光で魔法陣が描かれていき、火花とともにエルゼの手から生じた蔓は屋上近くの突とつ起きにがっちり絡みついた。

「……ふう」

「お疲れさん。……それで壁に張り付くのはあんたの趣しゆ味みなのか？」

「違う！　ね……猫ねこが逃げ出して」

　どうやら彼女はたまに学内に棲み着いた野の良ら猫ねこを連れ込んで餌えさをやっていたらしい。だがその猫が窓から逃げ出し、外壁の出っ張りを少し歩いたところで動けなくなった。

「私はそれを助けようとして、窓から外に」

　見れば確かに直近の窓が大きく開いたままになっている。

「で、その猫はどうしたんだ？」

「……私が外に出たとたん、自力でそこの木に飛び移った……」

「そりゃまた間抜けな。挙げ句、今度は自分が部屋に戻もどれなくなったと」

「悪かったな！」

　エルゼは顔を真っ赤にして、アストを睨み付つけていた。

「なるほどな。……まあ、あとは登るなり降りるなりご自由に」

「貴様は？」

「俺は魔術なんぞなくともどうにでもなる」

「さすが、私と違って〝英雄〟は余よ裕ゆうだな！」

　アストは片かた腕うでだけでぶら下がりながら器用に肩かたをすくめ、それを嫌味と思ったかエルゼはさらに怒鳴り返してきた。

　アストは苦笑するついでに寮の近くの人造森に目をやり、

「……ん？」

　眉まゆをひそめ、目を凝こらして暗がりの一部を見つめた。

　大木の根本で何かが動いている。月明かりでは判断しづらいものの、その動きは明らかに人間のものだ。

「どう考えても怪あやしいよな、……この時間に蝋ろう燭そくもなしに地面掘ほってるってのは」

　灯りを持たず物音もほとんど立てていないので、アストも壁に登るなどという真似をしなければ気づかなかっただろう。

「そこのあんた、何やってるんだ？」

　敢あえてアストは声をかけてみた。

　ただの学生ならば言い訳をしながら出てくるか、黙って逃げ去さるといったところだろう。それなら別に構わない。問題は、それ以外の場合――

「誰かそこにいるのですか？」

　だがアストの誰すい何かを聞き、リトフィアが首を傾かしげて木立の中に話しかけてしまった。

「こんな夜よる遅おそくに何を……」

　――そこで突とつ如じよとして、木々の間から強きよう烈れつな光が発せられた。

「きゃあっ!?」

「リトフィア!?　……くそっ」

　夜の闇やみに慣れていたせいで、目を灼やかれてたちまち視界が白はく濁だくする。

　何も見えない中、アストはとっさに気配だけを頼たよりに薄うす刃ばのナイフを投じた。普ふ段だんならば暗がりでも命中させる自信はあるが、今は足場が悪い上に相手は木々の向こうだ。

「当たった――か？」

　それでも遠くでかすかに動どう揺ようの気配があった。だが一撃で仕留めるというわけにはいかなかったらしい。ナイフには弱めの毒が塗ぬってあるのでうまくすれば行動不能にできるかと思ったが、さすがに甘あまかったようだ。

　ただ相手もアストの反撃に驚いたらしく、すぐさま次を仕し掛かけてくる様子はなかった。

「何だ、あれは……」

　そうこうする間に少しずつ視力が戻ってきて、エルゼが悲鳴を上げる。

　リトフィアの目の前に黄こ金がね色いろに輝く渦があった。とぐろを巻く炎ほのおの大だい蛇じやが、魔法陣も燃料もなく空中に浮かんでいる。おそらくこれがさきほどの光の正体だ。

　火が爆はぜる音がして、大蛇が巨きよ体たいをしならせるとたちまち火の粉が散った。

「今すぐそこから離はなれろ！」

　アストが叫さけぶがリトフィアは動けない。

　大蛇は声なき声で吠ほえ、怒ったように太い尻尾しつぽを近くの樹木に叩たたき付けた。みしみしと音がして幹が根元からへし折れ、土ど砂しやが吹き飛とばされる。火の粉が葉や枝に燃え移ってぱちぱちと音を立て始めた。

「魔道具だ、くそっ、あいつリトフィアに仕掛けやがった！」

　アストがセドリックから渡わたされたのとは異なる、攻撃魔術が仕込まれた代しろ物ものだ。

　小さな足音とともに不ふ審しん者しやの気配が遠ざかっていった。リトフィアを大蛇に襲おそわせ、その隙すきに逃げようというのだろう。

　ただ学院内の地面を掘り返かえしていただけなら、そんな剣けん呑のんな装備……そして手段を取るわけがない。取とり逃にがしたのは口くち惜おしかったが、それより今はリトフィアだ。

「リトフィア！」

　突とつ然ぜんの出来事にリトフィアは腰が抜ぬけてしまい、立つこともままならないようだ。

　大蛇はリトフィアをも攻こう撃げき対象と認にん識しきしたらしく、今にも炎の顎あごで食いちぎらんと彼女に襲いかかった。

「あ、あ……」

「殿でん下か、逃げてッ!!」

　アストは歯は噛がみした。リトフィアも大蛇も見えているのに時間が足りない。さしものアストも今から降りたのでは間に合わない。

　魔ま術じゆつさえ使えればあんな蛇へびなど敵ではないのに。

　――今ここで魔術さえ使えたなら！

「ベルゲン公女、蔓を……いや」

　アストは一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした。それを暴ばく露ろしていいものか。だが今ここでリトフィアを見捨てて何が〝英えい雄ゆう〟か。ここで彼女以外に守るべきものなど存在しない！

　アストは緑に輝くエルゼの領域ドメインに手のひらを押おし当あて、

「借りるぞ、文句は後で聞く！」

　叫ぶと同時に、寮の壁という壁で火花が爆ぜた。

「くぅっ……ああっ！」

　領域ドメインの中心で火花をまとったエルゼが呻き、ぐったりと身体から力が抜ける。

　アストへの負ふ荷かも大きい。だが片腕でエルゼを抱きかかえ、歯を食いしばって領域ドメインに全神経を集中させながら、アストは彼女への罪悪感以上の高こう揚よう感を覚えた。失ってしまったと諦あきらめてもなお忘れられない、領域ドメインのすべてを知覚し支配する感覚。

　この領域ドメインにおいて、自分は今だけは絶対君主――魔術師だ！

　アストが壁に引っかけた足から地面にかけて、一瞬にして領域ドメインに魔法陣が浮かび上あがる。同時にリトフィアと大蛇の間に半はん透とう明めいの壁が生じ、甲かん高だかい音とともに炎を弾はじき返した。

　リトフィアが無事だったと見るやアストは魔法陣を書き換えた。アストの横に輝く槍やりが生じ、眼下に向けて奔はしる。

　あっけなく大蛇は槍に串くし刺ざしにされ、炎は音なき悲鳴とともに空に溶とけていった。

「ふう……」

　そしてアストは手早く残った炎も消し去り、エルゼを抱かかえて地面に降りる。

　そこで領域ドメインが消え、外壁が煉れん瓦がの色を取り戻す。エルゼをそっと地面に横たえて容態を確かく認にんすると、意識を失っただけで特に問題はなさそうだった。

「君に怪け我がはないな。……それにしても、ろくでもない時に出てきたもんだな」

　アストはリトフィアを見てようやく安あん堵どのため息をつき、それから独りごちた。

　さきほど不審者が掘り起おこしていた場所を眺ながめてみるも、大蛇が暴れたせいで土がめくれ上がってひどい有様だった。大蛇を放ったのはリトフィアを襲うのと同時に証しよう拠こ隠いん滅めつのためでもあったらしい。

「何か埋まってたのは確かみたいだが、これじゃ調べるのも骨……ん？」

　月明かりにきらめくものを見つけ、近づいて拾い上げてみると、煤すすけた腕輪だった。割れた封ふう命めい晶しようが嵌め込まれており、これがおそらく大蛇の封じられていた魔道具だろう。

「……証しよう拠こになりそうなものは、これだけか」

　ため息をつくアストを、リトフィアが呆ぼう然ぜんとしたまま見つめている。

「アスト・パラダン……」

　そしてエルゼもすぐに意識を取り戻し、ふらふらとした足取りで立ち上がった。リトフィアが慌あわてて駆かけ寄よって肩を貸す。

「貴様……私の領域ドメインを盗ったな!?」

　エルゼは目め尻じりに涙なみだを浮かべ、かすれた声で叫んだ。

「貴様が触さわったとたん、領域ドメインの制せい御ぎよがまったく利かなくなった！　いきなり頭がおかしな感じに……それに貴様、私の領域ドメインで魔術を使ったな!?」

　さきほどアストは自分の領域ドメインを展開できたわけではなく、エルゼの領域ドメインに自分の魔法陣を上書きして盾を生成したのだ。

　ひとつの領域ドメインに王は一人。通常、領域ドメインに主たる魔術師以外の人間が干かん渉しようすることはできない。だが例外がひとつある。

「他人の領域ドメインを奪うばって魔術を使う魔術師が稀まれにいると、聞いたことがある。それは……」

「――侵しん奪だつ者」

　呟つぶやき、アストは肺から大きく息を吐き出した。

　領域ドメインを持たぬ者はいずれ隣りん人じんの領域ドメインを奪う――侵奪者を蔑さげすむ言葉は魔術師にとっては純然たる事実なのだ。領域ドメインを持たない人間は代わりに他人の領域ドメインに干渉し、あわよくば勝手に魔法陣を上書きして使うことができる。

　領域ドメインの広さがそのまま魔術師の才能となる。侵奪者はその前提を崩して他人の領域ドメインを丸ごと乗っ取るのだから、敬遠されないはずがない。

　しかし魔術師が自分の領域ドメインで魔術を使うにも訓練が必要なのだから、他人の領域ドメインを掌しよう握あくし操るのは並なみ大たい抵ていのことではない。皮肉にもアストの魔術師としての技術、解かい析せき能力があればこそ可能な技なのだった。

「貴様……」

　エルゼが思わず一歩後ずさり、リトフィアの顔も青ざめていた。領域ドメイン、すなわち体外に広げた自分の意志を侵しん食しよくされるというのは本能的な恐きよう怖ふだ。

「アストが……どうして」

「最後のベルゲンとの戦いで腹をやられてな。どうにか生き残ったが、起きてみたらいきなり領域ドメインがなくなってた。原因は俺にもわからん」

　アストは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「悪かったな、ベルゲン公女。今の俺を倒たおしてもあんたの恨うらみは晴れないだろう。……ああ、それからいきなり盗ってすまなかった」

　アストの弱々しい笑えみをエルゼは苦い顔で見つめ、背を向けて走り去ってしまった。

「あ……アスト、助けていただいてありがとうございました」

　リトフィアはかすれた声で小さく頭を下げた。だがいつもはすぐさまアストに駆け寄ってくる彼かの女じよが今は距きよ離りを取ったままだ。

　侵奪者をもっとも嫌きらうのは魔術師だ。恩人、師、母国の英雄として慕したっていた相手が実は盗ぬす人つとに成り果てていたと知ったなら、それも仕方のない反応だろうか。

「…………」

　アストはリトフィアに寮に戻るようにとだけ言い、自分も踵きびすを返した。
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　自分の数メルトル先をいく背中を見上げ、リトフィアは俯うつむいてため息をついた。

　とことこと、たまに転びそうになりながらアストを追って廊ろう下かを走る。だが今までのように後ろから声をかけることは躊躇ためらわれた。

「アスト……」

　数日前に侵奪を目まの当たりにしたとき、いきなりアストが不気味な存在に見えた。

　生ける死者、盗人、侵奪者を罵ののしる言葉は多い。アストの手は温かかったから、まさか死人だとは思えないが、それでも領域ドメインを……いわば人の頭の中を乗っ取る力の持ち主と言われて怖こわくないわけがない。

「お礼を言わなきゃ……」

　でもアストが侵奪したのは自分を助けるためだったのに、自分はあの夜あからさまにアストを避けてしまった。あんな失礼な真ま似ねをして、いまさらどんな顔をして話しかけたらいいのかわからない。

　数日間、リトフィアはずっとこの調子だった。いつも通りアストの後ろをついて歩いているが、ぐるぐると悩なやんでばかりでいっこうに話しかけられない。

「アスト、……あの」

　意を決して顔を上げてみたが、自分がのろのろ歩いている間にアストは数十メルトル先に行っていた。他の学生に紛まぎれてもうほとんどその姿は見えない。

「……ううう」

　慌ててまた追いかけるリトフィアを、周囲の学生たちが怪け訝げんそうに見つめてきた。だがそれも一瞬のことで、すぐに友人たちとの会話に戻っていく。

　結局、アストは不審者と大蛇のことを学院側に報告しなかったらしい。闘技大会を控え、学生たちは学内での小火など気にもせず浮き立たっている。

　大蛇を生み出した腕輪にしても壊こわれていた上、攻撃魔術を封じた使い捨ての魔道具は貴人が護身用に持っていることが多い。持ち主を調べることはかなり難しいだろう。

「あら？」

　廊下の向こうで、アストが立ち止まって同級生と話していた。それだけで一いつ瞬しゆん羨うらやましくなるが、アストは彼かれから何か受け取っている。

「手紙……かしら」

　視線の先ではアストも首を傾げていた。







「急に呼び出して悪かったな」

「いきなり言こと伝づて寄よ越こすから、いったい何事かとは思ったけどな」

　アストが学内の喫茶室カフエに入ると、エルゼが席を立って小さく会え釈しやくしてきた。

　学内には食堂のほかに飲み物や軽食を扱あつかう喫茶室がある。酒こそ出ないが街の酒場バーのように学生たちの交流に使われており、たびたび噂うわさの発信源にもなるという。

「しかし、こういうところは落ち着かないな」

「安心しろ、珈琲コーヒーの代金くらいは私が持ってやる」

　貴族たちの間で流行しているという黒ずんだ飲み物をアストの前に置き、エルゼはふんぞり返った。どうせアストが貧びん乏ぼうだという話もこの部屋から広まったのだろう。

　いまさらエルゼに張る見み栄えもないのでアストは素す直なおにたかることにする。

「そりゃどうも。それで俺おれに何の用だ、ベルゲン公女」

　エルゼに促うながされるままアストはソファに腰を下ろした。エルゼはぎゅっと唇くちびるを引き結んでからおもむろに顔を上げ、口を開く。

「その……私を助けてくれて感謝する、アスト・パラダン」

　その言葉とエルゼの睨み付けるような視線に、アストは何度か目を瞬まばたかせた。

「壁にへばりついてた時のことか。別に礼を言われるほどのことじゃ……」

「それは為なす術すべもなかった私への嫌味か？」

　エルゼのその言葉こそ当てこすりだ。アストは肩をすくめて珈琲をすすり、眉を寄せた。

「……何だこりゃ」

「その苦さが美う味まいと、最近もっぱらの評判なのだ」

「金持ちと暇ひま人じんの考えることはわからん」

「――それから、悪かったな」

「ん？」

　アストがカップから顔を上げると、エルゼはアストの目を見つめてから頭を垂れた。

「貴様が侵奪者であることは、リトフィア殿下にも伏ふせていたのだろう。私を助けてさえいなければ、貴様なら侵奪しなくとも殿下を助けられたのに」

「ああ、……まあな」

「立場を偽いつわって学院に入ってきたのは厳げん罰ばつものだが、おそらくセドリック陛下の意向が絡んでいるのだろうし、それを裁くのは私ではない。殿下も混乱しているようだし……」

　とはいえ原因はリトフィアやエルゼではなくアストにあるだろう。真実を言えない事情はあったにしろ、リトフィアが自分を慕ってくれるなら、後ろ暗い秘密は持つべきではなかった。いまさら言い訳しようにも彼女には避けられてばかりだが。

「……しかし、あんたからそんな殊しゆ勝しような言葉を聞けるとは思わなかったな」

　正直、アストは自分が侵奪者であるとエルゼが学内に暴露して回ると思っていた。エルゼがアストの立場に慮おもんぱかる理由などないし、むしろ貶おとしめたかったのではないか。

「随ずい分ぶん見くびられたものだな、私は」

　エルゼは美しい眉を跳ね上げた。

「私が恩を受けた相手を陥おとしいれるような真似をするとでも？　たとえ憎にくむべき相手であろうと礼は言うし、それ以上のものを返さねばならん。そうしなければ情が残り、心置きなく仇あだを討うてないではないか」

「そりゃごもっとも」

　アストは苦笑いして「降参だ」とばかりに両手を挙げた。

「それにしても、侵奪者……か。私も初めて会った」

「学生をクビになっても、研究材料としてなら学院ここにいられるかもな」

　アストとしては自じ虐ぎやくのつもりだったのだが、エルゼは真ま面じ目めな顔をして腕うで組ぐみする。

「私は研究者肌はだの人間ではないから、詳くわしいことはわからないが……」

「前に自分でかなり調べた。原因不明で元に戻る方法もない、とさ」

「いや、昔それに関する話を読んだ気がするのだ。……そうだ、実家の古い文ぶん献けんだ」

「本当か！」

　アストは思わず身を乗り出し、カップの中身をこぼしかけた。エルゼはこめかみに手を当ててしばし思い出す仕草をする。

「ベルゲン公国の年代記クロニクル……数百年前の父祖の覚え書きに書いてあった。――確か、初代天てん帝ていの逸いつ話わについてだと」

　初代天帝が大陸すべてを己おのれの領域ドメインに収めて大陸に君臨したという伝承を、まずエルゼは前置きとした上で、

「以前の貴様が展開できた領域ドメインはおそらく最大でも一キロムに達するか否いなかといったところだろう。それでも他の魔術師と比べたら驚きよう異い的てきなのだが。だがこの大陸は何千キロムある？　あり得ないだろう、一人の人間がそんな領域ドメインを持っているというのは」

「……神々に授さずかった力だと、天帝と聖堂は言ってるな」

「我わが父祖は不ふ遜そんにもその謎なぞの解明に挑いどんだのさ。……結論から言えば、初代天帝は他人の領域ドメインを盗る能力があったのではないか、と記してあったと思う」

「自分の領域ドメインで足らないなら他人のも足してしまえ、ってか？」

　二人は声をひそめた。天てん帝てい直ちよつ轄かつのこの学院であからさまに天帝を批判するのはまずい。

　天帝の御み業わざの正体がただの寄せ集めだというのは、下手に聞かれたら聖堂の異い端たん審しん問もん官かんが飛んで来かねない醜しゆう聞ぶんだ。

「問題はこの〝盗る〟の意味だ。もしも領域ドメインだか魂たましいだかを人の身体から抜き取れるのだとしたら、盗られた人間は空白の……貴様のような侵奪者になるのではないか」

　エルゼの言葉が進むにつれ、アストの表情が凍り付いた。

　自分がいきなり領域ドメインを失ってしまった理由。それは誰かに盗られたからだとすれば説明できるのではないか？

「もし本当に、そのような……他人の領域ドメインを奪って集める力の持ち主がいるのだとしよう。だとすれば、そいつは」

「――そいつは少なくとも、初代天帝と同じ力を持ってるってことになるな」

　二人とも黙だまり込み、互たがいの引きつった顔を見つめるしかなかった。

「ま、あんたの先祖が知っていたことが正しければ、の話だけどな」

「そ、そうだな！　件くだんの父祖はあまり記録が残っていなくてな、真実なのか妄もう想そうなのかも定かではないのだ」

　アストは肩をすくめ、エルゼも一気にまくし立ててから珈琲を一息に飲もうとして、

「……苦い」

　呻うめいてテーブルに突つっ伏ぷした。

「あんたがさっき、苦いのが美味いって言ったんじゃないか」

　アストはだんだん味に慣れてきたのでちびちびと飲んでいる。エルゼは顔を真っ赤にして一気にカップに残った珈琲を片付け、今度は咽むせた。

「そこで強がってどうするんだ……」

「うるさい、貴様に弱よわ味みを見せるなどとあってはならんのだ！」

　弱味というよりただ間ま抜ぬけなだけな気がしたが。

「それにしても、初代天帝ねえ。そんなはるか昔のお偉えらいさん、俺には縁えんもゆかりもない相手だと思ってたんだがな」

「セドリック陛下の一の騎き士しだった貴様が、何をのんきなことを言うのか」

　エルゼが呆あきれた顔をし、アストは思わず遠い目をして天てん井じようを仰あおぐ。

「セドリック陛下は慧けい眼がんだったな。天帝について知りたいなら学院以上の場所はない」

「俺はただ馬力の大きい一兵卒で、戦略だの政治だのを考えるのはセドリックの仕事だったんだよ。その俺が力を失ってから天帝が云うん々ぬんというんだから、世の中よくわからん」

「もしも貴様が領域ドメインを失わずにすんだとしたら、天帝を目指そうとは考えたか？」

「ないな。普ふ通つうにセドリックの所にいたか、田舎いなかに帰ってた」

「……そうか」

　ふとアストはセドリックの「君が天帝になれれば」という言葉を思い出す。もっともたとえ領域ドメインを失っていなかったとしても、それができたとは思えないが。

　エルゼはどこか残念そうにため息をついてから立ち上がった。

「これで私は貴様への借りをひとつ返したということでいいか？」

「つくづく義ぎ理り堅がたいな。十分だよ。感謝する、ベルゲン公女」

　その言葉にエルゼは意外だとでもいうように目を丸くし、それから頬ほおを赤く染めた。

「礼などとっ……いや、貴様は何を安あん穏のんとしているのだ。あとひとつ借りを返したそのときが最後なのだぞ」

「まだ諦めてなかったのか……」

「当然だ。貴様が何者になっていようと、私は勝たなければ父と民たみへの示しがつかん」

　エルゼの言葉は母国と婚こん約やく者しやの恨みというより、アストに勝つこと自体が目的になっているようだった。いや、もしかしたら彼女は最初からそのつもりだったのかもしれない。

　そしてエルゼは立ち去りざま、

「それからいい加減に私のことをベルゲン公女と呼ぶのは止めろ。この学院では出自が何であれ同等だ。貴様に公女と言われたところで不ふ愉ゆ快かいでしかない」

　かつかつと遠のいていく足音を聞きながら、アストはカップの底に残った珈琲を呷あおった。
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　ぽん、ぽん、と空気を叩く音とともに頭上に色とりどりの花が咲さく。

　式典用の魔術で七色の光の粒つぶを散らせるのだ。虹にじ色いろの光は校舎や寮といった建物に降り注ぎ、青空や屋根、金の飾かざりの色しき彩さいと相まってさらに鮮あざやかに輝かがやく。

「なかなか賑にぎやかなものなんだな」

　闘技大会をしょせん学校行事だと侮あなどっていたアストだが、目の前の華はなやかさは王の戴たい冠かん式しきと遜そん色しよくないかもしれない。違いは押し寄せる群衆の大だい歓かん声せいがないことくらいか。

　校舎正面の広場には大会参加者がおり、緊きん張ちようと興奮を押し隠かくしながら並んでいる。

　やがて学長が正面のバルコニーに現れ、厳おごそかに開会を宣言した。







　闘技大会は数日がかりで行われる。

　試験で人数を絞しぼってはいるが、少なくない数の学生が参加するので長丁場となるのだ。

「……でも、俺は特にやることないんだよな」

　ぽりぽりと頭を掻かくアストの隣となりを、ずしん、ずしん、と地じ響ひびきを立てながら、土と岩でできた巨きよ大だいな人形が通り過ぎていった。

　泥人形ゴーレムの魔術を講師か大会運営委員が使っているのだ。操作が難しく領域ドメイン内でしか動かせないため使い勝手は良くないが、荷物運びには重宝される代物だ。

　改めて校内を見み渡わたしてみる。

　演習場には突とつ貫かん工事で試合場と観客席が設しつらえられており、そこを商人よろしく数名の学生が軽食を売り歩き、なぜか楽器を持ち出している学生もいた。

「本当に祭りなんだな、これは」

　学生の大半は王おう侯こう貴族の出身であり、普段は厳格な生活を送っているが、今日ばかりは校内の空気は城下町で開かれる市場とも変わらない雑多さだ。

　七色の光や泥人形のようにあちこちで魔術が使われているのが外界との違いか。演習以外で魔術を使うのは禁止されているのだが、大会中はこれもお目こぼしされるようだ。

「久しぶりですね、アスト君」

　唐とう突とつに後ろから掛けられた声に、アストは胡う乱ろんな顔で振ふり返った。

　いつの間にか後ろにアルヴィンがいた。存在感も相変わらずで、周囲の学生がいっせいに聞き耳を立てたのがわかる。

「あれ？　今日はあんたの右みぎ腕うでは一いつ緒しよじゃないのか」

「ジェレミアは数日前から高熱で伏せってましてね。大会も欠場するとのことです」

「そりゃ残念だったな」

「残念というなら、君が参加を辞退したこともです。ぜひともセドリック陛下の切り札、バルテノム最強の魔ま術じゆつ師しとお手合わせ願いたかったもので」

「……それは失礼」

　アルヴィンの魔術を見たことはないが噂はあれこれ聞こえてきた。学生たちが優勝者で賭けをやろうとしたら、みなアルヴィンに賭けてしまって賭と博ばくが成立しなかったとか。

「ところで生徒会長殿どのにひとつ聞きたいんだが、この学院の地下に埋うまってるものに何か心当たりはあるか？」

　先日の一件後、炎の大蛇に荒あらされた跡からアストは古びた煉瓦の破は片へんをいくつか見つけていた。肝かん心じんの何かはおそらく不審者が持ち去ってしまっただろうが、何か隠されていたことだけは確かだ。

　いきなりの質問にアルヴィンは一瞬だけ眉まゆ根ねを寄せたが、

「この学院は、初期の……三代目の天てん帝てい猊げい下かが御おん自みずから出しゆつ陣じんされたという戦の跡に建てられていますからね。当時の遺物が見つかる可能性はあります」

「そういえば前にリトフィアも言ってたな。……じゃあ、この学院に外部から侵しん入にゆう者しやが入り込んでくる可能性は？」

「この学院は天帝直轄の、何なに人びとにも侵おかされてはならない場所です。周囲の森も含ふくめて監かん視ししていますし、不可能とは敢えて言いませんが、難しいことは確かですよ」

　そして少なくともここ最近そんな報告はないと、アルヴィンは付け加えた。

「ところで君はおそらく大会中は暇ひまでしょう？　だったら僕ぼくたちと一緒に観戦はどうです。生徒会の特等席にご案内しますよ」

　リトフィアほどではないにしろ、アストとしてもアルヴィンはあまり心許せる相手ではないのだが、先に質問してしまった手前断りづらい。

「……わかった」

　そこで学生たちがいっせいにざわめき、興奮した顔で我先にと演習場に走っていった。

「ああ、今対戦表が張り出されたみたいですね」

「先に出しておくものじゃないのか、そういうのは」

「不正……妨ぼう害がい行こう為いなどの防止策ですよ。まあ、僕はこうして持っているわけですが」

　しれっとアルヴィンは懐ふところから折りたたまれた紙を取り出した。

「生徒会長の権力ってのはセコいもんだな……」

「融ゆう通ずうを利きかせたと言って欲ほしいですね。それからそこのお姫ひめ様さま、君もこちらにどうぞ」

　少し離れた場所からこっそり二人の様子をうかがっていたリトフィアは、アルヴィンに呼びかけられて跳び上がった。

　リトフィアは迷ったようだった。アストとは気まずくアルヴィンの世話にもなりたくないのだろう。だがしばしの逡しゆん巡じゆんの後、リトフィアは二人のもとに駆け寄ってきた。

　二人は同時に渡された表を覗のぞき込む。

　アストが片方の眉だけ跳はね上げ、リトフィアは一瞬にしてその顔を青ざめさせた。

「……一回戦は、ベルゲン公女か」
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「あれはリトフィアのせいではないと私は言ったのだけどね。でもあの子はまだ引きずってるんだな」

　しばらく前……リトフィアに魔術の指南役を引き受けた後、実はアストはセドリックに相談を持ちかけていた。彼女が魔術が苦手なのは何か原因があるのではないかと。

　アストの問いに、手鏡の向こうのセドリックは眉根を寄せてそう答えたのだった。

　――五年前にバルテノムの皇位継けい承しよう戦争が起きた原因は、前代の国皇が長男のセドリックを廃はいし、甥おいを皇太子に据すえたことだった。

　十年ほど前、セドリックとリトフィアの母である皇こう妃ひが国皇殺害を謀はかったとして捕とらえられる事件が起こったのだ。皇妃は無実を訴うつたえたもののやがて牢ろうの中で亡なくなった。

　皇妃の子であるセドリックも投とう獄ごくせよという意見もある中、国皇はセドリックを廃はい嫡ちやくし辺境に封じるのみとした。国皇は妃きさきを失ったが子供たちはかろうじて守ったのだ。

「当時の宮きゆう廷ていは真っ二つに割れていてね、母上と一部の貴族の対立がひどかったんだ」

　劣れつ勢せいに回った貴族たちが皇妃を陥れたことは誰だれの目にも明らかだったが、決定的な証拠がなく国皇も皇妃を庇かばいきれなかったのだ。

　皇妃が夫を殺そうとした証拠とされたのは、後宮で起きた爆ばく発はつ事故だった。

　その日、後宮には皇妃とセドリック、そして幼いリトフィアがいた。

　リトフィアの領域ドメインの広さは物心つく前に判明していたため、彼女は幼い頃ころから魔術の勉強をさせられていた。しかしまだ言葉もおぼつかない子供のこと、魔ま法ほう陣じんをきちんと描えがいて魔術を発動させるのは難しい。

　幼いリトフィアは魔術の制御に失敗し、なまじ領域ドメインが広かったために後宮の一部を吹ふき飛ばしてしまったのだ。

　暴発が起きたのは国皇がやってくる予定の時刻だった。だが偶ぐう然ぜん国皇は用事があって難を逃のがれ、リトフィアはむろん父親を巻き込むところだったとは知らなかった。後宮の侍じ女じよたちにも怪け我が人にんは出なかったという。

　けれど「これは謀む反ほん以外の何者でもない」と反皇妃派は声こわ高だかに主張したのだ。

「とどのつまり母上は政争に負けたんだ。リトフィアの件がなくても近いうちに別の理由で失しつ脚きやくしていただろうさ。父上には貴族を無視できるほどの権力はなかったし」

　皇妃の獄ごく死し後に皇太子の地位は継けい承しよう権けん第二位の従弟いとこに移り、兄妹きようだいは辺境で成長した。そして父である国皇の崩ほう御ぎよ後、セドリックは皇位奪だつ還かんと皇妃の名めい誉よ回復を掲かかげて兵を挙げ、アストを擁ようして皇都に進軍することになる。

「とはいえ、子供が自分のせいじゃないと簡単に割り切れるもんでもないよな」

　幼いリトフィアは「自分のせいで母が連れて行かれ、そして死んだ」としか理解できなかったはずだ。母の名誉が回復され、セドリックが「お前のせいではない」と言い聞かせても、自責の念は消えないだろう。

「だから……なのかな」

　魔術に失敗したら、魔術を使ったら、また誰かを失うのではないかという恐怖だ。

　アストに語った天帝になるという夢も「力が欲しい」という想おもいも本当なのだろう。だが彼女の中でその二つが噛かみ合あっていないのだ。

「さて、どうしたもんかな」

　定時連れん絡らくを終えてセドリックの姿が鏡から消えた後、アストは思案した。

　過去の不幸な出来事についてはもうアストにできることはない。リトフィア自身が乗のり越こえるしかないことだ。

　それに大会まではもう時間がない。いくつか対策は考えられるし、それを教えることもできるが、結局のところは彼女の意志の強さに賭かけるしかないだろう。
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　大会は順調に進み、とうとうリトフィアの出番がやってきた。

　演習場を区切っていくつか設けられた試合場に、リトフィアはおそるおそる足を踏ふみ入いれた。向こう側には既すでに対戦相手が入場している。

　高く結ゆい上げた銀ぎん髪ぱつが翻ひるがえり、切れ長の瞳ひとみがきっと自分を見み据すえたのがわかった。

「エルゼさん……」

「殿下。まさか初戦の相手があなたとは思わなかった」

　エルゼも対戦表を見て驚おどろいたことだろう。リトフィアを見つめるその顔は複雑そうだ。

「だがあなたはアスト・パラダンの弟で子しだ。全力で行かせてもらおう。お覚かく悟ごを」

　エルゼの魔術は図書館で見て知っている。アストには徒手であしらわれていたが、それでもリトフィアよりははるかに上だろう。

　でも自分とて何もしなかったわけではない。アストに……〝英雄〟に魔術も戦い方も教えてもらったのだ。今はそれを信じるしかない。

「――では、始め！」

　審しん判ぱんの宣言とともに、試合場の地面が赤と緑に燦さん然ぜんと輝いた。







　自分の領域ドメインを定めることから始まる魔術において、面と向かって魔術師同士が戦うというのは本来かなり変則的だ。

　魔術は強力ではあるが決して万ばん能のうではない。魔ま力りよくの基き盤ばんとなる領域ドメインを確保する都合上、複数の魔術師の連れん携けいがきわめて難しいのと、臨機応変に魔術を使える者は少数派だからだ。戦せん闘とうにおいては防衛戦、待まち伏ぶせといった運用が基本である。

　かつてアストが重用されたのは彼の領域ドメイン面積が規格外だったせいもあるが、彼は剣けんや馬にも長たけており、機動力が高かったことが大きい。

　学院の闘とう技ぎ大会においては、魔術師の力を制限する規定ルールが定められている。

　試合場を超こえて領域ドメインを展開しないこと。これは審判や他の学生に被ひ害がいを及およぼさないためで、勝ち進むごとに試合場も広くなり強力な魔術を使うことができる。

　とは言っても一回戦でもある程度の広さはあるし、敵の面前でのんきに大魔術を練り上げている暇はないので、この規定は逆に現実的とも言える。

　つまるところ魔術の試合とはいかに先んじて領域ドメインを展開し、防ぼう御ぎよを突とつ破ぱするかだ。

　単純な馬力ばかりでなく戦術も必要だ。

　そして魔術の撃うち合いのほかに、この試合での戦術はもうひとつある。

「……うまくやってくれよ」

　アストの前でリトフィアは領域ドメインを展開した。今のリトフィアにできることはたかが知れているので、アストが教えたことも複雑ではない。ただ彼女が実行できるかどうかだ。

「へえ？　これはこれは」

　試合を眺めていたアルヴィンが面おも白しろそうに笑う。

　二人と観客の目の前で、少女たちは同時に動いた。







　リトフィアは自分の周囲数メルトルに領域ドメインを展開し、意識を集中した。

　アストの指示はまず「領域ドメインをできる限り狭せばめろ」だった。リトフィアの領域ドメインは学院でも有数の広さだが、逆にそれが仇になって領域ドメインを掌握しきれていないのだ。ならばいっそ必要最低限の面積にしてしまったほうがいい。

「うまくいって……」

　リトフィアの手の中に赤い火花が生じた。細長い棒が生成されていき、やがて金属の光こう沢たくを持つ。その先せん端たんがずっしりと重く膨ふくらみ鈍にぶい刃はの輝きを帯びた。

「戦斧ハルバード？」

　リトフィアが構築した武器は、柄えは彼女の身長より長く、刃は岩いわ肌はだのようにごつごつと荒あら削けずりだった。斬きるのではなく叩たたき潰つぶすのに特化した、およそ小こ柄がらな少女が握にぎるのには似つかわしくない代しろ物ものである。

「バルテノムの紋もん章しよう旗か！」

　観戦していた学生の誰かが叫さけんだ。

　バルテノメア家の始祖は神から授かった雷神の石斧ウコンバサラを軽々と振り回まわしたと伝えられ、家か紋もんにもその意い匠しようがある。リトフィアはその伝承を自分の魔ま術じゆつの題材に選んだのだ。

　巨大な斧はリトフィアには重さを感じさせないが、実際には見た目通りの重量がある。魔力で編まれた武器にはそうした補助機能を持たせることも可能だ。

　だが魔術の試合においていきなり武器を作る者など滅めつ多たにいない。観客はざわめき、

「アスト・パラダンの入れ知ぢ恵えか」

　エルゼも険しい顔でリトフィアと観客席のアストを睨にらみ付つけた。

「……できた」

　柄を両手で握りながらもリトフィアは信じられない思いだった。武器生成は魔力量はさほどではないが難易度が高い。今まで簡単な魔術だって失敗してばかりだったのに。

　だが、これからが本当の戦いだ。

「――行きますッ！」

「あの男のことだ、どうせろくでもない策を考えているのだろうな！」

　雷石斧ウコンバサラを振りかぶって飛び込むリトフィアを、エルゼは一いち撃げき目を大きく跳とんで避さけた。だが攻こう撃げきを空振りしたリトフィアはすぐに体勢を立て直し、くるりと雷石斧ウコンバサラを回転させて石いし突づきで追つい撃げきする。

　エルゼはさらに後退しながら素す早ばやく魔法陣を描き、得意の光の矢を撃ち出した。
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　至近距離からの射しや撃げきだ。リトフィアに避ける術はないかと思われたが、

「えいっ！」

　少々気の抜ぬけた掛かけ声ごえとともに、二人を薄うす赤あかい光の紗幕カーテンが隔へだてる。矢はこの魔術の盾たてによって防がれ、音と火花を散らしつつ粒りゆう子しとなって消えた。

「殿でん下かが……まさか、ここまで」

　間合いを取りつつ今度こそエルゼは愕がく然ぜんとした顔をした。盾は基本的な魔術だが、落ちこぼれのリトフィアが的確に使いこなすとは思わなかったのだろう。

「……失礼した。あの男はともかく、私は殿下のお力も見誤っていたようだ」

　リトフィアがアストに教えられた戦い方の二つ目がこれだった。

　多くの魔術をリトフィアが使いこなすのは難しい。ならば雷石斧ウコンバサラと盾の魔術だけ確実に体得しておいて、必要に応じて切きり替かえたほうがいいと。

　そして最後にもうひとつ。

　雷石斧ウコンバサラを前に魔法陣を構築する暇はないと思ったか、エルゼも矢と長ちよう剣けんのみに切り替えた。横薙なぎの雷石斧ウコンバサラの一撃をエルゼはかろうじて剣の腹で弾はじいたが、接せつ触しよくと同時に岩石の刃が電光を発する。

「くっ！」

　エルゼはとっさに剣から手を離はなして地に伏せる。直後、雷神の斧に相応ふさわしく電光と爆ばく風ふうは轟ごう音おんとともに試合場を吹き荒れた。

　――相手に向けて魔術を放とうと思うな、とアストは言った。

　アストの指示で、雷石斧ウコンバサラには打だ撃げきの瞬しゆん間かんに電でん撃げきと爆風を起こせるよう設定してある。武器を振るい、相手に振り下おろしたら、そこから力を叩きつけろと。

「……うわ、凄すさまじいな」

「あれも一応、魔術で戦ってるからアリなのか」

　観客たちがどよめいて顔を見合わせ、その眼前でエルゼは舌打ちしながら跳ね起おきた。

「そういえば、父があの男は魔ま剣けん使いだと言っていたな！」

「……わたしは、できる」

　アストに言われた言葉をリトフィアは念じるように呟く。

　いける。自分は今、あのエルゼを相手に有利に戦っている。これなら！

「こういうことか。……なるほど、面白い！」

「まだですっ！」

　吠ほえるエルゼに、リトフィアはなおも踏み込んだ。







「これはもう、魔術というより剣けん術じゆつの試合ですね」

「別に、馬ば鹿か正しよう直じきに魔術の撃ち合いをしろって規定もなかったしな」

　呆れたようなアルヴィンの呟つぶやきにアストはしれっと答えた。

　これは軍時代にアストがよく使っていた戦法のひとつである。混戦状態で敵だけに魔術を当てることが難しい場合、魔剣を振るって戦うのだ。強力な魔剣にアストの剣術が組み合わさっては手の出る者はほとんどいなかった。

「おっと、今のは危なかったですね」

　目の前ではリトフィアたちがなおも試合を繰くり広ひろげている。

　リトフィアがエルゼの足あし元もとを狙ねらって雷石斧ウコンバサラを振り下ろす。エルゼは危なげなくそれを受けたが、刃からまたもや爆風が発生した。

　足元をすくわれてエルゼは派手に転倒し、そこを逃さずリトフィアが追いすがる。

「選せん抜ばつ試験もそうだったが、妙みように土ど壇たん場ばに強いんだよな」

　エルゼの魔術の技量は知っているが、リトフィアの集中力もたいしたものだった。

「くそっ、なんでそこで牽制フエイントに引っかかるかな」

　闘技大会では場外からのあからさまな助言も禁止だ。小さく「そこだ」だの「行け」だのと呟くアストを、アルヴィンがどこか胡乱げに見つめた。

「リトフィアはともかく、君も楽しそうですね、アスト君」

「俺が？」

「君がそこまで彼かの女じよを勝たせたかったとは予想外でした。セドリック陛下の妹君とはいえ、他人の面めん倒どうを見たがる性しよう分ぶんとは思えなかったので……いや、失礼」

　アルヴィンは皮肉のつもりだったようだが、アストは逆に首を傾かしげた。

「楽しい……のかな」

　当初は魔術の演習を眺ながめるのも複雑な気分だったが、今は確かに、自分が戦っていたときとは違ちがう高こう揚ようを感じている。それは相手がリトフィアだからか否か。

「それに勝てるかどうかはともかく、彼女が魔術が苦手な原因は少しわかった」

　魔術を暴発させて母を死に追いやったとリトフィアが思っているのであれば、当時とは別の魔術の使い方をさせてみればいい。侵しん奪だつの一件で途と中ちゆうまでしか教えられなかったものの、リトフィアは教えたことを忠実に守ってくれたようだ。

「しかし、リトフィアは序じよ盤ばんで勝負を決めてしまうべきでしたね。圧されてきている」

「基本的にはベルゲン公女のほうが上だからな」

　最初こそ雷石斧ウコンバサラを振るって優位に試合を進めたリトフィアだったが、すぐにエルゼに動きの癖くせを見み抜ぬかれたらしく、試合は膠こう着ちやく状態に陥おちいりつつあった。そうなれば武芸にも優すぐれたエルゼのほうが有利だ。

「さて、どうなる……」

　呟いたところで、アストとアルヴィンは同時に顔色を変えた。







「はあ、はあ……」

　リトフィアは荒あらい息で雷石斧ウコンバサラを握り直した。いくら武器の重さはないとはいえ、エルゼの一挙一動を見み逃のがさずに魔術を維い持じし続けているのだから疲ひ労ろうも並なみ大たい抵ていではない。

　向こうのエルゼも似たようなものだ。だが彼女の周囲の領域ドメインはいまだ輝きを失わない。

「……わたしは、できる」

　呪じゆ文もんのように呟きながら、リトフィアは残りの気力を振り絞ってエルゼに立ち向かい、雷石斧ウコンバサラを振り下ろした。

　両者がすれ違うと同時に領域ドメインも接触し、真円状の光が互いに圧されて歪ゆがむ。

　ひとつの領域ドメインに王は一人であり、領域ドメイン同士が接触しても互いに混じり合うことはない。複数の領域ドメインが接触した場合は面積の広い方、もしくは力量に勝まさる魔術師の方が相手の領域ドメインを押し潰す。

　――だが、まれに拮きつ抗こうした時には。

　次に両者の領域ドメインが接触したとき、不意に二人の間に引かれた境界線が溶とけた。

「……え？」

　リトフィアとエルゼはまったく同時に目を瞬かせる。

　足元で赤と緑の光が混じり合い、ぶわっと試合場に広がった。同時にひどい頭痛がしてリトフィアは苦鳴を上げて地面に膝ひざをつく。領域ドメインから意志に異物が入り込み、侵しん食しよくしてくるのがわかった。

　一いつ瞬しゆん、アストがエルゼの領域ドメインを侵奪したことを思い出した。しかしアストは今は離れた場所にいるし、エルゼも目の前の地面に倒たおれて苦しそうにもがいている。

「何が、……起きて」

　自分の領域ドメイン内のことはすべて把は握あくできるはずだ。だが今、どこまでが自分の領域ドメインなのかがわからない。赤と緑が混じり合って泥どろ水みずのような色合いとなり、地面に染しみこんでいくかのようだ。

「そんな……」

　やっと少しだけでも強くなれたと思ったのに。やはり自分は偉い大だいなる兄のお荷物、落ちこぼれでしかないのだろうか。

　じわっと目に涙なみだが浮うかぶ。自分がどこにいるのか、何をしているのか、意志ドメインが混こん濁だくするとともにそれすら曖あい昧まいになっていった。







　アストとアルヴィンは同時に椅い子すを蹴けって立ち上がり、試合場に駆かけ寄よった。

「これは……相そう互ご干かん渉しようという奴やつですかね？」

「だな。俺おれもそうそう見たことはないが」

　ごくまれに領域ドメインが反発ではなく共鳴し、互いに境界線を見失ってしまうことがある。二人分の領域ドメインが混じったように見えるがここに魔法陣を描くことはできず、意図的に起こせるものでもないので、魔術師が領域ドメインを広げる手段として使うことはできない。

「元に戻もどす方法はご存じですか？」

「領域ドメインを掌しよう握あくし直せばすぐに消える。……なんだが」

　エルゼは気を失って倒れており、リトフィアは試合場に呆ぼう然ぜんと座すわり込んでいる。

　講師が試合中止を宣告し、学生たちに避ひ難なんするよう指示を出し始めた。だが領域ドメインは広がり続けているし、このままではいつ魔術の暴発が起きるともわからない。

「……まずいな」

　おそらく混濁した領域ドメインをまとめて侵奪すれば収しゆう拾しゆうは付くはずだ。

　一瞬、セドリックの任務が頭をかすめた。大勢の学生の前で侵奪すればアストの正体も知られてしまう。だがリトフィアが危険に晒さらされているこの状じよう況きようを見逃せとは、さしものセドリックも言うまい。

「アルヴィン殿下、いかがしましょう……」

　アストの横で講師の一人とアルヴィンが相談を始めた。生徒会長とはいえアルヴィンはまだ学生である。本来ならばこれは講師たちが対処すべき事態のはずだが。

「アスト君、君はどう思います？」

　屈かがんで地面に手を付こうとしていたアストは、問われて慌あわてて顔を上げた。

「あ？　ああ。とりあえずこの領域ドメインを囲い込んで狭めるのが先決じゃないか」

「なるほど。……そういうことなら僕が引き受けましょうか？」

　アルヴィンは含みのある笑えみを浮かべる。そして地面に踵かかとを打ち付けると同時、波は紋もんのように青い光が広がった。

「……これは、広いな」

　アストは瞠どう目もくする。アルヴィンの領域ドメインはたちまち演習場を覆おおい尽くすほどの広さとなり、青空にも似た光は目に眩まぶしいほどだ。面積だけでもリトフィアと同じかそれ以上、しかもアルヴィンは愛あい想その良い笑みを崩くずしていない。

　講師たちがアルヴィンに遠えん慮りよしている理由がよくわかった。おそらく彼かれの領域ドメインは学院のどの講師よりも上、かつてのアストにすら匹ひつ敵てきするかもしれない。

　アルヴィンはたちまちリトフィアとエルゼの領域ドメインも囲い込んでしまった。境界線のぼんやりとしていた領域ドメインは四方から圧されて輪りん郭かくを取とり戻し、じりじりと縮まっていく。

「……なかなかきついですね」

　そう言いつつもアルヴィンはなお余よ裕ゆうの表情だ。

　暴走した領域ドメインはもはや十数メルトルにまで押し潰されていた。アルヴィンが問題ないと見て取るやアストは二人のもとに駆け寄り、まずエルゼを抱だき起こして頬を軽く叩く。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「う……、き、さま」

　意識を取り戻したエルゼが呻く。直後は状況がわからなかったようだが、すぐにアストの指示に応じて自分の領域ドメインを制せい御ぎよし直し、試合場から消去した。

「……で、問題はこっちか」

　エルゼを降ろしてアストはリトフィアの前に膝をつき、そっと肩かたに手を乗せる。

「あ、……わたし、また」

　とたん、リトフィアはびくりと肩を大きく震ふるわせた。

　その顔は青ざめて目には大おお粒つぶの涙が浮かび、もはやアストにすら怯おびえているようだ。

　いまさらのようにアストは不安になった。なにしろまだ仲なか違たがいしたままである。はたしてリトフィアが自分の言葉に耳を傾かたむけてくれるか否いなか。

「いいか、これは君のせいじゃない」

　唇くちびるをわななかせるリトフィアの耳元でアストはゆっくり話しかけた。

「誰も君を責めないし、誰も傷つきはしない。わかるな？」

「……はい」

　こくりとリトフィアが小さく頷うなずいたのに、アストはひどくほっとした。

「領域ドメインは把握できるか？　少しずつ縮めて……」

　アストの言葉に暗示をかけられたかのように、少しずつ、少しずつ、リトフィアはアストの言うとおりに息を整えていった。暴走した領域ドメインはリトフィアの赤色に戻っており、その柔やわらかな光が呼吸に合わせて明めい滅めつする。

　そして領域ドメインの光はゆっくりリトフィアに吸い込まれ、やがて完全に消える。

「大丈夫か？」

「わたし、ごめんなさ……」

　がくりと膝を折ったリトフィアをアストは咄とつ嗟さに腕うでの中に抱き留とめた。

「……頑がん張ばったな」

　その言葉が引き金になったかのように、リトフィアの身体からくたりと力が抜けた。アストが慌てて呼吸を確かく認にんすると、どうやら眠ねむってしまったらしい。

　向こうではエルゼもおぼつかない足取りで立ち上がっている。それを見ていたらしいアルヴィンも自分の領域ドメインを消し、ようやく演習場は元の風景を取り戻した。

　アルヴィンは講師と何か話していたが、やがて二人のもとに近寄ってくる。

「リトフィアもエルゼ嬢じようも無事だったようですね。大事にならなくてよかった」

「……ああ」

　アルヴィンはアストが抱きかかえたリトフィアを覗き込んで安あん堵どの表情を浮かべた。

「さすが生徒会長、見事なもんだな」

「君にそう言ってもらえるとは光栄です」

　そしてアルヴィンは胡う散さん臭くさくもにこやかに笑い、声をひそめた。

「――それから、せっかくの見せ場を奪うばって悪かったですね。ですが君がやるわけにもいかなかったでしょう？」

　さきほどの言葉からしても、アルヴィンはアストが侵奪者だと承知していた節がある。

「……セドリックか？」

「バルテノメア家とは付き合いが長いですから、偶然セドリック陛下の調べ物の噂うわさも聞こえてきましてね。あとは転入してからの君を見て推測したまでですよ」

「……だったら、なんで今まで黙だまってたんだ？」

「だって、それではそこのお姫様に嫌きらわれてしまうじゃないですか」

　アルヴィンはけろりと言ってのけ、そしてリトフィアを名残なごり惜おしそうに眺めてから、

「では僕はもう一働きしてきますよ。しばらくの間、彼女をよろしく頼たのみます」

　ひらひらと片手を振って立ち去っていった。

「……ん」

　アストの腕の中でリトフィアが小さく身じろぎする。

　その身体の軽さと柔らかさがアストには途と方ほうもなく不思議なものに感じられた。







　結局、リトフィアとエルゼはともに一回戦敗退という扱あつかいになった。

　領域ドメインの相互干渉は偶ぐう発はつ的てきな事故だが、天てん帝てい候補を決める闘技大会においては著いちじるしい失点と見なされたのだ。どのみち二人とも二回戦を戦えるような状態でもなかった。

　この事故によって闘技大会の進行予定はかなり遅おくれたが、上位決定戦は予定通りの期日に行われた。上位の試合になるほど時間もかかるものだが、中に一人、すべての試合を数分足らずで片付けていった学生がいたのだ。

　生徒会長アルヴィン・アーチボルトはおおかたの予想通り、圧あつ倒とう的てきな力を見せつけて今年も優勝した。
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　ぱちぱちと音を立てて炎ほのおが爆はぜ、空から七色の光こう輝きが舞まい降おりてくる。

　闘技大会の最終日の夜、演習場では後夜祭が行われていた。厳格な生活を送っている学生にとって、この後夜祭は数少ない娯ご楽らくである。

　互たがいの健けん闘とうを称たたえて学生同士の絆きずなをより強くする……という建前ではあるが、どの学生もまだ試合の興奮が残っていて、楽器を持ちだしてきて演奏する学生、それに合わせて踊おどる学生、ついでに服を脱ぬいで自警団に引きずって行かれる学生もいてかなりの無礼講だ。

　そんなお祭り騒さわぎを、アストは遠く食堂の厨ちゆう房ぼうで聞いていた。

「えーと、あとこれだけか……」

　大量の肉の塊かたまりや野菜を細かく切り刻み、漬つけ込んで下した拵ごしらえする作業である。アルヴィンに付き合わされて大会中にあまり厨房に顔を出せなかったため、そのぶんまとめてこき使われているのだ。

　きりのいいところでアストは作業を止め、包丁を持ったまま左の手首を回したり返したりした。ずっと同じ作業を繰り返かえしていると身体が固まってしまう。

　そこでがたがたと後ろの扉とびらが鳴った。

「……リトフィア？」

　苦労して立て付けの悪い扉を開けたリトフィアは、厨房に足を踏み入れた瞬間、目を剥むいて硬こう直ちよくした。

「ごめんなさ、ごめんなさいっ……」

「……へ？」

　そしていきなりへたり込んで泣き出したので、アストはぽかんと彼女を見つめる。

　考えてみれば、暗がりで包丁を手に素す振ぶりしていた自分は、傍はた目めには殺さつ人じん鬼きかちょっと危ない奴にしか見えないだろう。厨房にはランタンがひとつだけなので、暗くら闇やみにぼんやり顔と刃の輝かがやきだけ浮かんでいるのもいけない。

「俺はただ野菜切ってただけだから、君をどうこうしようとは思ってないから、な？」

　まともに話すのは一週間ぶりだというのに、アストはまずリトフィアを必死でなだめる羽目になった。

「それで、どうしてここに来たんだ？」

　そこでぐるる、とかすかに聞き覚えのある腹の虫の音が聞こえた。リトフィアは目め尻じりに赤く擦すった痕あとを残したまま、顔を真っ赤にして俯うつむく。

「だって大会中は、食事の時間も変則的だったものですからっ……」

「わかったわかった」

　アストは苦にが笑わらいして、作業を後回しにして夕飯の支し度たくに取りかかった。

　干し芋いもが見つかったのでそれを棒にぐるりと巻き付けてストーブで炙あぶり、水気が飛んだところでナイフで薄うすく削そいでいく。それと他の野菜を鍋なべに放ほうり込んでスープにし、まずまず柔らかいパンとチーズ、木の実ベリーが少し残っていたのでそれも付けた。

　暗い厨房で二人だけで食べるのも気き詰づまりなので、皿をまとめてトレイに載のせ、二人で外に出てベンチに腰こし掛かけた。

　ここからでは他の学生たちは見えないが、七色の光が遠くに見える。

　リトフィアは食前の祈いのりをすませてスープを一口すすり、小首を傾げた。

「さっき、スープに肉を入れていましたか？」

「いや、さっきの芋は炙ると歯は応ごたえが肉みたいになる。ま、気分だけでも肉を食べた気になれるスープだな」

「それはすごいですね……」

　滅多に肉が食べられない庶しよ民みんが考えた料理なのだが、それを知ってか知らずかリトフィアはしきりに感心して芋を味わっていた。

　アストは自分からはあまり話しかけず、じっとリトフィアを見つめていた。リトフィアも最初はあれこれ他た愛あいのない話をしていたものの、だんだん無口になっていく。

　スープ皿を空にした頃、ようやくリトフィアは口を開いた。

「……負けてしまいました」

　ぽつりと呟く。

「アストに勉強も戦い方もたくさん教えてもらったのに、わたしはできると思ったのに、でもやっぱり無理でした。アルヴィンはあんなに強いのに。わたしは……」

「――悔くやしかったか？」

　問われてリトフィアは顔を上げ、こくりと小さく頷いた。

　アストはその小さな頭をくしゃくしゃと撫なで、

「だったら君は頑張ったんだ。まずはそれに自信を持て。……そうやって次もまた頑張ればいいさ。ここは学院なんだ、失敗しても許されるし、君にはまだ次がある」

　顔を上げたリトフィアにアストは寂さびしげに笑った。

　次がある――その言葉の意味がわからないリトフィアではない。

「ごめんなさい。わたしは何度もあなたに助けてもらったのに、避けてしまって。……この一週間、すごく寂しかったです」

「……ん。俺も、ずっと黙ってて悪かった」

　互いに短く謝罪する。

　そして顔を見合わせて吹きだした。今までの気まずさが逆に不思議なものに思えてくるくらいに、嬉うれしく、穏おだやかな気分だ。

　そのまま二人はぼんやりとスープやパンを食はんでいたが、ふとリトフィアが口を開いた。

「そういえばアストは、兄様にわたしのことをあれこれ聞いていたようですね」

「あ……ああ」

　アストは曖昧に頷く。リトフィアには魔ま道具の手鏡のことも伝えてあるが、裏で自分のことを相談していたとあってはあまり良い気分はしないだろう。

「でも、わたしはアストのことをあまり知りません。それでは不公平です」
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　文句を言われるかと思ったが、なぜかリトフィアは上うわ目め遣づかいにアストを見つめてきた。

「ですから今度はアストの話を聞きたいです。妹さんのこととか、他にもいろいろ」

「妹……？　ああ、前にいるって話だけはしたんだったか」

　唐とう突とつな話題にアストは戸と惑まどったように頬ほおを掻かく。

「妹と言ったって君たちみたいに血が繋つながってるわけじゃなくて、孤こ児じ仲間の一人だ。俺にやたら懐なついてたからみんな妹扱いしてたんだよ」

「血けつ縁えんではなかったのですか。……お名前は？」

「マリノだよ。……今も元気でやってるかな、あいつ」

　アストはふと目を細めて空を見上げた。

「ご両親は？」

「知らない。物心つく前に、飢き饉きんの年に聖堂の前に置き去りにされてたって話だ。数年そこにいたんだが、しばらく経たって逃にげ出だして……」

　その過去をいまさら嘆なげく気はないので、アストの表情に陰かげりはない。

「裏通りで似たような奴らと一いつ緒しよに暮らしてて、そのうちの一人がマリノだな。で、街に来た傭よう兵へい団のおっさんの財さい布ふを掏すろうとしたら逆にとっ捕つかまって」

　幼いアストは逃げようとしてとっさに領域ドメインを展開してしまった。防衛本能が具現化したもので、当時は魔法陣を知らなかったから実害はなかったが、その面積が問題だった。

「狭せまい街だったが、街の区画ブロツクがいくつか飲み込まれたとかで」

　領域ドメインの広さ――魔ま術じゆつ師しとしての才能はある程度遺伝するので、魔術師には特定の一門、王おう侯こう貴族の子し弟ていが多いものの、庶民出身の者もいないではない。もしかしたら先祖に魔術師がいたのかもしれないが、今となっては知りようもないことだ。

　傭兵団の首領は驚き、アストに「自分たちと一緒に来い」と強ごう引いんに誘さそってきた。当時諸国には不ふ穏おんな空気が漂ただよっており、傭兵の出番も多かったので、アストを強力な魔術師に仕立て上げられれば儲もうけものだと思ったのだろう。

　結局マリノや仲間たちと離はなれ、アストは街を後にした。

「まあ、ここから先は君も知ってる話だろ」

　あるときアストら傭兵団はバルテノム辺境を訪おとずれ、セドリックの目に留まった。その直後にセドリックが皇位継承戦争を起こし、アストは最前線でこき使われることとなる。

「わりと人さらいに遭あってることが多いな、俺の人生……」

「兄様のやることですから」

　リトフィアはなんとなくげっそりした顔でため息をついた。

　話しながらアストはなんだか不思議な気分だった。今まで他人にこんなに身の上話をしたことはなかったように思う。

「故郷の街を離れられてから妹さんとは会っていないのですか？」

「ああ……退たい役えきした後も、なんだか帰りづらくて」

　あまり良い思い出もない故郷ではあるが、最後に見た泣きじゃくる彼女の顔は今もたまに思い出す。眠るときや……瀕ひん死しの重傷を負ったときに。

「でも、なんで俺の昔話なんかいきなり」

「わたしはずっとアストに憧あこがれてましたけど、その理由を考えていたんです。アストはバルテノム一の魔術師で、兄様の一の騎き士しでした。……でも今は違います」

　リトフィアはきっぱり言い切った。アストはさすがに鼻白むが彼女は構わず続ける。

「でもアストは昔も今もわたしを助けてくれて、エルゼさんだって助けてました。わたしが目指していたのはただ強い魔術師ではなくて、そういう人です。――領域ドメインを失ってもそれは変わらなかった」

　そしてアストの耳元に顔を寄せ、リトフィアは恥はずかしそうに囁ささやいた。

「あのときからずっと、あなたはわたしの〝英えい雄ゆう〟です」







第四章　王を束ねる者







　闘技大会の一週間後、ふたたび学院で大きな行事が行われることとなった。

　大会の上位入賞者の表ひよう彰しよう式典である。後夜祭でやっておけばよさそうなものだが、天帝候補の育成という建前があるためか、聖堂にいる高位の神官たちもやってくるらしい。

　しかも今年はもうひとつ大きな要素があるという。

「天帝が学院に来る……ってのは、そんなに大事なのか？」

「大事なのだ、この馬ば鹿か者もの！」

　アストが首を傾げたところ、たまたま通りかかったエルゼが顔を赤くして怒ど鳴なってきて、リトフィアにすら少し呆あきれた顔をされてしまった。

「だって学院は天てん帝てい直ちよつ轄かつなんだろ？」

「それはそうだが、天帝……当代の猊げい下かはここ数年、まったく公の場にお出ましにならないのだ。もうだいぶお歳としでいらっしゃるし……」

「じゃあ今回学院に来れば、数年ぶりの公式行事ってことか」

「ああ。私もお顔を拝見するのは初めてだ」

　リトフィアも同じように頷いた。王族といえどもそう簡単に会えるものでもないらしい。

「……それに、いささか不ふ吉きつな噂もあるしな」

　エルゼは声をひそめた。

　現在の天帝は二十年ほど前に帝てい位いに即ついた人物で、六十歳過ぎと高こう齢れいである。聖堂に籠こもりきりなのは老ろう齢れいと病気のせいだとまことしやかに言われているらしい。――もう先は長くないのではないか、とも。

「つまり、もうすぐ代だい替がわりがあり得るってことか」

　数年ぶりの公式行事で、わざわざ後こう継けい者しやとなり得る若者に会いに来るというなら、あながち根も葉もない噂ではないのかもしれない。

　アストとしても天帝の動向は気になる。もしかしたら侵奪者の謎なぞを知る鍵かぎとなるかもしれないのだ。ただアスト自身は大会に参加していないし、リトフィアとエルゼはともに敗退となってしまったので、今回は近づく機会すらなさそうだ。

「……しかし、優勝者っていったら」

　この式典で天帝からお褒ほめの言葉をいただくであろう人物は、アルヴィンである。







　式典当日の朝、学生たちに校舎前の広場に集まるよう指示が出た。

　校舎は宮きゆう殿でんと見まごうばかりの豪ごう勢せいな建築物で、機能もある程度踏とう襲しゆうしており、正面玄げん関かんの上部が張り出してバルコニーになっている。学生たちを校舎正面の広場に集め、学長や主しゆ賓ひんがバルコニーから姿を現せば、そのまま王家の式典などと同じ構図となる。

「ま、ただの演出だけどな」

　今日の式典で必要とされているのも、結局は天帝の権けん威いを保つための派手な絵図だ。

「リトフィアさん、ちょっと……」

　指示通りに広場に向かう直前、同じ教室の女学生がリトフィアに何か耳打ちしてきた。リトフィアは小さく首を傾げてから彼女とともに廊ろう下かに出て行く。

　アストはしばらく教室で待ってみたが、戻ってきたのは彼女一人だった。

「リトフィアはどうしたんだ？」

「さあ……。私は先せん輩ぱいにあの子を呼んでこいと言われて、伝えただけだから」

「その上級生っていうのは？」

「学年章は四年生だったけど……ごめんなさい、面識のない人だったから」

　礼を言って彼女を見送ってから、アストは懐ふところから方位磁針を取り出した。学院に来る際にセドリックに渡わたされた、リトフィアの居場所を指し示す魔道具である。

　針はまっすぐ校舎の奥おくを指し示していた。式典の行われる広場とは正反対の方角である。

　嫌いやな予感はおそらく気のせいではないだろう。学院じゅうが慌ただしい今日、わざわざ人を呼び出す理由はあまりない。リトフィア自身は表彰にも無関係だ。

「くそっ」

　舌打ちして、アストはすっかり人気のなくなった廊下を疾しつ走そうした。







　七色の光が舞い落おちる中、ゆったりとした衣装をまとった男がバルコニーに現れた。

「あれが〝無む為いの〟天帝……か」

　居並ぶ学生に混じって天帝を見上げ、エルゼは小さく呟く。

　当代の天帝、ユーヴァ・ラムサは灰色の髪かみの小こ柄がらな老人だ。距きよ離りがあるため顔立ちはよくわからないが、大陸の主たる覇は気きはあまり感じられなかった。

　天帝は神々から力を貸かし与あたえられたという唯ゆい一いつの人間だが、世せ俗ぞく的てきな権力はそこまで持たない。天帝の地位はあくまで各地の国王が従うことで保障されている。

　そのため国家同士の争いや国内での争乱への関かかわり方、介かい入にゆうの仕方も規律で定められているわけではない。過去には意に沿わぬ王を城ごと粛しゆく清せいした天帝もいたし、天災からの復興に尽じん力りよくした天帝もいた。

　その千年の歴史の中でも、このユーヴァは〝何もしない〟天帝と言われている。

　即そく位いしてからというもの、各地の国王や政治に口出ししたことがほとんどないのだ。

　今となっては人々は畏い敬けいの念こそ忘れてはいないがその動向を気にしてもいない。表彰式典に来訪するとの告知があったときも学生たちは驚おどろいたくらいだ。

「猊下はいったいどのようなおつもりなのか……」

　式典は粛しゆく々しゆくと進行していく。バルコニーで歓かん声せいを受けているのはユーヴァとその侍じ従じゆうが数名、学長と講師たち、アルヴィンら上位入賞者たちだ。

　名を呼ばれ、アルヴィンが中央にいるユーヴァの前に恭しく膝をついた。ユーヴァはアルヴィンを祝福する言葉をかけつつその肩を軽く叩たたく。表ひよう彰しようというより騎士の叙勲のような作法だ。

　表彰といってもやることはそれだけで、アルヴィンはすぐバルコニーの隅すみに退いた。

　これからは学長らお偉方の説話、説教が続く予定である。宮きゆう廷てい儀礼に慣れている学生ですらうんざりする長さで、「後夜祭で終わりにしたい」という嘆きは毎年の恒例行事だ。

「……ん？」

　学長の演説が始まり、魔ま術じゆつで拡張された声が響ひびき始めたとたん、アルヴィンは傍かたわらの講師に何か告げて奥に引っ込んでしまった。いくら自分の出番が終わったとはいえ、今日の主役であるアルヴィンがいなくなっていいわけがない。

　そのアルヴィンの行動に気づいた学生は多く、困惑した囁きが広場のあちこちに広がったが、学長は「静せい粛しゆくに！」という一言で皆みなを黙らせてなおも演説を続けている。

「…………」

　エルゼはしばらく考え込んだ後、隣となりの学生の邪じや魔まにならないようそっと式典を抜ぬけ出した。どこに向かえばいいのかも定かではないが、とにかく走り出す。

「何事もなかったら……まあ、説教されればいいか」

　異変を見逃すことに比べればそのくらい可愛かわいいものだと、エルゼは自分に言い聞かせた。







「あった……が」

　床ゆかから茶ちや褐かつ色しよくのペンダント――方位磁針の片割れを拾い上げ、アストは唇を噛かんだ。

　ペンダントが落ちていたのは校舎の近くにある、生徒会や自警団が使っている小さな塔とうだった。一般の学生は許可なく出入りできないと以前リトフィアが言っていたはずだ。

　彼女が自分からペンダントを手放すはずがない。自分の意思でやってきたのか連れてこられたのかはともかく、何かが起きたのは確実だ。

「どうするかな、くそ」

　しかし方位磁針での追跡ができなくなってしまった以上、別の手がかりを探さなくてはならない。アストはがりがり頭を掻いて考え込む。

「――っ」

　そこで不意に背後に人の気配を感じた。

　振ふり返りざま、床を蹴って飛びかかる。腕を取って床に引きずり倒し、即座にその白い喉のどにナイフの刃はを押しつけた。

「げほっ……貴様、いきなり何をする!?」

「……ベルゲン公女？」

　アストの膝の下に抑えつけられているのはエルゼだった。

　アストは目を丸くしてからナイフを収め、エルゼを解放した。冷静なつもりでいたがリトフィアを見失って思ったより動どう揺ようしているのかもしれない。

「あんた、よく俺に張り倒されてるよな……」

「それはこっちの台詞せりふだ！」

　アストは慌ててエルゼに謝罪した。

「で、あんたはどうしてここに」

「それもこっちの台詞だ」

　苦虫を噛み潰つぶしたような顔のエルゼにアストは手短に事情を説明する。

　エルゼはといえば生徒会室や自警団の詰つめ所の様子を見に来たらしい。学内に異変が起きたらまずそれらの部屋に連れん絡らくが行くはずだからだ。

「とはいえ、さきほど覗のぞいてきたが詰め所には誰だれもいなかったな」

　二人で渋しぶい顔を見合わせてから、

「仕方ない、私も殿でん下かを捜すのを手伝おう。貴様より私のほうがまだ学内には詳くわしい」

「……いいのか？」

「級友が姿を消したなら捜そうとして当然だろう」

　エルゼが差し出した手を、アストは戸惑ったように見つめた。

「それに……無事に帰ってくるのをただ待つというのは辛いものだ。今の私にできることがあるなら、手を貸したほうが後悔がない」

　それは母国での、アストを仇かたきと狙ねらうに至った思い出によるものか。

　思わず言葉を失うアストをエルゼは慌ててぎろりと睨にらみ、付け加えた。

「これで貴様への二つ目の借りも返す。殿下が見つかった後はまた覚かく悟ごしておけ！」

「善処はするけどな。……それから感謝する、エルゼ」

　礼を言ったつもりだったが、エルゼは顔を真っ赤にしてアストに背を向けてしまった。

「……貴様、私の名を」

「あんたが言ったんだろ、ベルゲン公女と呼ぶなって」

「それはそうだが！」

　侍じ女じよに傅かれて育った公女は男に呼び捨てにされることもなかったのだろうが、この場で動揺されていても困る。アストがせっつくとエルゼはこほんと咳払いして真顔に戻った。

「では、バルテノムの騎士のお手並み拝見と行くか」

「今の俺をあまり当てにしないでくれ……まあ、それでもあんたよりはマシか」

「悪かったな！」

　そして二人は肩を並べて駆け出した。







「ん……」

　リトフィアは小さく身じろぎした。

　そして身体を起こそうとして怪け訝げんな顔をする。手足をそれぞれロープか何かで縛られているらしく身動きが取れない。いったいどうして、そもそもここはどこだろう？

「誰かっ……」

　叫さけんでみても答えてくれる人間はいなかった。

　窓には木の板が嵌っており、灯あかりもないため室内を見通すことはできない。土と埃の臭いがきつく、這いずるように手足を動かすと木箱らしきものに何度もぶつかった。

　ふと思い付いて領域ドメインを展開してみたところ、その光でようやく室内の状況が把握できた。

「……どこかの倉庫みたいだけど」

　思い出すのは子供の頃ころの出来事だ。セドリックの敵である皇太子派の刺し客かくに何度も襲おそわれ、目の前で護衛を殺されたこともある。今度はいったいどうなるのだろうか。

「アスト……」

　顔を青ざめさせて震える声でその名を呼んだとき、それを聞かれたかのように、立て付けの悪い扉ががたがたと鳴った。

　リトフィアは慌てて領域ドメインの光を消して身を縮こまらせる。かつかつという足音がだんだん近づいてくる。せめて……

「大丈夫ですか？」

　頭上から聞こえた声にリトフィアは目を丸くした。

「……アスト？」

「残念ながら君の英雄ではありませんね、お姫ひめ様さま」

　倉庫に入ってきたのはアルヴィンだった。アルヴィンはリトフィアの側に屈み込み、小さく領域ドメインを展開してリトフィアの縄を断ち切る。

「あなた、……どうして」

「助けに来たのが僕ぼくでは不満ですか？」

「いえ、そういうわけでは……」

　混乱した顔のまま身を起こすリトフィアに、アルヴィンは懐からカードを取り出した。

「これがさっき僕のところに届きましてね。〝お前の許嫁は預かった〟……と」

「わたしはあなたの婚こん約やく者しやではありません！」

「まあ、それはこのカードの主に言ってください。とにかく君を捜していたんですよ」

　アルヴィンによれば、この部屋は庭師たちが使う庭園の隅の倉庫らしい。カードを受け取ったアルヴィンは学院じゅうを捜し回り、無事リトフィアを見つけたということだ。

「たまたまこの近くにいて、君の領域ドメインが見えたので楽でしたが」

　さきほどリトフィアが展開した領域ドメインが倉庫の外にも漏れ出していたらしい。

　アルヴィンはふらつくリトフィアに手を差し出し、彼かの女じよは躊躇ためらいながらもその手を借りて立ち上がった。

「ところで君が誘拐されたときの状況を聞きたいんですが……」

「……ところで、アストは？」

「君は本当にあの男のことばかりですね。……アスト・パラダンの姿は見ていません。おそらく彼も君を捜しているとは思いますがね」

　見慣れたアルヴィンの柔和な笑みが一いつ瞬しゆんだけ歪ゆがんだようだった。

「助けに来たついでに君に忠告しておきましょう。君は天帝になれるだけの力が欲ほしいんでしたね？　だが、そのためにはあの男では駄目だ。彼は元々どこの馬の骨とも知れない傭兵、今は侵しん奪だつ者、いずれにせよ天帝たり得る資格はないんですから」

「そんなことは知っています。……それでわたしを籠絡できると思っていたなら、〝学院最強〟もたいしたものではないですね！」

　リトフィアは一息にまくし立ててからはっと我に返った。アルヴィンを相手によくこんな偉えらそうな口をきけたものだ。だがアストを馬ば鹿かにされるのは腹が立つ。

　おそるおそるアルヴィンを見ると、彼は苦笑いで「降参だ」とばかりに両手を挙げた。

「とにかく広場に戻もどりましょう。まだこのことは学院側も知らないですし……」

　アルヴィンがそう言って歩きだそうとしたとき、それは起きた。

　――ぐらり、と地面が揺れる。

　何が起きたのか、すぐには理解できなかった。がたがたと倉庫の壁かべや棚たなが揺れる音がして、小物が片っ端から床に落ちて割れていく。リトフィアは唐突に昔乗った船のことを思い出し、それでようやく踏ふみしめた地面が動いているのだとわかった。

「なに、これ……」

「地震……というやつでしょうか」

　反射的にそこらの棚に掴まろうとしたリトフィアを、アルヴィンが腕を掴つかんで支える。

　リトフィアも地震の存在だけは知っている。だがそれは大陸南方の火山地帯でのみ起こる現象のはずで、この学院周辺で起きたなどとは聞いたことがない。

　揺れていたのはそう長い間ではなかった。だがリトフィアのみならず学院にいたすべての者にとって、それは永劫の責め苦にも等しい恐きよう怖ふの時間だったろう。

　そう大きな地震ではなく、せいぜい鉢が割れる程度だったのだが、さしものアルヴィンも青ざめていた。

「平気ですか？　リトフィア」

「大丈夫です！」

　ようやく揺れが収まった後、リトフィアは慌あわててアルヴィンの手を振り払った。

「……とにかく、今が式典の最中だったのが不幸中の幸いでしたね。ほとんどの学生が広場にいますから、落下物や建物の倒壊を気にする必要はないでしょう」

　少なくとも校舎からいっせいに避ひ難なんする手間はなくなる。もっとも今は大混乱でそれに気づく余よ裕ゆうもないだろうが。

「ええ……あ、ですが天てん帝てい猊げい下かがいます！」

　天帝ユーヴァとその侍従たちはバルコニー、つまり校舎内にいる。この大陸でもっとも高貴な老人を、学院側は何をおいても安全な場所に誘導しなくてはならない。

　生徒会長のアルヴィンはその役目をも担うはずだ。だがリトフィアが慌てて駆かけ出そうとしても、アルヴィンは動こうともしなかった。

「……アルヴィン？」

「なぜ天帝来訪と同時に君が攫われたかを考えていたんですが」

　アルヴィンはふたたびカードをひらひらと振って見せ、

「わざわざ僕にこんなものを送ってきたことからして、僕に君を捜させたかったんでしょうね。なぜかと言えば、……天帝と僕を引き離はなしたいから」

　アルヴィンは今日はずっと天帝の近くに控ひかえている予定だった。そして彼かれがリトフィアに執心しているのも学内ではよく知られた話である。

「だから君には少しの間、姿を消していてもらえばよかった。本当に魔術師を捕らえたいなら手足を縛っただけで転がしておくわけがないですから」

　魔術師を捕ほ縛ばくした場合、睡眠薬で眠らせるかある種の麻薬を嗅がせておくのが通例である。意識さえはっきりしていれば魔術師は即座にナイフでも何でも生成できるからだ。今回はリトフィアがそうするより先にアルヴィンが駆けつけてきてくれたわけだが。

「でしたら、なおさら急いで……」

　だがアルヴィンはわずかに笑えみを深めただけだった。

「……あなたは、猊下が襲われるのをみすみす見逃す気なのですか!?」

　今日この学院で天帝が殺害されたら、すぐに次の天帝が選出されるだろう。アルヴィンは若くして各国の高名な魔術師にも引けを取らず、次の天帝になれる可能性が少なからずあるのだ。

「まさか。この推測が正しいにしても、どのみち猊下以上に力のある魔術師などいないんですから、僕たちは校内の被ひ害がいを確認しながら戻るほうが合理的でしょうね」

　アルヴィンの言葉は正論ではあるが、どこまでが本音なのかはわからない。

　アストならどうするだろう。きっと天帝のもとに駆けつけようとするのではないか。事件が起こらないに越こしたことはないし、それに天帝以外の人間が傷つかないとは限らない。

「あなたはお好きに。わたしは猊下のもとに行きます！」

　リトフィアは倉庫を飛び出し、アルヴィンに背を向けて駆け出す。

「……仕方ないな」

　アルヴィンも小さくため息をついてそれに続いた。
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　彼の故郷はかつて〝大陸でもっとも美しい街〟と言われていた。

　高い塔をもつ聖堂や川縁べりに密集した共同住宅アパートメント、石いし畳だたみはみな白い石で造られていた。そして河口の港と街のそこかしこに走る水路に映る青空。白と青の対比は一見の価値がある。

　だがこの街がもっとも美しいのは夕暮れだ。

　夕陽によって川から壁までいっせいに紅あかく染め上げられた街に立つと、まるで異界に紛れ込んだような気にさせられたものだった。

　――だが、それも昔の話だ。

　十年ほど前、当時の彼はまだ子供だったが、街の象しよう徴ちようだった火山が噴火したのだ。

　領内のいくつもの村が火砕流や溶岩流に呑まれて消え、街にも分厚く火山灰が降り積もり、白亜の街は見る影かげもなくなってしまった。しかも噴火から数すうヶか月げつ後、灰や岩石が雨水に押おし流され、いっせいに川から海に流れ込んだのだ。

　泥でい流りゆうが水路ごと街を破壊しながら過ぎ去った後、残ったのは見るも無惨な街並みと呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす生き残った人々だけだった。

　彼の父はこの地を統治する豪族の一人だった。

　住民への炊き出しから街の再整備までやらねばならぬことは山ほどあった。そのためには莫大な資金が必要で、国庫は決して貧しいわけではなかったが、このすさまじい災害に立ち向かうためにはとうてい足らなかった。しかも農村が消え、火山灰が数ヶ月にわたって日光を遮ったせいでその年は史上最悪の不作だったのだ。

　金が足りないなら近隣の国に借りるしかない。

　豪族たちは大陸各地を駆け回って援助を取り付けてきた。対価として多少の悪条件を出されても呑むしかない。領地には飢うえた民が大勢いるのだから。

　そして数年が経過し、街や村がようやく元に戻り始めた頃、人々は噴火の次にこの国を蝕んでいたものが何なのかに気づいた。

　港での商売は諸外国から入り込んできた商人に占有され、元々そこで商売をしていた者たちに下働きの荷役夫以外の仕事はなくなっていた。いつの間にか徴税権の一部まで抵当に取られており、街にはほとんど税収が入ってこない。

　そうなればさらに借金を繰り返すしかなく、ますます経済を牛耳られるという悪循環だ。

　政治の混乱も酷かった。わずかな利権を巡って豪族たちが対立し、諸国の貴族がそれぞれ後うしろ盾だてにつき、商人が賄賂を差し入れるという構図だ。意見が対立して復興作業はいつまで経っても進まず、怒いかり狂くるった市民に刺し殺された豪族までいた。

　そんな混乱の中、最後まで奔走した父は疲れ切って亡なくなった。

　死ぬ間際、ベッドの中で虚ろな目で父は言ったものだ。

「どうして天帝猊下は私たちに何も手を差し伸べてくださらなかったのか……」

　大陸すべての出来事を見通し支配する天てん帝ていなら、火山の噴火も止められたのではないか。被害を最小限に抑えられたのではないか。いや、せめて「各地の王は善意をもって彼らを助けよ」と命じてくれたら、ここまで街も人々もぼろぼろにならなかったのではないか。

　もしも――と考えることに意味はない。現実として彼が愛した街は崩ほう壊かいしてしまったし、敬愛していた父は死んだ。

　災害後の混乱の中で彼は成長し、魔術師としての資質があったため学院に送り込まれた。いずれ故郷に帰って力を発揮することを期待されている。

　入学当初は天帝を目指してもみたが、やがて諦あきらめた。彼とはあらゆる意味で桁けた違ちがいの人間を学内に見つけたからだ。いかに卒業後に有利になるかを考えて立ち回る癖くせがついた。

　そんな中であの男と出会い、ある日、学院に天帝がやってくると聞いた。

　聖堂に閉じこもり長らく無為に過ごしていた天帝が、とうとう重い腰こしを上げたのだ。

　だが彼――ジェレミアは一学生でしかなく、まともな形で会うことは難しい。アルヴィンを天帝から引き離したのは、彼とはともに行動することが多いため、画策を見み咎とがめられる可能性が高かったからだ。

　ただ一言だけ訊いてみたかった。

　かつて父が呟つぶやいたとおり、「なぜ何もしなかったのか」――と。
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「猊下、どうぞこちらに……」

「おい貴様ッ、瓶の欠片がまだ落ちているぞ！　猊下のおみ足を傷つけたらいかに責任を取るつもりか！」

　バルコニー奥の控えの間では悲鳴と罵ば声せいが飛び交っていた。

　地震が起きた直後に式典は一時中断が宣言され、学生たちは広場に留められている。だが小さな揺れは今なお断続的に続いており、天帝たちも急いで避難しなくてはならない。

　しかし床のあちこちに割れた小物の破は片へんが散らばっているし、床が揺れるたびに侍従たちは悲鳴を上げて壁や棚にしがみつくので、まったく移動を始める気配はなかった。

　ジェレミアが控えの間に足を踏み入れると、侍従たちはいっせいに顔色を変えた。

「貴様、誰の許しを得てこの部屋に入ってきた！」

「畏れ多くも天帝猊下がいらっしゃるのだ、学生風ふ情ぜいが立ち入って良い場所ではない！」

　いっせいに怒鳴りつけられたがジェレミアはまったく動じず、にこりと笑う。

「私は学院の生徒会副会長、ジェレミア・ラ・ベルモンドと申します。天帝猊下をお連れするための道案内を申しつけられました」

「……おお、そうか！」

「よくやった、ではまず私が先に……」

　混乱しきっていた侍従たちはその言葉にいっせいに安あん堵どのため息をつく。

　ジェレミアはすたすたと部屋の中央まで進み、一瞬にして室内に領域ドメインを展開した。

「な……」

「貴様、何をっ……!?」

　領域ドメインから白い霧が立ち上り、眠りの魔術によって侍従たちが次々と床に倒れ伏す。

　そのあっけなさが逆に虚しかった。天帝の侍従には魔術師も多いはずだが、誰も抵抗できないとは。おおかた無為の天帝の傍らで権力争いにでも明け暮れていたのだろうが。

　ともあれジェレミアは邪魔者のいなくなった室内を悠々と進み、扉とびらを開ける。

「――何奴やつだ」

　ゆったりとした声がジェレミアに応えた。

　広い部屋には小柄な老人がひとり椅い子すに腰こし掛かけている。

　老人は精緻な刺繍が施された衣を何枚も重ねており、貴人と一目でわかる。椅子には竜ドラゴンの彫ちよう刻こく。これは紋もん章しよう旗と同じく天帝にのみ許された印章だ。

　袖口から覗く指は鳥の骨のように細く、重い衣装のあちこちに隙すき間まがあった。

　さきほど式典で見たのでジェレミアもこの顔を知っている。この痩せ細った老人こそが天帝、ユーヴァ・ラムサだ。

「カヴァラスカ領ベルモンド家の長子、ジェレミア」

　なおも続く地震をものともせず、ジェレミアはずかずかと進んでユーヴァの前に立った。

　天帝を前にして跪かない不敬な人間を見ても、ユーヴァは顔色ひとつ変えず、わずかに胡散臭げな顔をしただけだ。

「ああ……隣の部屋が騒がしいと思ったら、犯人はお主か」

「……天帝猊下。カヴァラスカ領のコローレという街をご存じか」

　一方的にジェレミアは尋たずねた。

「知らんな」

「南方のアスプロ火山は？」

「知らん」

「十年前、この火山が大噴火したことは？」

「知らぬ」

「アスプロ火山の大噴火で、大勢の……千人以上の民が死んだことは？」

「知らん」

「噴火後、カヴァラスカ領があちこちの国に蹂躙されたことは？」

「知らん」

「……この数十年、ただの一度も天帝の勅ちよく令れいがなかったことは？」

「――知らぬ」

　椅子からまったく動かぬまま、淡たん々たんとユーヴァは答えた。

　ジェレミアは顔を赤黒く染め、手のひらに爪を食い込ませた。この老人は天帝ではないのか。大陸すべてを自らの領域ドメインとし、人々を導いてくれる支配者ではなかったのか。

「天帝の貴様が……大陸のことはすべて知っているはずの天帝が、どうして何も知らず、何もしなかったんだ！」

　とうとうジェレミアは吠ほえ、ユーヴァの胸倉を掴んで引きずり上げた。小柄な老人の身体はジェレミアがぞっとするほど軽い。だがそれでもユーヴァは何ら抵抗することなく、ぼんやりとジェレミアを見つめ返しただけだ。

　その目の虚ろさにジェレミアはようやく気づいた。……これはもう、死人の目だ。

　そもそもユーヴァは大陸最強の魔術師なのだから、侍従や護衛に頼らずとも自分でジェレミアを倒せるはずである。そうしないのは本当にジェレミアに興味がないのだ。

　その他ほかの何にも……おそらく、自分の命にすら。

　ジェレミアが衣から手を離したので、ユーヴァの身体はふたたびどさりと椅子に落ちた。わずかに震ふるえながらジェレミアはふたたび問いかける。

「……貴様は長い間、聖堂の奥でいったい何をしていたんだ」

「何も」

　ようやくユーヴァの返事が少し変わった。

「貴様はこの大陸で起こることは、すべて知っているのではないのか」

「儂は、何も知らぬ」

「貴様はこの大地すべてを支配する……そのための力を、初代天帝と神々より受け継いでいるのではなかったのかッ」

「……ああ」

　ユーヴァは少し顔を上げた。その目にいくらか意志の輝かがやきが宿り、ジェレミアはようやく自分に視線が向いたと感じる。

「何のことかと思えば、そのことか」

　ジェレミアは絶句する。天帝に用があるとすればそれ以外にはあり得ないではないか。

「そんなものはない」

　はっきりとした声でユーヴァは言い切った。

「何だと……」

「少なくとも儂にはな。確かに魔術は使えるが、大陸全土などとてもとても。この学院を覆おおい尽くすことすらかなわんだろうよ」

「だが、……聖堂は今でも天帝を奉じているし、初代天帝の伝承は史実だと」

「まあ、初代様はそんな業も使えたのかもしれぬが。儂は天帝の御み業わざとやらを見たことはないし、受け継いでもおらん。――強しいて言うなら、そんな力があると民に思わせていることが、天帝の唯一の業だろうよ」

「そんな……」

　自分ががくりと膝ひざをついたことにジェレミアは気づかなかった。

　父や故郷の人々が縋り、最後まで待ち望んでいた天帝の正体がこれか。帝てい冠かんは張りぼてでしかなく、空っぽの玉座に座る老人を後生大事に崇め奉っていたのか。

「……いや」

　ジェレミアはぎりっと歯を食いしばった。まだだ。もうひとつ、この老人に訊かなくてはならないことがある。

「たとえ御業とやらが存在しなくても、貴様は天帝なのだろう。勅令なら各地の王も聞かざるを得ないはずだ。それだけの権力を持っていながら、貴様はいったい何をしていた。……少しでも苦しむ民を助けようとは思わなかったのか！」

「儂は大陸の民すべての支配者なのだよ、若造」

　ユーヴァは小さくため息をつき、灰色の瞳ひとみでジェレミアを見み据すえた。

「初代様ならそんな真ま似ねもできたのかもしれんがな。だが儂には……御業もないただの魔術師には、すべてを同時に救うことなどできんのだ。相争う民を、たとえば貴様らカヴァラスカの者と諸外国の者をな」

「……だから、何もしなかったとでも？」

「そうだ。御業を持たない儂の一存で、救われる者とそうでない者を決めるわけにはいかなかった。ならば、無為でいるしかない」

　そうして二十年、この老人は聖堂の奥に閉じこもったままだったのだ。御業のないことが露見するのを恐れ、何もできない自分に絶望したまま。

「ならば貴様の罪は、不毛な希望を人々に与えてしまったことだ！」

　ありもしない救済を望んだまま死んだ父のなんと哀あわれだったことか。

　ジェレミアは跳ね起きざまユーヴァに飛びつき、その枯れ木のような喉に手をかけた。

「貴様は、貴様だけは私の手で殺してやるッ」

　ぎりぎりと首を絞められたユーヴァは顔を歪め、反射的に首を掻き毟ったが、それもすぐに止めてしまった。ジェレミアの荒あらい息とユーヴァの呻うめき声だけが部屋に響く。

「――そこまでだ！」

　澄んだ声と硬かたいものが壁に突つき刺ささる音に、ジェレミアははっとして振り返かえった。

「猊下！」

　見れば二人の学生が控えの間に駆け込んでくるところだった。一人は確か一年生のベルゲン公女、もう一人はアスト・パラダン……バルテノム内乱の立役者だ。

　ベルゲン公女は既すでに領域ドメインを展開し、光の矢でこちらに狙いを付けていた。

「邪魔をするなッ！」

　ジェレミアはとっさに領域ドメインを展開して刃をユーヴァの首筋に突きつけた。ユーヴァは死んではいないが、呼吸困難に陥ったせいかその軽い身体はぐったりしている。

　天帝を人質にされては手を出せず、ベルゲン公女が歯ぎしりしながら魔ま弾だんを消した。

　反対にアスト・パラダンは神経を逆なでするような軽い口調で、

「お取り込み中のところ悪いんだが。隣の部屋で寝てるおっさんたちはともかく、バルテノム皇女がいなくなったのもあんたが原因か？」

「皇妹殿下なら、馬小屋脇わきの倉庫で眠ねむってもらっているだけだ」

「……それは無事だっていう意味だろうな？」

「問題ない。彼女が暴れていたらその限りではないが」

「ついでにもうひとつ。……あんた、将来棒に振るほどその爺さんが嫌きらいなのか？」

「無論だとも、私にはこいつに復ふく讐しゆうする権利がある！」

　ジェレミアの叫びにベルゲン公女が怒りに顔を染めたが、アスト・パラダンはベルゲン公女の肩かたを軽く叩いてそれをなだめ、囁ささやいた。

「エルゼ、先にリトフィアを捜しに行ってくれ。俺おれはこいつの相手をしてからだ」







　アストとエルゼはどちらかといえばアルヴィンを捜していたのだ。

　アルヴィンが式典を抜け出だしたということは、彼も何か異変を察知した可能性があった。リトフィアのことを伝えれば協力してもらえるだろうし、生徒会長のアルヴィンなら居場所に心当たりがあるかもしれない。

　校舎を捜し回るうち、二人はバルコニーのある区画を通りかかった。そこで倒れ伏した侍従たちと、ユーヴァとジェレミアの口論に出くわしたのである。

　エルゼが走り去った後、アストは改めてジェレミアに向き直った。

「大会欠場ご愁しゆう傷しよう様。まだその腕の傷は痛そうだな」

　言いつつジェレミアの制服の腕の不自然な膨ふくらみ……包帯を巻いた箇所に目をやる。

「貴様……」

「あのナイフに塗ぬっておいた毒ってのが、弱いわりに痛いんだこれが」

　おどけた口調に、ジェレミアは憎にく々にくしげにアストを睨み付つけた。

「……それで、あんたはあそこで何を探してたんだ？」

　ジェレミアの策はあくまでアルヴィンを遠ざけ、不測の事態に乗じてユーヴァを襲うというものだった。それはあらかじめ事件……地震が起きると知っていなければ難しい。

　エルゼを先に行かせて正解だった。さすがに彼女の前で込み入った話はできない。

「すぐにわかる」

　ジェレミアは答えず、へらりと薄うすく笑った。

　アストは何となく嫌な予感がする。こんな顔は以前たまに見かけた。憎ぞう悪お、復讐、ひとつの感情で心をすべて埋うめ尽くした歪な笑え顔がお。

「かつてはバルテノム内乱を平定し、今も天帝の危機を救うために尽力するか。なんとも健気なことだな、〝英えい雄ゆう〟」

「……俺は正直、崇すう高こうな意志もないしあんたが誰を恨もうとどうでもいいんだがな」

　アストはあからさまに嘆たん息そくしつつ、

「だがリトフィアやここの学生を巻き込むな。復讐したいなら一人で勝手にやってくれ」

「こいつは……天帝は御業も何も持たず、人々を謀はかってきた大罪人だ。それを疑いもせず、威光を笠かさに着てのうのうと暮らす奴らも同罪だろうよ！」

　話は噛み合わない。なかばわかっていたことではあるが。

「とにかく、そこの爺さんの正体が何であろうとここで殺されるといろいろ面めん倒どうが起こるんでな。さっさと返してもらうぞ」

「無駄なことだな。それに、ここはもう私の領域ドメインだ。貴様がいかに高名な騎き士しだろうと、他者の領域ドメインに足を踏み入れては……」

「どうかな？」

　アストは意図して酷薄な笑みを浮うかべて見せた。

「あんたも俺の前歴は知ってるよな？　ご大層な呼び名に興味はないが、そのくらいには強いぞ、俺は。実戦経験もないあんたが相手になるとは思えないがな」

　ジェレミアは必死に動揺を押し隠かくしたようだが、その視線がわずかに彷徨さまよった。おそらく、噂うわさが組み上がってできた〝英雄〟像がジェレミアを苛んでいるだろう。

「どうした？　天帝を殺そうってのにいまさら怖じ気づいたか」

「黙だまれっ」

「なら、俺から行かせてもら……」

「――ッ！」

　アストが小さく手を動かすのと、ジェレミアが足元に魔ま法ほう陣じんを描えがくのは同時だった。

　魔術が発動しかける。だが次の瞬しゆん間かん、アストが投げつけた何かが強きよう烈れつな音と光を発し、ジェレミアは驚おどろきのあまり集中を乱してしまった。

　そのわずかな隙すきがあれば十分だった。アストは一足飛びでジェレミアのもとに飛び込み、ユーヴァの身体を奪い取って距きよ離りを取る。

「領域ドメインがないのに、どうしてッ……」

「残念ながら、ただの火薬玉だよ」

　叩たたきつけると音と光を発するだけの簡単な目くらましだが、あれだけ脅してやれば魔術と思い込んで動揺してくれると踏んだのだ。

　ユーヴァの身体をそっと椅子に座らせる。容態を確かく認にんすると、顔は青ざめていたが命に別状はなさそうだった。

「ま、とにかく人質もこうして奪われたことだし、あんたも観念……」

　アストが言いかけたところで、ふたたび床が揺れた。

「っとっ……大きいな、今回は」

　これまではせいぜい小物が棚から落ちる程度の規模だったのだが、今は椅子や小卓ががたがたと転がり、大型の燭台やランプまでもが次々と床に落ちていく。

「――来た」

　ずん、と遠くで地面の震動する音を遠くに聞き、ジェレミアがにたりと笑った。

「だから言ったのだ。――そこの天帝をいまさら助けても無駄だ、と」

　アストはひとつ自分の思い違ちがいを悟った。ジェレミアが見つけたのは地震を起こす手段などではなく、もっと大きな、地下に眠る何かだ。

　それがおそらく今、身じろぎしながら地上に這い出ようとしている。

「あんた、いったい何を掘り出した!?」

「焦らずとももうすぐわかる」

　ジェレミアの言葉を裏付けるように、わあっと歓かん声せいとも悲鳴ともつかない声が聞こえてきた。バルコニー下の広場で待機させられている学生たちのものだ。

　アストも横目にバルコニーの景色を見つめ――そして言葉を失った。







　天帝を表す紋章は太陽と竜だ。

　神話の時代、竜は神の乗り物にして人間の天敵だった。だが神が初代天帝に御業を与あたえた際、天帝にのみ跨がることを許したという。その伝承が紋章の由来だ。

「何ですかね、あれは」

「竜……でしょうか」

　そのお伽噺と同じ姿をしたものが、今リトフィアの目に映っている。

　アルヴィンとともに校舎に向かっていたリトフィアだったが、広場から沸いた悲鳴を聞いて立ち止まり、それを見て絶句した。

　蜥蜴のような頭と長い首、巨きよ大だいな翼、赤銅色に輝く鱗、そのいずれもが聖堂に翻ひるがえる旗と同じだ。しかし伝承にしか存在しないはずの生物は、今や森の木々や土ど砂しやを吹ふき飛ばし、石壁を越えて演習場に入り込んでこようとしている。

　身丈はおそらく数階建ての校舎以上、翼を広げれば横よこ幅はばはそれより大きいだろう。閉じた翼が近くの樹木に引っかかるだけで木の枝や幹がへし折れ、ゆっくりと歩みを進めるたびに、ずん、ずん、と地じ響ひびきが校内にまで響ひびいてくる。

　どこか現実味に欠ける光景だった。それはアルヴィンも同じだったらしく、こめかみに手を当てている。

「天帝猊下が危ないから、竜が出てきたのでしょうか」

「まさか。伝承は伝承でしかない。何か仕し掛かけがあると考えるべきでしょう――まあ、それは魔ま術じゆつしかあり得ないわけですが」

　そこで向こうからエルゼが駆け寄よってきた。

「殿下！　よかった、無事だったのだな」

　エルゼはリトフィアの顔を見て安堵の息をつき、アルヴィンに怪訝な顔をする。

　エルゼが手早くアストとジェレミアについて伝えると、アルヴィンは「そうか」とだけ言った。その表情から自分の片かた腕うでだった者の末路についての感情は窺えない。

　リトフィアが先に誘拐犯の名や女じよ子し寮りようでの出来事を伝えていたこともあるが、親しかったアルヴィンには思い当たる節でもあったのだろうか。

「僕は広場に行きます。とにかく生徒会長として皆みなを守らなければ」

「殿でん下かはまずアスト・パラダンと合流……」

「いいえ、わたしも一いつ緒しよに行きます。……アストが副会長に負けるはずがありませんから、それよりもあれを優先すべきです」

　リトフィアはアルヴィンを追って走り出し、エルゼも一瞬だけ迷ってからそれに続く。

　三人が広場に駆け込んだとき、竜も演習場に入り込んできた。

　前脚の一振ふりで敷しき地ちの端の小さな塔とうを打ち砕き、堅牢ろうな石壁を翼に引っかけてぼろぼろと崩くずし、神々の乗騎に相応ふさわしく何者もその動きを止めることはできない。

「ひっ……」

　不意に竜の頭が広場の学生たちを向いた。まだ相当な距離があるのに、圧あつ倒とう的てきな敵意と害意が突き刺さり、それだけで思わず足が竦んで動けなくなる。

　誰だれもが即座に理解した。――あれは破は壊かい者だ。

「撃てェッ!!」

　そこで喧噪に混じって講師の号令が響き渡わたった。

　広場の脇から数個の光弾が尾を引いて走り、竜の鱗で炸裂する。おそらく竜を見るなり講師や優ゆう秀しゆうな学生を集めたのだろう。

　二度目の号令で、今度は数十の魔弾がいっせいに放たれる。届かないものも多かったが、いくつかは竜の背や首に命中し、その巨きよ体たいを穿つ――はずだった。

　だがアルヴィンは眉まゆ根ねを寄せ、エルゼが顔を強こわばらせる。

「効いていない……なんだ、あの鱗は!?」

　魔弾の集中砲火は竜の巨体をわずかに揺らしただけだった。金属のように艶やかな鱗には傷ひとつなく、歩みを止めることすらかなわない。

　無傷とはいえ攻こう撃げきされたのは理解したのか、竜は苛いら立だったように地を踏み鳴らして咆哮した。たちまち耳が麻痺し、大気がびりびりと揺さぶられるのが肌はだで感じられる。

　愕がく然ぜんとする学生たちの前で、竜はゆっくりとその翼を広げ、舞い上がった。

　垂直に上昇する動きは生物にはあり得ないものだった。考えてみれば薄い翼膜で巨体を支えきれるわけがない。翼は姿勢補助には使うのだろうが、浮力そのものは魔術で作っているようだ。

　巨体とその両翼が落とす影で、学生たちの頭上が翳った。

「きゃ……」

「こっちに来るぞ!?」

「――全員、広場に集まれ！」

　沸き起こった悲鳴を上書きするかのように、アルヴィンがあらん限りの声で叫さけぶ。

　大会優勝者に相応しく、青色の領域ドメインは広場から校舎、演習場の半分以上を覆い尽くした。駆け寄ってきた講師と何か話しながらもアルヴィンは淀みなく魔法陣を描いていく。

　竜が広場に急降下してくるのと、アルヴィンが防ぼう御ぎよ壁へきを構築するのは同時だった。

「――ッ！」

　その咆哮と迫り来る影に学生たちがいっせいに身を縮こまらせる。

　一ひと抱かかえもあろうかという前脚から繰り出された爪は居並ぶ学生たちを引き千切る寸前、広場を覆った透明の壁に弾かれて火花を散らした。

「た、助かった……」

　衝しよう撃げきで爪を欠けさせながらも竜はすぐに上昇し、アルヴィンと睨にらみ合う。

　そうすると、地上からは竜の胸部の白い鱗がよく見えた。

　そこには茶ちや褐かつ色しよくの石が埋め込まれている。

「……封ふう命めい晶しよう？」

「ええ。あの竜は泥人形ゴーレムということですね」

　油断なく防御壁を維い持じし続けながらアルヴィンが頷うなずいた。

「伝承の真相などそんなものでしょう。とはいえ、凄すさまじい力だ」

　魔術の泥人形はせいぜい荷物の運搬にしか使えないはずだ。眼前の竜はそんな泥人形と比べてはるかに精巧で、かつ巨大だった。

　封命晶もおそらく大樽ほどの大きさがあるだろう。バルテノメア家はいくつも魔道具を所有しているが、あれだけ大きなものはリトフィアも初めて見る。巨大な泥人形を動かすにはそれだけの魔ま力りよくが必要なのだろう。

　竜はその後も急降下を繰くり返し、爪で防御壁を叩き割ろうとしてきた。そのたびにどん、どん、とすさまじい衝撃音が響き渡り、学生たちが悲鳴を上げる。

　だがアルヴィンはそのすべてを防ぎきった。

「すごい……」

「さすが生徒会長！」

　しかし千人以上を守り、竜の攻撃に耐たえるのはさしものアルヴィンにもかなりの負担のようだ。表情こそいつも通り飄々としていたが、額には大おお粒つぶの汗あせが浮かんでいた。

　竜はアルヴィンとしばらく睨み合あっていたが、やがて埒が明かないと判断したのか飽きたのか、さらに上昇してぐるりと学院上空を旋回した。

　竜の苛いら立だたしげな尻尾しつぽの一振りで、杭のような生徒会の塔が中ほどからへし折れる。

「あっ……！」

　学生たちの悲鳴が重なった。だがアルヴィンは防御壁に手一杯で他の行動は取れない。

　そして竜が何度目かに降りてきたとき、今度は翼が校舎から張り出したバルコニーをかすめた。一刻前に天帝が歓声を浴びていたはずの場所があっけなく砕け散る。

「……あれは」

　リトフィアは目を見張った。

　砕けた石材に混じってバルコニーから落ちてくるものがある。あれは人ひと影かげ――それも自分がとてもよく知っている人ではないか？

「アスト――!?」

　絶叫と同時にリトフィアの身体が淡あわく光った。







　竜の咆哮、広場での攻防の物音はアストたちの耳にも届いている。

「つまりあんたが探してたのは、竜を起こすための道具か何かか。さすがに巨体は掘り出せないだろうし」

　そしてアストはジェレミアを睨み、

「つくづく、とんでもないものを引っ張り出してくれたな！」

　大陸すべてを支配するという天帝の御業は、虚構に過ぎないとユーヴァは言い切った。

　だが千年もの間、偽りの権けん威いを維持し続けるには何かしらの根拠が必要だったはずだ。人々は何の恩恵もないものを崇め続けるほど愚かではない。

　おそらくあの竜は伝承を真実と見せるために造られたものなのだろう。

　それはあながち欺瞞とも言い難がたい。神々の竜でなくとも泥人形の威い力りよくが本物なら、天帝が駆ることに意味はあったのだろうから。

「――なら、あんたに竜のことを教えたのはどこのどいつだ？」

　あまり根拠のない鎌かけだったが、ジェレミアはあからさまに狼狽うろたえた顔をした。

「あの竜はつまり天帝の手品の種だ。いくらここが学院とはいえ、そんなものの存在を一学生のあんたが知ってるとは思いづらいからな」

「たとえ知っていても貴様に言うわけが……」

「ここは確かに天てん帝てい直ちよつ轄かつだし貴族も多いが、学校を壊していったい何を企んでる？」

　アストはジェレミアに詰つめ寄り、襟元を掴つかんでその首を締め上げかねない勢いで、

「こっちも時間がないんでな、腕の一、二本くらいは覚かく悟ごしてもらうぞ。……あんたが竜を起動したなら、制せい御ぎよ方法も知ってるはずだな。今すぐあれを止めろ！」

「し、……知らない！　これは、本当だ」

　涙なみだ混じりの答えにアストは舌打ちした。ユーヴァを殺害することだけが目的だったならそれでも構わなかったのだろうが。

「なら、他に知ってるこ……」

　火事場の馬ば鹿か力か、そこでジェレミアは強ごう引いんにアストの腕を振り払って脱兎の如く駆かけ出した。だが逃げ場はバルコニーしかなく、すぐに行き止まりとなる。

「待て待て早まるなっ！」

　ぎりぎりのところでジェレミアに追いつき、アストはバルコニーから身を乗り出そうとする彼かれの腕を掴んで校舎内に引きずり戻そうとする。そこに竜の翼が巻き起こす突とつ風ぷうが吹き付け、一いつ瞬しゆん二人まとめて吹き飛とばされそうになった。

　広場にいる学生たちはみな竜に注目しており、二人に気づいた様子はない。

「そこまで義理立てする相手なのか!?　そいつはあんたを利用……」

「黙れッ」

　制御方法も知らず竜を起動させたということは、ジェレミアは自分自身もまた竜とともに死ぬつもりだったのだろう。そんなことを命じる相手がろくなものであるわけがない。

　ジェレミアの身体は小さく震えていた。それはアストに脅され追い詰められているというだけではないようだ。口にすることすら憚られるような相手とは、

「いったいどこのどいつ……」

　その瞬間、バルコニーと控えの間がふっと翳った。

　広場を舞っていた竜の翼がバルコニーを引っかけたのだ。それだけで手すりから二人の足あし元もとに至るまで白亜の石に大きくヒビが走り、亀き裂れつはたちまちバルコニー全体に及んで崩壊を始める。

「――え？」

「このっ……」

　アストはとっさにジェレミアの腕を強く引いた。だがジェレミアはなおもアストに抵抗しようとした上、石いし床ゆかの崩壊が予想以上に早い。

　退避は間に合わず、二人の身体は瓦礫もろとも落下を始めた。

　浮遊感にぞくりとしながらも、アストはとっさにジェレミアの肩を思い切り突き飛ばした。ジェレミアを校舎内に押し戻もどした直後、肩口に瓦礫の直ちよく撃げきを食くらって思わず「ぐえっ」と呻く。

「……貴様、何を馬鹿な」

「俺のことを、英雄だと言ってくれる子がいたからな」

　いったい自分はこの期に及んで何を言っているのかと、アスト自身も苦にが笑わらいだ。

　こうなってはアストに為なす術すべはない。侵しん奪だつする領域ドメインはないし、さすがに瓦礫ごと吹き飛ばされては助からないだろう。歴戦の魔術師が大衆の面前で墜死するとは間ま抜ぬけだが、一人だけでも助けられただけ戦死よりはましだろうか。

　青空が視界を覆い尽くした一瞬後、アストの耳に聞き慣れた声が飛び込んできた。

「アスト――！」

　次し第だいに落下速度が増し、瓦礫ごと押し潰つぶされる――はずだったが、鈍にぶい圧あつ迫ぱく感とともに減速がかかる。背から地面に落ちたとき、アストが感じたのは軽い衝撃だけだった。

「……へ？」

「アスト、よかっ……」

「油断するな、竜がまた来る！」

　涙混じりの声と焦った声が重なって聞こえる。

　なんとなく理解した。自分は助かった……リトフィアに助けられたのだ。







　どうする、とずっと考えていた。

　自分は今この場で何をすべきか。何かできることがあるのではないか。

　防御壁でアルヴィンに守られながらも、リトフィアが思うのはそればかりだった。だがひとつの領域ドメインに魔ま術じゆつ師しは一人。アルヴィンがこの場で領域ドメインを展開している以上、他の魔術師が入り込む余地はない。

　だがバルコニーが砕け、アストが落下してくるのが見えた。

「アスト――！」

　領域ドメインとは体外に放出した意志だ。助けなければ――彼かの女じよは無意識のうちに絶叫し、領域ドメインもまた同時に広がっていた。少しでもアストに手が届くよう、速く、広く。

　だが広場はアルヴィンの支配下にある。アストのように侵奪する術がないのなら、力ずくで押おしのけて土地を奪うばうしかない。

　学院最強を相手に、かろうじてリトフィアは勝った。

　青い領域ドメインの一点に赤い光が生じ、爆ばく発はつ的に広がる。それはたちまち青色を駆逐して石いし畳だたみの色を塗り替えた。領域ドメインとともに防御壁の魔法陣が歪ゆがんで消失し、すぐさま新たな魔ま法ほう陣じんが浮かび上あがる。

　リトフィアがまともに制御できる魔術は闘とう技ぎ大会で使った雷石斧ウコンバサラと盾たての二種類だけだが、このうち盾は相手の攻撃を弾はじき返すのではなく、力エネルギーを奪って威力を殺すものだった。

　はたして薄布のようにふわりと広場を覆った赤い盾は、降ふってくる瓦礫から学生たちを逃がすだけの時間を稼ぎ、アストの身体を柔やわらかく受け止める。

「アスト、よかっ……」

「油断するな、竜がまた来る！」

　安堵で脱力したリトフィアをエルゼが叱咤してきて、リトフィアははっと気を取り直す。今は広場はリトフィアの領域ドメインである。自分が戦うしかないのだ。

　リトフィアは盾を消し、雷石斧ウコンバサラを生成した。

　広大な領域ドメインから生み出された雷石斧ウコンバサラは闘技大会よりさらに大きくなり、柄えの長さは身長の数倍、先せん端たんの斧おのにいたっては竜の頭ほどの大きさがあった。重さを無視できるリトフィアは平然と握にぎったが、普ふ通つうの人間には持ち上げることすら不可能だろう。

「……もはや武器ではないな」

　隣となりのエルゼがどこかうんざりとしたように呟く。

　そしてリトフィアは竜に向けて雷石斧ウコンバサラを振り上げ、

「きゃうっ!?」

　――つるっと足を滑らせた。

　いつもはアストがとっさに横から支えるのだが今はいない。リトフィアはものの見事に後ろ向きにすっ転び、手にしていた雷石斧ウコンバサラも手からすっぽ抜ぬける。

　くるくると吹っ飛んだ雷石斧ウコンバサラは上空の竜の前脚にぶつかり、その衝撃で電光と爆ばく風ふうが発生した。頭上での爆発に学生たちがいっせいに悲鳴を上げて身を低くする。

「――ッ!?」

　このとき初めて、竜の咆哮がまるで悲鳴のように聞こえた。

　竜は翼膜にまともに爆風を受けて体勢を崩し、大きく巨体を傾ける。それで墜落するなどということはなかったが、上空からの攻撃は通じないと悟ったのだろう、竜は大きく旋回して演習場に舞い戻り音もなく着地した。

「……あら」

「『あら』ではないッ！　やっと一いつ矢し報いたと思ったらこんなアホなっ……」

　エルゼの声はなんだか泣きそうだった。

　すぐさまエルゼは演習場に向かって走り出す。リトフィアは一瞬それを追おうか躊ちゆう躇ちよした。自分がエルゼと一緒にいても、どちらか一人しか魔術では戦えない。

「あの試合だ、殿下！」

「――あ！」

　エルゼに言われてリトフィアははっと思い出した。魔術の原則は崩せないが、それを避さける戦い方はあるのだ。







「珍しくうまくいったと思ったら、あのオチか……」

　ぐったりしたままアストは呻いた。リトフィアの魔術によって地面への激突こそ免まぬがれたものの、頭がくらくらして立つこともままならないのだ。

　アルヴィンもまた息が荒かった。

　防御壁に全神経を傾かたむけていたところを、リトフィアに領域ドメインごと意識を乱されて反動が来たのだ。そこから立て直すのは一流の魔術師であろうと時間がかかる。

「さすが我わが姫ひめ、期待を裏切りませんね」

「それは褒ほめてないだろ」

　土ど壇たん場ばでは並外れた集中力を発揮する少女だが、運動音痴はどうにもならないらしい。

「まさか彼女に魔術を邪じや魔まされるとは。つくづく僕ぼくは嫌われてますね」

　アルヴィンは頭を振って立ち上がり、ふたたび広場に自分の領域ドメインを展開した。彼は〝学院最強〟の名においてここの学生たちを守り切らなくてはならない。

「君に頼たのむのは腹立たしいが、お姫ひめ様さまをお願いしますよ。……それから、ジェレミアを助けてくれて感謝します」

　アストがアルヴィンを振り向むくと、彼はいつもの本心の見えない笑えみを浮かべていた。

「それではお手並み拝見といきましょう、――バルテノムの英えい雄ゆう殿どの」







　演習場に入るなり、エルゼは最低限の領域ドメインで魔弾を生成した。

　傍かたわらではリトフィアも同じように雷石斧ウコンバサラを手にしている。いちおう反省したのか、今度は扱あつかいやすい大きさになっていた。

　改めて竜りゆうを見据え、エルゼの足は小さく震えた。

　竜はとにかく大きく、建物そのものに立ち向かっているような気すらする。一人ではたちまち踏ふみ潰されて終わりだろう。

　――でも、二人なら。

「私が先に行きます！」

　小さな人間と油断したのか、竜はリトフィアの一いち撃げきを避けなかった。石の刃はは硬い鱗に阻まれたが、生じた爆風が竜の動きを止めた隙にエルゼは立て続けに魔弾を放つ。

　だが赤銅色の鱗はおろか、薄い翼膜に当たったものすら硬い音を立てて弾き返された。

「効かない!?　……いや、考えてみれば当然か」

　外見こそ生物の姿をしているが、竜の正体は魔道具――魔術の集積である。おそらく全身に防ぼう御ぎよ障壁を張り巡めぐらせてあるのだろうし、その他にどんな能力を持っているかも見た目からは推おし量はかれない。

「あの男ならどうする……？」

　エルゼはぽつりと呟つぶやく。あのアスト・パラダンならばおそらく、

「弱点を一撃といったところだろうな」

　そして魔道具の弱点とは言うまでもなく、封命晶だ。

　何度も爆風を受けたせいか、苛立ったように竜が何度も咆哮した。間近でその大音量を聞く羽目になり、リトフィアとエルゼは反射的に顔をしかめて耳を覆う。

　そしてゆっくりと竜が頭をもたげたとき、胸に埋まった琥こ珀はく色の封命晶が見えた。

「……まさか、そんな」

　絶句する。石に封じ込められているのは、あろうことか人間の少女だった。

　ほとんどの封命晶では虫や小動物が使われているが、同じ理屈で人間を閉じ込めることも確かに可能なのだろう。それを実際にやるかどうかは別問題だが。
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　少女は自分やリトフィアとそう変わらない歳としに見えたが、身に着けているのは何百年も前の貴族の正装だった。そんな長い間、竜の生け贄とされて眠っているのだろうか。

「外道な真似を！」

「……ひどい」

　エルゼは吐き捨て、リトフィアも思わず口元を手で覆う。

　そして唐とう突とつに、以前のアストとの会話を思い出した。

　エルゼの先祖は「天てん帝ていは他人の領域ドメインを盗とる力があるのではないか」と推測していた。そして彼女はさきほどジェレミアとユーヴァの会話――天帝の御業などないという事実を漏れ聞いている。

　その意味するところはつまり、歴代の天帝は人間を封命晶に封じて利用していたのではないか。こうすれば強大な魔術も、尋常ならざる広さの領域ドメインがあるよう演出することも可能だろう。

「下衆のやることだな！」

　エルゼは吐き捨ててぎりっと歯を食いしばった。







「……助けなきゃ」

　祈るように呟き、リトフィアは雷石斧ウコンバサラを握り直した。

　学院の皆もアストもエルゼもアルヴィンも、あの封命晶の中の少女もだ。天帝でもない自分がすべてを救うことはできないかもしれないが、せめてここにいる人々くらいは。

「どうする？　封命晶があやつの弱点だとしても、あれでは……」

「……封命晶を壊こわしたら、中にいるあの子もきっと無事ではすみませんよね」

　しかし封命晶を狙ねらう以外に竜を倒す方法など思いつかない。いったいどれだけの攻撃を加えればあの鱗を撃うち抜くことができるのか。

「どうしたら……」

　リトフィアは呟き――目を見開いた。

　竜が大きく牙を剥むいて咆哮した。その顎あごの奥おくに白い光が見え、たちまち光の球となって口から溢あふれ出し、竜の巨体すべてを覆おおい尽つくさんばかりに膨れあがる。その光量にリトフィアは思わず目を細めた。

　これが攻こう撃げき魔ま術じゆつであるのは疑いようがない。

　リトフィアはとっさに領域ドメインを最大に展開し、雷石斧ウコンバサラから盾に切り替える。

「――っ!!」

　光球が弾け、大樹のごとき奔流となってリトフィアとエルゼめがけて迸ほとばしった。

「くっ……」

「こんな魔術も使えたのか！」

　間一髪、光槍そうをリトフィアのかざした薄布状の盾が受け止めた。だが負ふ荷かはさきほどアストを助けたときとは比べ物にならない。相殺の盾のはずが威力を殺しきれず、リトフィアはずるずると後退した。

　リトフィアの白い頬ほおが真っ赤に染まり、幾筋もの汗が伝った。いかにアルヴィンに匹ひつ敵てきする領域ドメインを持っていようと、彼女は魔術の練度がきわめて低い。

　もう駄だ目めだ――少女二人がそう思った瞬間、

「盾の形を変えられるか？」

　後ろから囁くように聞こえた声に、驚きはなかった。ああ、この人はやっぱりいちばん危ないときに来てくれる。

　リトフィアは振り返らず、アストに言われるまま魔法陣を上書きした。今まで平面で光槍を受け止めていた盾が頂点を竜に向けた円錐形に変形する。それによって防ぎきれない光は側方に受け流され、森の一部を灼いて消えた。

「……アスト」

　完全に光槍が消えてからリトフィアはようやくアストを振り返かえる。褒めてくれるかとも思ったのだが、彼は眉まゆをつり上げ、油断なく竜を見み据すえたまま怒ど鳴なってきた。

「無む茶ちやをするな！」

「そんなことはありません！」

　口調とは裏腹にリトフィアの表情と小さな肩はしおしおと縮んだ。リトフィアの後ろにいたエルゼも似たようなものだ。

「わたしだって、あなたのように……」

「だが、今の君じゃ無理だ」

　きっぱりと言い切られ、リトフィアは俯うつむいて押し黙った。

　そしてアストは言い放つ。

「だから俺が君たちの代わりに竜を倒たおしてみせる。――リトフィア、エルゼ、君たちの領域ドメインを預けてくれないか」

　それが、この場におけるもうひとつの選択肢だった。

　エルゼははっとした顔をして、領域ドメインをアストの足元まで広げた。彼女は以前にも侵奪されたことがあるので割り切りが早いのだろう。

「これはあくまで貴様への貸しだ。……この戦いが終わったら必ず返せ！」

「了りよう解かいした。また何度でも相手をしてやる」

「違う、その、無事でっ……」

　エルゼは顔を真っ赤にして両腕をわたわたとさせている。今ばかりはリトフィアはエルゼに少し同情した。

「わたしは……」

「それから、よく頑がん張ばったな」

　アストにくしゃくしゃと乱暴に……しかし温かい手で頭を撫なでられて、リトフィアはようやく彼の言葉を受け入れられる気がした。

　強い人間になりたかった。誰かの危機に颯爽と現れ、人々を助けられる人間に。でもそれはあくまで手段であって、目的とはき違えてはならない。学院の人々が無事でいることのほうが重要で、自分のちっぽけな努力はこの一言でじゅうぶん報われたと思う。

「学院の人たちもあの封命晶の子も、アストならみんな助けられますよね」

　リトフィアはふっと微笑み、アストに囁ささやいた。

「そのために、わたしたちの領域ドメインをもって魔術師王になってください、アスト」

「ああ。三人だ、負けるわけがない」

　そして一瞬後、演習場じゅうに赤と緑の火花が散った。

　視界が混こん濁だくし、リトフィアは思わず地面に膝ひざをついた。魂たましいの境界線の一部が溶融し、心が暴かれると同時に何かが流れ込んできて、一瞬、自分自身が溶とけて水面に漂うような錯覚に囚われた。

　けれどおぞましさはあまりない。リトフィアはそれを知っている。

　二人きりの晩餐で、少しだけアストの心の内に触れた気がしたのだ。







　アストはいくつかの答えを得ていた。

　竜を倒す手段そのものは、そう難しい理屈ではない。攻撃を続けていればいずれ転機が訪おとずれるはずだ。

　そして侵奪者と天帝の関係について。

　封命晶や泥どろ人形の竜で天帝の御み業わざを模倣するにしても、初期にその見本となるべき出来事はあったはずだ。そして他人の領域ドメインを利用する術は封命晶のほかにもうひとつある。

　初代天帝はたぶん、こうやったのだろう。

「っ……」

　アストは地面に手をつき、リトフィアとエルゼの領域ドメインをまとめて乗っ取りにかかった。

　広大な領域ドメインが必要なら、複数の領域ドメインを侵奪して束ねればいい。一人で足らないなら二人ぶん――考えてみれば単純な理屈ではあるが、ただでさえ侵奪は難しいのに、それを複数に対してやろうというのだから負荷は並なみ大たい抵ていではない。

　目まぐるしく明めい滅めつする二色の領域ドメインを睨みながら、アストは呟く。

「……王を束ねる者、か」

　もともと〝帝みかど〟とはそういう意味なのだと、以前セドリックに聞いた気がする。大勢の魔術師王を従え、広大な領域ドメインと力を得た侵奪者が、最初に天帝と呼ばれたのだろう。

　――そして、アストはやってのけた。

　新たな領域ドメインは演習場はおろか校舎、近くの森さえ飲み込んで眩く輝かがやく。

　その色はかつての白ではなく、蛋白石オパール、あるいは極光のようにさまざまな色しき彩さいが入り交じっていた。少女二人の領域ドメインを足したためだろうか。

「……身体が覚えてるもんだな」

　久しく感じることのなかった、魔術と戦いの高こう揚よう感。それは一年やそこらでは消えてくれないようで、戻るべき場所に帰ってきたという気すらする。

　アストはすぐさま巨大な魔ま法ほう陣じんを描えがき、竜に向かって疾駆しながら大剣けんを構築した。

　竜は咆哮してアストを迎え撃った。竜が鋭い爪を振り下おろしたとたん、地響きとともに地面にヒビが入る。それをアストは紙一重で避けて肉薄し、膝部分に刃を突き入れた。

　広大な領域ドメインが生み出す切れ味、それに関節部は弱点らしく、竜は初めて驚いたかのように後退した。

　数度撃ち合った後、アストはひょいと後ろに飛び退のいた。竜は追いかけようとしたものの、さきほど自ら陥没させた場所に脚を下ろしてしまい、その動きがたちまち鈍る。

　大人と子供という以上にその体格差は圧倒的だ。しかし今、一方的に攻め立てているのは矮躯のアストの方だった。

「……強い……」

「つまり――あの巨体は驚異でも、竜の動きそのものは素人しろうとということか」

　ようやく侵奪による目眩から立ち直ったリトフィアが感嘆の声を上げ、彼女に手を貸しながらエルゼが呟く。

　リトフィアの攻撃を避けきれなかったことからしても、竜は白兵戦能力そのものは高くない。動きをきちんと観察してみれば動きはでくの坊も当然だった。とはいえ、

「真正面から戦って平気なのはあの男くらいだろうがな」

　エルゼがなんとも複雑そうな顔をしているのがアストからも見えた。

「……どうして、そんな弱点が」

「そもそも対等な〝敵〟のことなど、泥人形の製作者はあまり考えなかったのだろうな。天帝の敵を殲滅するために作られたのだろうし」

　そしてアストと少女二人の目の前で、竜は大きく跳とんで後退した。

「さて、どう出る」

　竜の巨体が小さく振動した。足元にぶわっと土埃が舞い、

「また飛んだ!?」

　さきほどのアルヴィンがそうだったが、空を飛ばれると防戦一方になってしまう。地上にいてさえ強靱な鱗を貫くことはできていないのに、空にいる竜にはまともに攻撃を当てることもできるかどうか。

　だが空を仰いでアストはにやりと笑った。

「勝った」

　アストは大剣の代わりに手の中に矢を十数本ほどまとめて生成した。それを弓も使わず、ダーツにでも興じるかのように手首で投じる。

　ばらまかれた矢は手を離はなれると同時に加速し、残像すら残さぬ速さで竜に迸った。

　それを竜は魔術を駆使した不規則飛行で身をよじって避けようとしたが、外れた矢は空中で反転し、なおも竜に追いすがった。やがて何本もの矢が赤銅色の鱗を突つき破やぶっては消えていく。

　悲鳴混じりの竜の咆哮でびりびりと肌が震ふるえ、リトフィアは思わず耳を塞いだ。

「……凄まじいな！」

　感嘆と同時にエルゼはどこか憮然としている。魔ま弾だんの矢は彼女の十八番だ。それを真ま似ねされたら……成果を上げられては悔しいのだろうか。

「さきほどまでは、爆発でも傷ひとつ負わせられなかったのに……」

「単純に、飛行に魔術のほとんどを割かれるんだよ」

　領域ドメイン面積は魔力量と比例すると同時に一度に起動できる魔術の総量をも表す。魔法陣は領域ドメインの中にしか描けないからだ。それは封命晶とて同じで、封じられた中身の枠を超えて魔術を使えるわけではないのだろう。

「そういえば、さっき生徒会長の防御壁で爪を欠けさせていたか……？」

　加えて、竜が光槍を撃ってきたのは地上にいるときだった。

　矢に立て続けに翼膜を切きり裂さかれ、竜は均衡を崩してよろよろと上空を旋回している。

　そしてもはやアストと戦うことすら拒んだらしく、演習場の外周に飛び去ろうとした。

　学院の外で竜がどう行動するかは予測もつかないが、おそらくろくなことにならないだろう。それに封命晶の少女を助けることも難しくなる。

「逃がすか！」

　そこで地面から打ち上げられた緑光の矢が竜を掠めた。

　矢は竜の翼の鉤爪を打ち砕き、均衡を崩した竜はふたたび演習場に舞い戻らざるを得なかった。外れた矢はやがて緑色の粒りゆう子しとなり、空に溶けて消える。

「あんた、この中で魔ま術じゆつを……」

「試してみたらできた。……他人の領域ドメインで魔術を使うというのはおかしなものだな」

　エルゼは今は弩アーバレスト――機械仕じ掛かけの大型の弓を手にし、油断なく鏃を竜に向けていた。

　弩は雷石斧ウコンバサラなどと同じく魔術で構築したものだろう。普ふ段だんは彼女は弓など使わず魔弾を命中させてのけるが、空を舞う竜が相手では補助が必要と踏んだらしい。

　いつの間にか足元にはアストの描いた魔法陣のほかにエルゼの弩と矢のものもあった。領域ドメインの支配権は変わらずアストにあるが、元々の主も魔力を得られるようだ。

　エルゼは険しい顔のまま、慣れた手つきで数本の矢を立て続けに放つ。

　矢はアストのもののように竜を追尾こそしなかったが、まるで動きを先読みするかのような正確な射しや撃げきで、竜を空中で足止めした。

「安心しろ、これは貸しにしないでおいてやる。――憎き〝英えい雄ゆう〟との共闘だ、せいぜい楽しませてもらうとしよう！」

　さきほどの竜との戦いが響ひびいているのだろう、エルゼは肩かたで息をしている。だが彼女はアストを見つめて晴れやかに笑った。

「……は、ははっ」

　アストも笑い出したい気分だった。千年前、初代天帝が〝最強〟だった理由がよくわかる。領域ドメインを束ね、――そして大勢の力を合わせられるなら、それより強いものはない。

　だがアストたちとてそう余よ裕ゆうはない。竜が空を飛んでいる間が勝負だ。

　リトフィアの消耗はエルゼより酷かったようで、見れば唇くちびるにも血の気がない。だが彼女はきっと竜を見据え、エルゼに倣って雷石斧ウコンバサラを生成し直した。

「大だい丈じよう夫ぶか？　無茶……」

「いいえ、わたしも戦います」

　立て続けの射撃によって竜が地面すれすれまで落ちてくる。舞い上がろうとする寸前、リトフィアが雷石斧ウコンバサラで竜の後ろ脚を叩たたいた。赤銅色の鱗が鉛のようにあっけなく歪み、彼女はすぐに刃を翻ひるがえして二撃目を叩き付けようとしたが、寸前で逃にげられ鋭い爪を一本もぎ取るにとどまる。

「だめ、逃げら……」

「いや、よくやった！」

　アストの言葉通り、竜は上空へ逃のがれたが唐突に動きが止まる。

　――不意に、その首がぐしゃりと音を立てて捻れた。

「え……？」

「泥人形の魔術そのものが崩ほう壊かいしている……ということか？」

「だろうな。物理的にあれだけ壊れちまったらそうなるだろうさ」

　竜の巨きよ体たいに入った亀裂から、魔法陣の紅あかい光がちらちら見え隠れしているのが地上からも見えた。あちこち損傷した中で強引に飛行魔術を維持しようとした結果、ますます自壊が進んでいるようだ。

　見る間に巨体は崩壊していった。四本の脚がぼろぼろと崩くずれ、胴体がいびつな形になり、頭部すらも一部が欠けて落ちてきた角が地面に突き刺ささる。

「……あとは」

　アストは新たな魔法陣を描きつつ地を蹴けった。重力制御を併用して大きく跳躍し、一気に竜に迫ろうとする。だが竜はまともな判断ができる状態でなくとも危機は察したらしく、ぎくしゃくと飛んでアストから逃れようとした。

「あと少しなのにっ……」

　さしものアストも空中で方向を変えることは不可能だ。エルゼが悔しげに呻うめいた瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが響き、地上から巻き上がった暴風がアストの身体を持ち上げた。

　リトフィアが雷石斧ウコンバサラを地面に向けて叩きつけ、爆風を発生させたのだ。だが彼女自身も盛大に吹っ飛ばされ、かろうじてエルゼに抱き留められる。

「殿でん下か!?　何を無茶な……」

「……わたしはあの人の背中に追いついて、……たぶん、同じところで、同じものを見たかったんです」

　雷らい神じんの風を受けてアストはようやく竜に到とう達たつした。

「このっ……」

　もがく竜の巨体にしがみつき、アストは気力を振ふり絞しぼって何度目かの侵奪を行う。ぼろぼろになった竜の制御機構に割り込み、封ふう命めい晶しようだけ引き剥がすよう操作していった。

　その過程でいくつかの記録メモリが垣間見える。

　かつての天帝が行った戦争。地下に封印され、その上に学院が建てられたこと。ジェレミアの姿も見えた。若い男が半円の縫い取りのある裾すそを翻し、立ち去る光景――

「よし、外れた！」

　動力源の封命晶を失った竜はすぐに動きを止めるはずだった。しかし元々制御系が壊れていたせいか、内部に漂ただよっていた魔ま力りよくがアストの足元でみるみる膨れあがっていく。

「……暴走か」

　アストは舌打ちした。巨きよ大だいな竜の暴発は竜の間近にいるアストはおろか、学院全体を巻き込みかねない。もはや侵奪してどうにかなる規模ではなく、方法があるとしたら、より大きな魔術で丸ごと叩き潰すことだけだ。

「これだけの広さは、……今までも使ったことなかったな！」

　アストは侵奪した領域ドメインのすべて、ありったけの面積を使って魔法陣を描いた。

　手の中に現れた長ちよう剣けんは身の丈の数倍、さきほどリトフィアが吹っ飛ばしたものよりさらに長大だ。

　輝く刀身は空中で大きく弧こを描いて竜に振り下ろされ、同時に強きよう烈れつな火花を発した。

「――消え失せろ、紛い物フエイクが！」

　叫さけび、鱗を切り裂くと同時に剣の力が解放された。破は壊かい力そのものを純化したかのような金色の光。それはたちまち竜の巨体を砂粒つぶにまで分解し、溢れた力はさながら黄金の柱のように上空に向かって突き進む。

　はるか高みの雲を削り取り、ようやく金色の光は消えた。

「……これは」
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　アストですら見たことのない、思わず言葉を失うほどの威力だった。

　掴まっていた竜が消滅し、アストは封命晶とともに落下を始めた。だが大魔術の反動でアストの意識は朦朧としており、魔術で自分の身体を支えることができない。

「また落ちるのか、俺おれ」

　リトフィアとエルゼがとっさに落下点に駆け寄よってくるのが見えたが、二人とももう魔術を使える状態ではない。それでも落ちてくる彼を受け止めようというのだろうが、ただ二人とも巻き添えにして押し潰してしまうだけだ。

「馬鹿、避けっ……」

　――そしてアストは少女たちの細い腕うでに抱き留められ、ふわりと地面に降り立った。

「……へ？」

「アスト、よかっ……」

「さ、さすがに挽肉になられると後味が悪いからな！」

　すぐにリトフィアが涙混じりでアストの腰こしに抱だきついてきて、エルゼはなぜかふんぞり返った。気の利いた言葉も浮かばず、アストはしばし少女二人にもみくちゃにされる。

　ややあって、アストは横に目をやった。

「僕はむさ苦しい男じゃなくて、お姫様を助けたかったんですけどね」

　アルヴィンは三人から少し離れた場所におり、いつも通りの軽口を叩いて笑った。最後に彼が魔術を発動し、アストと封命晶を受け止めてくれたのだ。

「まあ、そっちの中身もたぶんどこぞの姫さんだと思うぞ」

「ならば僕が彼女に感謝してもらうために、早く彼女を助けなければいけませんね」

　アストの隣には巨大な封命晶があり、こちらにも幸い傷ひとつない。だが竜……魔道具から切り離しただけでは、閉じ込められた少女を解放することはできないようだ。

　アストは大きく息を吐はく。まあ何にせよ、

「終わった、か」

　頭上を見上げると、赤銅色の最後の一片が砂となって舞うところだった。
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「……へえ、そんなことが」

　アストから報告を聞いたセドリックはさも面おも白しろそうに笑った。

「私も見たかったな。なにせ君が久しぶりに全力を出したのだしね」

「馬ば鹿かを言うな、あんなのはただの一度きりだ」

　やたら嬉うれしそうなセドリックを鏡越ごしに見ながら、アストはがりがりと頭を掻かく。

「それにしても、天てん帝てい猊げい下かがね」

　ひとしきり笑ってから、セドリックは不意に表情を引き締める。ジェレミアやユーヴァとの会話の内容もセドリックには話してあった。天帝の玉座が実は飾かざり物だという事実は、アストたちよりもむしろ一国の主であるセドリックに重要な意味がある。

「……失望したか？」

「いや？　天帝猊下が腑抜けていらっしゃって、むしろ助かったと言うべきだろうね。もし猊げい下かが口出ししてきていたら、私はこうしていなかったかもしれないし」

　皇位継けい承しよう戦争時に天帝の介かい入にゆうがなかったからこそセドリックは勝利できたとも言える。もし天帝が講和を命じてきていたら皇位奪だつ還かんなどできなかっただろう。

　天帝の介入を救いの手とするか、ただの横槍と思うかは人それぞれの事情でしかない。

「だから私としては、天帝猊下には今のままでいてくださると助かる」

「……ちと、そうもいかないかもしれないぞ」

　魔道具の鏡越しの会話を他人に盗み聞きされることはないと知ってはいたが、アストは無意識のうちに声を潜めた。

　泥人形の竜はかつての天帝によって運用された後、地下に封印され、その上に学院が建てられて存在を隠蔽された。その後何百年も放置されていたものを見つけ出し、ジェレミアの復ふくし讐ゆう心を焚きつけた者がいる。

「ジェレミア本人は正体は知らないと言ってたが、あの竜の記録メモリに少し残ってた。……服の端にちらっと紋もん様ようの縫い取りが見えた。あれは天てん帝てい紋もん章しようの一部だ」

「……へえ？」

　しばしの沈ちん黙もくの後、セドリックはわずかに唇の端をつり上げた。

「つまり竜を放って妹を傷つけようとしたのは、事もあろうに天帝猊下だと」

「そうとも限らないだろう。聖堂の連中なら泥人形の竜の文ぶん献けんを見つけることもできただろうしな。それにあの爺さん、側近が何をやってるかも把は握あくしてなさそうだった」

「侍じ従じゆうや聖堂の連中の一部が暴走してる、と言いたいわけだね」

　アストは小さく頷うなずく。

「残念ながらそれ以上は調べられなかった。爺さんや侍従連中はあの後すぐに聖堂に帰ったし、俺も数日は手続きで手一杯だったし」

　事後処理のほとんどはアルヴィンが請け負ってくれたが、アストも知らぬ存ぜぬを決め込むわけにはいかなかったし、リトフィアなどはひたすら続く事情聴取に最後はもう目が虚ろになっていた。

「それにしても、聖堂の連中が工作員を送り込むならそれはもう簡単なはずだよね。だって学院も聖堂のものなんだから」

「ああ。……そんなわけで悪いが、ここから先は他の奴やつに調べてもらってくれ」

「どうしてだい？」

　セドリックはさも不思議そうに首を傾かしげる。

「さっき言ったとおり、俺は学生のほとんどに侵しん奪だつするところを見られてる。もう学院に出入りはできないだろう。ま、お前なら他の手段も使えるだろ……」

「残念ながらそれは無理な相談だ」

　セドリックはにっこりと……この仕事を持ちかけてきたときとまったく同じ顔で笑った。

「可愛かわいい妹がいる学院がますます不ふ穏おんなことになりそうなのに、君以外の者に護衛を頼むわけにはいかないだろう？」

「だから俺はもう資格が」

　アストの反論にセドリックは耳を貸さず、ふと遠い目をする。

「今の天帝猊下はそりゃもう役立たずだけれど、もしも君が天帝の座に就つくことになったら、またこの世界は少し変わるかもね」

「……俺が？」

　初代の天帝はアストと同じ侵奪者だったのかもしれないが、しかし現在は帝てい冠かんは優すぐれた魔ま術じゆつ師しに与あたえられるものであって、決してアストの手が届くことはない。

「昔も今も君は私の命令を聞いてくれているけど、もしも君が天帝になったら、君は私と同じかそれ以上の立場になる。そうなったらもう君に命令することはできなくて、――敵同士となる可能性もあるわけだ」

　アストにとってセドリックは親しい仲である以上に絶対的な〝主〟だった。言い合いこそするがアストはセドリックに刃向かったことはないし、その言葉を疑ったこともない。

　セドリックと対等――その想像がまったくできず戸と惑まどうアストに、

「いやあ残念だなあ、そうなったら君にあーんなことやこーんなことをさせられな……」

「黙だまれ気色悪いっ」

　一いつ瞬しゆんだけでもぎくりとした自分をアストは心底後悔した。これが鏡での遠距きよ離り対話でなければ本人をぶん殴れるのだが。
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　竜にまつわる騒そう動どうが一段落した後、式典はやり直しが行われた。

　天帝ユーヴァやお偉方の二度目の来校はなかったが、長々とお説教を聞きたくない学生たちとしてはむしろ大歓迎だ。

　破壊されたバルコニーはまだ復旧工事中なので演習場に即席の壇が作られた。前回の緊きん張ちようの反動もあってか、学生たちは気楽に後夜祭の続きのような気分で会場に集まる。

　壇上にはアルヴィンをはじめとする上位入賞者たちが並び、学生たちがいっせいに歓かん声せいを上げる。彼かれらを褒め称たたえる声や野次る声、中にはあげつらうものもあったが、いちばん大きかったのはアルヴィンへの女子学生たちの黄色い悲鳴だった。

「あいつもよくやるよな……」

　騒動後、天帝やジェレミアにまつわる事実は一般学生には伏せられ、古い魔道具が暴走したとだけ通達された。ジェレミアの処分も内々に行われ、名目上は自主退学、事実上の放校が決定している。

　アストがどうにか無傷で取り外した封命晶にしても、封命晶の製造方法が失われている以上、少女を解放する術もわからないままだった。今は学内の研究室に保管されているが、少女を救うにしてもまだまだ先のことになるだろう。

「……まあ、俺もか」

　竜の襲しゆう撃げきと同じくらい、学院内では侵奪者を学院に招き入れてしまったという醜態も問題になった。だが意見が割れているらしく、いまだアストの処分は決まっていない。

　仕方なしに事件後も講義には出ていたのだが、その居心地の悪さたるや転入直後の比ではなかった。今もアストは樹の枝に腰こし掛かけて式典を眺ながめている。

　アストから遠く離れた壇上で、主役のアルヴィンが学生の前に進み出た。何か話す身振りが見えたがその内容まではアストには聞こえてこない。

　しばし女子学生の歓声を堪能した後、アルヴィンは唐突に演習場に領域ドメインを展開した。

「なっ？」

　式次し第だいにはなかった行動らしく、学生はおろか教師たちもいっせいに騒然とする。

「そこの外れにいるんでしょう？　アスト君」

　アルヴィンの声は魔術で拡張されて領域ドメイン全域に響き渡わたった。アストはぎょっとして樹から飛び降りようとしたが、たちまち全学生の視線が向いて逃げられなくなってしまう。

　アルヴィンは学生たちにふたたび顔を向けてから、

「竜と君との戦いは、闘とう技ぎ大会のどの試合よりも素晴らしかった。それに王を束ねる者を帝と呼ぶなら、領域ドメインを持たぬ者は王にはなれなくとも帝にはなれるかもしれません。

　――こちらに来なさい、アスト・パラダン。再び現れた英雄は、まぎれもなく優れた天帝候補であり、ここで称えられるべき者の一人なのですから」

　朗々たる物言いに演習場は水を打ったように静まりかえった。

　それから一気に騒然とする。特に講師たちは愕がく然ぜんとして顔を見合わせ、中にはアルヴィンを諭そうとした者もいたが、にべもなく追い払われてしまった。

「あ、あいつ……」

　いきなり何を言い出すのかと、アストは思わず枝からずり落ちそうになる。

　どうにかこらえてしばししがみついていたところ、樹の下から聞き慣れた声がした。

「アスト！」

「何をこそこそと隠かくれているのだ、貴様は」

　リトフィアとエルゼである。

　狼狽えながらもアストは駆かけ寄ってきた二人のもとに飛び降り、しかしすぐに少女二人に迫せまられ後ずさった。

「貴様は我わが国くにと婚こん約やく者しやの仇かたきだ。無様に私に負けて這いつくばるまで、この学院から立ち去ることは許さん」

　腕うで組ぐみし、アストを睨にらみ付つけてエルゼが言った。

「それから先日の貸しを返せ。貴様が天帝候補などと考えるだけでも忌々しいが、もしも天帝になったらベルゲン公国を優ゆう遇ぐうしまくれ。そうすれば私もいずれ許してやろう」

「無茶を言うな！」

　エルゼは一息で喚くなりぷいと顔を逸そらしてしまった。その顔が赤くなっていることに、アストはようやく気づく。

「……アスト」

　リトフィアがアストにそっと近づいてきて耳に顔を寄せる。背が届かなかったらしく、アストの肩に掴つかまって背せ伸のびしながら囁いてきた。

「わたしはあなたと一いつ緒しよにいて、もっと強くなりたいんです。そしてアストがわたしたちの領域ドメインで天帝となって、人々を助けようとするとき、隣となりにいられたらとても嬉しい」

　リトフィアのふわふわした金色の髪がアストの頬をくすぐり、かすかにうなじにかかる吐と息いきと甘あまい匂においに思わずくらくらする。その拍子にリトフィアの唇がかすかにアストの頬に触れ、驚おどろいたらしい彼かの女じよはばっとアストから離はなれてしまった。

「あの、あの」

　リトフィアは唇を指で押さえて頬から耳じ朶だまで赤くしておろおろとする。アストと言えば一瞬だけの柔やわらかな感触にひたすら目を瞬まばたかせていた。

「ちなみに言っておきますが、僕ぼくも君に負ける気はないから油断しないように」

　その様を壇上から見せつけられていたアルヴィンが呆あきれたように言って寄越した。

「俺は……」

　先日セドリックと話した際、彼はこうも言っていた。

『ベルゲン公女の言うような他人の領域ドメインを盗る力などないのだとしたら、侵奪者が発生する理由は何だろうね？　――もしかしたら、私は領域ドメインを神に盗られた者こそが本来の天帝候補なんじゃないかと思うんだけどね』

　たとえそうだとしても、大陸の支配者とやらにあまり興味はないが。

　ただ、この学院での日々は楽しかった。今まで破壊するだけだった自分に他にできることがあって、それが結果として天帝の玉座に続いているというなら、それはそれで幸せなことだろう。

「ほら、とっとと壇上に行け！」

「アスト、お早く」

　そして二人の少女に背を押され、アストは中央に向かって歩き出した。
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あとがき







　たいへんお久しぶりです、もしくははじめまして。藤ふじ春はる都みやこと申します。この本をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　あとがきを書くのも久々すぎて、この二ページに無駄に時間がかかっています。（汗）




　本作の主人公は「Lv.99、MP.0」です。かつて〝英雄〟とまで呼ばれながら魔力を失い、落ちぶれてしまった主人公アストは、魔術師たちの学院で経験値だけを頼りに、落ちこぼれの姫のコーチをしたり彼を仇かたきと付け狙う姫と戦うことになります。

　もうひとつのキーワードは〝王〟です。この世界で魔術師はみな王様なのです。ならば魔術師でなくなったアストは何になれる？




　新撰組に永倉新八という人物がいます。二番隊隊長にして数少ない生き残りの一人で、明治以降は北海道に渡り、大正四年まで長生きしました。

　晩年の彼にこんな逸話があります。あるとき老齢の永倉が映画館に出かけたところ、数名のヤクザに絡まれてしまいます。ヤクザはたかがジジイ一人と侮あなどって襲いかかってきますが、永倉は眼力と一いつ喝かつだけで奴らを退散させたのでした。

　私はこのエピソードが好きなので、乙女ゲームにおいて永倉が非攻略キャラなのを見ては涙しております。本作はそんな永倉へのリスペクトをもとに生まれました。いやまあ半分くらいは冗談ですが。

　ちなみにもう半分には「ちんまい女の子がわたわたしているところ萌え」などをたっぷり配合してみました。




　最後に謝しや辞じを。

　迷走する企画にそりゃもう根気よく付き合ってくださった担当のＫさん、魅力たっぷりのイラストを描いてくださったrefeiaさん（コルセット細腰最高です！）、没になるたびに助言をくれた友人、関係者の皆様。おかげさまでどうにかこうにか世に送り出すことができました。本当にありがとうございます。

　そしてあなたに、心からの感謝を！

二〇一二年九月　藤春都　拝
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤春 都先生／ｒｅｆｅｉａ先生
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